
綱、

，、

-、

，、

国、

断
後
製
品
で
あ
る
こ
と
を
過

火
に
よ
り
知
ら
な
か

っ
た
こ

と
h

を
認
め
て
い
る
。

従

っ
て
こ
の
放
刊
は
、
問

題
の
T

V
ゲ
l
ム
機
が
無
断

コ
ピ

l
口
聞
か
ど
う
か
と
い
う

点
で
は
な
く
、

T

V
ゲ
|
ム

「
パ
ッ

ク
マ

ン」

が
川
吹
い州
の

符
作
物
に
一議
当
す
る
か
ど
う

か

(該
当
す
る
な
ら
映
画
の

者
作
権
に
特
街
の
上
映
権
も

認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
}

に
焦
点
が
絞
ら
れ
て
い
た
。

版
作
の
ナ
ム
コ
は
映
凶
の
-M

作
物
で
あ
る
と
の
五
岐
を
、

被
告
側
は
映
耐
の
清
作
物
で

な
い
と
の
主
張
を
、
そ
れ
ぞ

れ
展
開
し
、
昨
年
九
月
二
十

六
日
に
結
審
し
た
。

結
審
後

一
年
を
経
て
J
い

泌
さ
れ
た
A
1
同
の
判
決
は
、

ナ
ム
コ

の
主
張
を
全
耐
的
に

認
め
、
被
告
三
社
に
よ
る

k

映
権
侵
害
に
基
づ
く
加
害
賠

償
を
命
じ
た
。
判
決
製
自
で

は
ま
ず
、
映
画
の
野
作
物
の

要
件
を
・・小
し
た

-K
で、

T
V

ゲ
|
ム

「
パ
ッ

ク
マ

ン」

は

ブ
ラ
ウ
ン

mH
K
に

「
杉
像
が

品聞
き
を
も
っ
て
比
え
る
と
い

う
」

悦
党
的
効
果
を
生
じ
さ

せ
て
い
る
点
で
映
尚
と
同
じ

効
果
で
表
現
さ
れ
る
こ
と
、

フ
ィ
ル

ム
、
テ
ー
プ
の
代
わ

リ
に

R
O
M
が
使
用
さ
れ
て

お
り

「
物
に
同
定
さ
れ
て
い

る
」
こ
と
な
ど
を
似
拠
に
、

帥吠
州
の
拡
伯
作
物
と
断
定
し
た
。

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
ブ

ラ
ウ
ン
管
上
の
映
像
は
プ
レ

イ
ヤ
ー
の
レ
パ
|
操
作
に
よ

り
変
化
す
る
が
、
そ
の
変
化

は
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
よ
リ
ぷ
忘

さ
れ
た
他
聞
内
で
あ
り
、

一

定
の

「
同
一
一
慨
を
保
持
し
な

が
ら
存
続
し
て
い
る
」
映
像

で
あ
る
、
と
言
及
さ
れ
て
い

る
点
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ

っ

て
、
わ
が
凶
で
初
め
て
、
官
白

作
締
法
上
、

一
定
の
範
間
内

な
が
ら
飢
符
が
参
加
で
き
る

映
画
の
脊
作
物
が
認
め
ら
れ

た
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
は
コ

ン
ピ
ュ

ー
タ
ー

-
グ
ラ
フ
ィ

ッ
ク
ス

(C
C
)
を
含
め
た

向
皮
な
叫
，
f
技
術
に
よ
る
新

し
い
ぷ
吸
い刀
法
が
生
ん
だ
新

烈
の

Hd
作
物
と
も
言
え
る
。

に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
搾

作
物
を
公
衆
に
提
示
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
当
該
映
画

の
省
作
物
の
綾
製
物
を
設
波

し
、
又
は
貸
与
す
る
こ
と
を

含
む
も
の
と
す
る
。

3

こ
の
法
律
に
い
う
「
映

画
の
著
作
物
」
に
は
、
仙
川
両

の
効
果
に
類
似
す
る
机
党
的

又
は
視
聴
覚
的
効
来
を
生
じ

さ
せ
る
方
法
で
表
現
さ
れ
、

か
っ
、
物
に
悶
定
さ
れ
て
い

る
若
作
物
を
含
む
も
の
と
す

ヲ令
。第

二
+
六
条

庁
作
お
は
、

そ
の
峡
耐
の
清
作
物
を
公
に

上
映
し
、
又
は
そ
の
絞
製
物

に
よ
り
頒
布
す
る
権
利
を
専

有
す
る
。

2

著
作
者
は
、
映
画
の

著
作
物
に
お
い
て
複
製
さ
れ

て
い
る
そ
の
針
作
物
を
公
に

ヒ
映
し
、
又
は
当
該
映
耐
の

絞
製
物
に
よ
り
狐
布
す
る
陥

利
を
専
有
す
る
。
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著
作
権
法
(
抄
)

側
ナ
ム
コ
(
本
社
点
点
、
中
村
総
哉
社
長
)
で
は
、
川
社

T
V
ゲ
!
ム
機
の
無
断
コ
ピ
l
H聞
を
設
詑
営
業
し
て

い
た
と

し
て
喫
茶
応
「
マ
イ
ア
ミ
」
チ
ェ

ー
ン
を
相
手
ど
っ
て
、
務

作
権
法
で
い
う
「
映
画
の
著
作
物
」
と
し
て
の

T

V
ゲ
l
ム

の
「
上
映
権
」
位
宵
を
崎
山
に
、
間
似
心
L
U
賠
償
な
ど
を
求
め
る

氏
が
訴
必
を
起
し
て
い
た
が
、
九
月
二

l
八
日
、

米
ぶ
地
万

裁
判
所
は
ナ
ム
コ
の
主
張
を
全
而
的
に
認
め
る
判
決
を
ド
し

た
。
こ
の
判
決
は
、

T

V
ゲ
ー
ム
を

「
映
両
の
務
作
物
」
と

認
め
る
わ
が
国
初
の
判
決
と
な
っ
た
ほ
か
、
無
断
コ
ピ
l
口聞

の
設
置
営
業
(
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
)
を
『

t
映
権
侵
害
」
と

み
な
し
事
・
返
上
'
』
れ
ら
の
行
為
の
泌
法
性
を
宣
告
す
る
初
の

判
決
と
な
っ
た
。

A
F
同
の
判
決
に
よ
り
、
無
断
コ
ピ
|
H
川
の
進
法
性
が
主
誠

し
や
す
く
な
る
た
め
、
無
断
コ
ピ
|
口
川
の
製
造
、
版
U
川
、
そ

し
て
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
民
卓
/
刑
事
を
問
わ
ず
法

的
手
続
き
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
こ
と
に
な
り
、
無
断
コ
ピ
l

口
聞
の
撲
滅
を
凶
っ
て
き
て
い
る

J
A
M
M
A
で
は
。
幽
則
的

判
決
。
と
受
け
と
め
て
い
る
。

定価3∞1'1 li!.11I1鳩続斜7，200円(送料共)

第
二
条

こ
の
法
律
に
お

い
て
、
次
の
各
回
す
に
掲
げ
る

用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号

に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

著
作
物

思
忽
又
は

略
的
を
創
作
的
に
表
現
し
た

も
の
で
あ
っ
て
、
文
菜
、
学

術
、
美
術
又
は
也円
楽
の
範
囲

に
属
す
る
も
の
を
い
う
。

十
九

上
映

著
作
物
を

映
写
移
そ
の
他
の
物
に
映
写

す
る
こ
と
を
い
い
、
こ
れ
に

伴
っ
て
映
戸聞
の
皆
作
物
に
お

い
て
同
定
さ
れ
て
い
る
汗
を

再
生
す
る
こ
と
を
含
む
も
の

と
す
る
。

二
十

頒
布

有
俗
で
あ

る
か
又
は
無
俄
で
あ
る
か
を

削
わ
ず
、
附
版
製
物
を
公
衆
に

没
波
し
、
又
は
貸
与
す
る
こ

と
を
い
い
、
映
耐
の
汗
作
物

X
は
映
岡
の
荷
作
物
に
お
い

て
緩
製
さ
れ
て
い
る
著
作
物

" 

ンは「上映権」侵害に
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無断コピー品のオベレーシ ョ

い
氷
点
地
法
民
が
第
・

よ
ー
九

部

(牧
野
利
秋
波
判
長
)
は

九
月
二
十
八
日
、
ナ
ム
コ
対

マ
イ
ア
ミ
チ

ェ
ー
ン
綴
害
賠

償
消
求
いや
件
に

つ
い
て
、
判

決
を
白
い
波
し
た
。

こ
の
紋
怖
は
昭
利
・九
卜
六

年
七
月
二
卜

一
目
、
ナ
ム
コ

が
、
マ
イ
ア
ミ
チ
ェ
ー
ン
を

経
営
す
る
酔
心
興
業
側
、
側

僻
心
、
側
、
水
楽

(
い
ず
れ
も

山
剛
山
東
京
本
社
の
チ
会
社
、

山
似
袋
二
社
長
)
の
三
祉
を

相
手
ど
っ
て
、
被
作
三
社
が

ナ
ム
コ
の
T
V
ゲ

l
ム
機
「
パ

ッ
ク
マ
ン
」
の
無
断
コ
ピ
ー

口
聞
を
設
世
営
業
し
て
お
り
、

T
V
ゲ
l
ム
「
パ
ッ
ク
マ
ン
」

は
将
作
権
法
上
の
映
耐
の
苫

作
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
被
特

三
社
は
ナ
ム

コ
の
専
h

制
す
る

上
映
権
を
侵
害
し
て
い
る
と

し
て
、
被
告
三
社
が
鉱
山
断
コ

ピ
|
U
聞
を
設
置
営
業
し
て
得

た
利
統
金
を
、
ナ
ム
コ
に
対

し
て
似
百
賠
償
金
と
し
て
支

払
う
よ
う
求
め
て
訴
え
を
起

し
て
い
た
も
の。

被
告
三
社
が
使
用
し
た

T

V
ゲ
ー
ム
機
は
、
ナ
ム
コ
製

「
パ
ッ
ク
マ
ン
」
と
比
べ
る

と
N
A
M
e
o
の
文
字
が
表

示
さ
れ
な
い
点
を
除
い
て
、

ま
っ
た
く
同

一
の
T

V
ゲ
ー

ム
と
し
て
の
視
聴
覚
効
果
を

持
つ
も
の
だ
っ
た
、
と
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
被
告
三
社
は

こ
の
裁
判
を
通
じ
て
こ
れ
ら

の
T

V
ゲ
l
ム
機
を
「
他
か

ら
腕
入
し
た
際
、
こ
れ
が
縦

画
の
著
作
権
に
特
有
の
上
映

織
と
頒
布
権
に
よ
り
、
無
断

コ
ピ
l
H
聞
の
製
造
、
版
必
な

ど
以
外
に
設
置
枠
内
業
、
口
氏

な
ど
に
対
し
て
も
民
事
/
刑

事
の
両
面
か
ら
そ
の
違
法
性

を
問
う
こ
と
が
で
き
る
。

今
回
の
判
決
は
、
無
断
コ

ピ

i
口
聞
を
設
置
営
業
す
る
オ

ペ
レ
i
タ
ー
に
と
っ
て
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
メ
ー
カ
ー
か
ら
の

訴
え
が
あ
れ
ば
民
い
や
/
刑
事

両
面
か
ら
途
法
牲
を
問
わ
れ

る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り

無
断
コ
ピ
|
口
聞
の
撤
去
が
望

ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

な
お
T

V
ゲ
|
ム
の
党
作

の
地
、
米
凶
で
は
五
十
六
年

に
ミ
ッ
ド
ウ
エ
|
社
が
「
映
画

そ
の
他
の
視
聴
覚
著
作
物
」

と
す
る
判
決
を
獲
得
し
て
以

来
、
も

っ
ぱ
ら
伐
聴
覚
若
作

権
で
メ
ー
カ
ー
、
政
府
と
も

法
的
手
続
き
を
進
め
て
い
る

の
が
現
実
と
さ
れ
て
い
る
。

赤木真澄

積
浜
、
大
阪
の
各
地
裁
)
で

出
さ
れ
て
お
り
、
鉱
山
断
コ
ピ

ー
に
対
す
る
法
的
保
護
は
か

な
り
前
進
し
て
い
る
が
、

T

V
ゲ
|
ム
を
映
幽
の
薪
作
物

と
す
る
今
回
の
判
決
に
よ
り

法
的
保
護
は
決
定
的
な
ほ
ど

強
力
な
法
的
線
拠
を
持
つ
に

烹

っ
た
こ
と
に
な
る
。

つ
ま
り
不
正
綬
争
防
止
法

で
は
不
正
競
争
の
事
実
認
定

に
時
間
を
要
す
る
た
め
不
十

分
さ
が
否
定
で
き
ず
、
ま
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
著
作
権
で
は
同

一
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
の

み
保
泌
さ
れ
る
、
と
い
う
不

十
分
さ
が
あ
っ
た
が
、

T

V

ゲ
ー
ム
が
映
画
の
脊
作
物
と

認
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

無
断
コ
ピ
l
口
聞
で
あ
る
か
否

か
は
そ
の
視
聴
覚
効
果
を
も

っ
て
判
断
さ
れ
る
だ
け
で
足

り
、
こ
の
た
め
法
的
手
続
き

の
ス
ピ
ー
ド
が
平
く
な
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
映

編篇・ 発行人アミューズメント通信社

問
わ
れ
る
コ
ピ
!
品
O
P
の
違
法
性

参
加
型
の
映
画
の
著
作
物
は
初
め
て

こ
の
政
判
で
被
血
円
側
は
、

コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
-
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
著
作
物
を
持
ち
出
し

反
論
し
た
が
、
判
決
で
は
「
観

点
が
全
く
別
例
」
と
し
て
退

け
、
ま
た
被
告
側
は
映
画
と

T
V
ゲ
l
ム
と
で
は
流
通
形

態
が
異
な
る
と
反
命
し
た
が
、

判
決
で
は
流
通
形
態
の
制
民

で
梓
作
物
性
を
判
断
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
と
し
て
退
け

た
。
判
決
は

T

V
ゲ
l
ム
の

上
映
権
、
叫
明
衛
権
を
認
め
た
。

版
害
賠
償
額
は
、
当
事
者

間
に
争
い
の
な
い
が
実
に
必

づ
き
、
似
品
川
三
位
が
無
断
コ

ピ
|
口
川
の
「
パ

ッ
ク
マ

ン」

計
五
台
を
設
置
営
業
し
て
得

た
利
益
合
計
約
五
百
四
十
万

円
を
、
ナ
ム

コ
が
蒙
っ
た
凱

守
占
領
と
み
な
し
、
そ
の
と
お

り
の
令
制
と
し
た
。

こ
れ
ま
で
T

V
ゲ
ー
ム
機

の
無
断
コ
ピ
ー
に
関
す
る
判

決
は
、
不
正
競
争
防
止
法
途

反
で
二
件

(
東
京
、
大
阪
各

地
裁
)
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
官
官

作
権

M
Zで
三
件

(東
京
、

発行所
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1
万
円
札
、

5
千
円
札、

千
円
札

瞭
今
日
‘

デ
ザ
イ
ン
一
新
、
サ
イ
ズ
も
小
さ
く
な

っ
て

む
も
の
と
見
ら
れ
て
い
る
が
、

両
替
機
を
含
む
自
動
販
売
機

業
界
は
最
も
大
き
な
影
響
を

受
け
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
新
紙
幣
発
行
に
よ
る

一
一
州
の

e
拙
付
加
。
が
、
す
で

に
あ
る
程
度
進
行
し
て
い
る

と
見
る
向
き
ゃ
、
ま
だ

H

特

需
e

は
短
く
て
も
一
年
間
は

続
く
と
見
る
向
き
も
あ
る
。

千
円
札
が
三
十
八
年
以
来
の

二
十
一
年
ぷ
り
と
な
る
。
今

回
の
紙
幣
の
変
更
は
五
十
六

年
七
片
に
大
歳
省
が
発
表
し

た
も
の
で
、

三
年
四
ヵ
月
間

を
総
て
こ
の
十
一

月
発
行
さ

ズ
が
小
さ
く
な
っ
て
い
る
。

れ
る
こ
と
に
な

っ
た
も
の
。

紙
幣
の
変
更
は

一
万
円
札

千

円
札
か
ら
百
円
硬
貨

へ

が
昭
和
三
十
三
年
以
来
二
十

の

両

替

機

が

A
M
業
界
で
最

六
年
ぶ
り
、
五
千
円
札
が
三
も
多
く
使
用
さ
れ
て
お
り、

十
二
年
以
米
二
十
七
年
ぶ
り
、

こ
の
蘭
で
の
切
り
絞
甘
え
が
進

n0.247 
m 僻 11/1

来氏

ト

一
月

一
目
、
こ
れ
ま
で

の

一
万
円
札
、
五
千
円
札
、

千
円
札
に
代
わ
る
新
紙
幣
が

発
行
さ
れ
る
。
新
紙
幣
は

一

万
円
札
が
福
沢
命
中
口
の
、
五

千
円
札
が
新
波
戸
稲
遣
の
、

千
円
札
が
夏
目
激
石
の
そ
れ

ぞ
れ
肖
像
を
基
本
に
デ
ザ
イ

ン
し
た
も
の
で
、
い
ず
れ
も

こ
れ
ま
で
の
紙
幣
よ
リ
サ
イ

判
決
文
詳
録
以14
下面
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ムL

川
月
8
日、

点
点
的
下
の

A
M
機
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
携
わ
る
業
者

が
大
同
団
結
す
る
「
ぃ
米
京
都

ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
マ
シ
ン

の
設

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
協
会
」

立
総
会
が
十
月
八
日
、
東
京
・

内
金
の
の
郁
ホ
テ
ル
に
て
削

か
れ
、
都
道
府
県
単
位
で
は

お
そ
ら
く
紋
大
の
会

μ
数
(
約

二
百
社
)
を
擁
す
る
同
協
会

が
疋
式
に
発
足
、
会
長
に
は

中
岡
昭
雄
氏
(
鮒
タ
イ
ト

l
)

が
就
任
し
た
。

市
胤
」
爪
剛
山
下
の
A
M
機
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
の
団
体
ぷ
伝
に
つ

い
て
は
、
八
月
下
旬
か
ら
設

立
錐
備
懇
談
会
、
設
立
準
備

会
な
ど
会
合
を
重
ね
(
ぶ
紙

前
号
既
報
)
、
そ
の
間
に
設

立
川
他
行
を
め
ぐ
っ
て
立
見
の

対
立
も
あ
っ
た
が
、
今
同
よ

う
や
く
設
立
と
な
っ
た
も
の
。

川山円
d
h
仏
総
会
で
は
ま
ず
が

務
局
を
兼
ね
て
の
世
話
人
と

な
っ
て
き
た
テ

i
カ
ン
の
汁

上
氏
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
統

的
仰
と
同
協
会
設
伝
題
行
な
ど

に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
っ
た
。

そ
の
・
中
で

M
氏
は
「
わ
れ
わ

，R
*
'
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、
，司、

全
国
最
大
規
模
で
、

会
長
に
中
西
氏

れ
の
営
業
に
.
必
彩
州
仰
を
及
ぼ

す
も
の
に
は
断
岡
反
刈
し
、

有
利
な

N
向
に
も
っ
て
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め

に
は

J
A
M
M
A
N
A
O

と
い
う
枠
を
取
り
除
き
、
す

べ
て
の
同
業
行
が
集
ま
っ
た

統
一
し
た
同
体
を
作
る
必
裂

が
あ
る
。
現
時
点
で
は
八
号

営
業
の
規
制
純
聞
が
は
っ
き

り
し
な
い
の
で
風
営
に
関
係

な
く
す
べ
て
の
業
者
に
集
ま

っ
て
も
ら
っ
た
が
、
八
号
営

業
が
明
隊
に
な
っ
た
時
点
で

再
度
協
会
の
万
向
を
検
川
す

る
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
本
日

は
そ
れ
ま
で
の
役
貝
体
制
を

決
め
た
い
。
そ
し
て
都
の
施

行
条
例
に
対
し
て
は
こ
の
組

織
で
対
応
し
て
い
く
こ
と
を

陥
認
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

こ
こ
で
井
上
氏
は
友
栄
の

内
川
氏
を
議
長
に
推
郎
、
凶
持

議
な
く
承
認
さ
れ
、
こ
の
後

内
閲
氏
議
長
で
会
議
が
進
め

ら
れ
た
。

定
秋
楽
な
ら
び
に
会
的
規

松
楽
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
以
案
ど
お
り
，

m秘
さ
れ
た
。

定
玖
に
よ
る
と
同
協
会
の
併

業
と
し
て
、
会
以
の
行
政
に

対
す
る
北
川
吋
中
消
や
変
兇
な

ど
の
申
請
間
出
の
代
行
手
紙

業
務
、
行
政
か
ら
の
通
知
や

命
令
な
ど
の
受
付
述
絡
業
務

を
不
滅
に
ぬ
げ
て
い
る
。
ま

た
入
会
全
に
つ
い
て
は
一
律

ニ
万
円
だ
が
、
今
年
米
ま
で

に
入
会
し
た
場
合
は
免
除
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

会
費
に
つ
い
て
は
「
弱
小
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
を
協
開
設
す
る
」

こ
と
を
基
本
的
考
え
万
と
し

た
う
え
で
、
八
号
営
業
行
と

八
号
外
営
業
お
に
分
け
、
前

者
は
会
只
が
.
辿
併
出
す
る
設
置

台
数
が
二
寸
台
以
下
の
場
合

は
一
律
年
三
万
円
と
し
、
二

十
台
以
上
か
ら
下
台
以
上
ま

で
七
ラ
ン
ク
に
台
数
に
よ
り

分
け
ら
れ
そ
れ
ぞ
れ
会
伐
を

設
定
。
後
者
は
材
業
所
数
に

よ
り
五
営
業
所
未
満
は
三
万

円
、
そ
れ
以
上
は
五
万
円
と

一
一
ラ
ン
ク
に
設
定
し
て
い
る
。

役
目
以
に
つ
い
て
は
新
風
営

法
地
行
の
米
年
二
月
ま
で
の

析
定
的
な
も
の
と
い
う
こ
と

，、
『

カ父

目
不
協
会

9
月
日
日
の
設
立
総
会
で
、

真
鍋
氏
が
会
長
に

岐
ハ
ト
以
下
の

λ
M
機
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
の
た
行
問
体

「
岐

阜
川
町
ゲ

i
ム
機
オ
ペ
レ
ー
タ

ー
協
会
」
の
設
立
総
会
が
九

川

-
-l
八
日
、
岐
阜
市
の
県

水
内
会
館
に
て
聞
か
れ
、
定

以
を
，
収
'
dし
、
会

K
に
山
一
九
附

a
u
t
l
uぞい
れ
中
段
ね
一
r
叱

J

l
b

園
山
"
I
2
1
L
t
叫
W
J
Z
-
K

H
K
、
正
式
に
免
足
し
た

収
作
、
新
風
常
法
成
立
に

作

っ
て
九
府
県
単
位
で
業
い
れ

川
体
が
組
織
さ
れ
つ
つ
あ
ゐ

が
、
そ
の
山
中
で
新
た
に
ぷ
な

さ
れ
る
ら
の
と
し
て
は
川
叫

が
ん
h
川
初
の
む
の
と
な
っ
た
け

岐
弘
山
以
内
で
は
従
米

A
M
俄

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
集
ま
り
が

な
か
っ
た
た
め
、

県
内
の
作

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
ら
は
な
ん
ら

か
の
組
織
の
必
裂
性
を
焔
位

し
て
さ
て
い
た
か
、
川
帆
竹
川

泌
を
機
に
む
ぶ
か
集
ま
り
組

織
化
を
倹
川
氏
鍋
氏
、
句
ド
九

日
本
娯
楽
機
械
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
仰

(
事
務
同
点
点
、

Nr

弘
前
川
州
事
・公、

J
o
u
d

1984年 11月1日

sc口ケOPのための組織で

1 1月臨時総会へ

、
JOUに脱退屈、

田
人
か
党
起
人
と
な
り
、

約
八
卜
祉
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

に
M
協
会
の
ぷ
立
を
川
町
び
か

け
て
孔
d
h
u
-
総
会
を
聞
い
た
む

の
会
い
は
は
新
胤
公
法
の
八

H

ヅ
公
正
対
決
ル
刈
仙
れ
を
間
わ

ず
、
以
内
の
す
べ
て
の

A
M

機
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
信
行
を
対

象
と
し
て
お
り
、
総
会
に
出

席
し
た

・1
h
社
令
」
い
い
只
と
が

よ
り
山
中
阿
昭
雄
氏
を
会
民
と

し
、
副
会
長
二
名
を
次
の
と

お
り
決
定
し
た
。
副
会
長

1

駒
井
徳
造
氏
(
セ
ガ
社
)
、

内
聞
博
氏

(
鮒
友
栄
)
。
中
西

会
長
は
就
任
に
当
た
り
ご
}

の
協
会
設
ぷ
に
約
二
百
社
の

償
問
を
い
た
だ
い
た
。
こ
れ

三
共
、
昭
和
遊
凶
)

ま
で

J
A
M
M
A
、
N
A
O

が
承
認
さ
れ
、
こ
れ
に
残
り
の
枠
を
超
え
て
前
に
進
む
協

七
社
の
理
事
を
後
日
純
然
た
会
に
す
る
姿
勢
で
臨
ん
で
き

る
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
か
ら
選
ぶ
た
。
今
後
は
風
営
業
務
の
過

こ
と
に
な
っ
た
。
発
起
人
の
正
化
と
営
業
の
健
全
化
を
白

う
ち
シ
グ
マ
、
太
陽
肉
助
機
、
的
に
し
っ
か
り
述
併
し
て
い

点
徽
似
楽
は
役
只
就
任
を
併
き
た
い
」
と
後
拶
し
た
。

退

し

た

。

こ

の

ほ

か

初

年

度

チ

鉱

な

ら
び
に
事
業
計
画
に
つ
い
て
、

で
、
ま
ず
巡
任
ぃ
刀
法
が
議
長

に
一
任
さ
れ
、
議
長
は
発
起

人
と
推
成
人
に
し
た
い
と
し

た
。

こ
の
結
果
、
発
起
人
十

四
社
の
う
ち
の
十
社
(
タ
イ

ト
|
、
セ
ガ
社
、
ナ
ム
コ
、

ト

l
ゴ
、
東
京
キ
ャ

I
C
M
、

友
栄
、

ビ
オ

l
卜、

ア

中
自
戸
山
は
六
.
白
万
円
(
ニ
.
白
社

の
入
会
金
)
で
活
動
を
行
な

い
、
ま
ず
都
の
地
行
条
例
へ

の
対
応
に
全
力
を
挙
げ
て
い

く
こ
と
な
ど
が
確
認
さ
れ
た
。

正
副
会
長
以
外
の
当
而
判

明
し
て
い
る
理
事
は
次
の
と

お
り
(
順
不

M
}
。
災
鍋
正

氏
(
側
ナ
ム
コ
)
、

山
聞
俊

夫
氏
(
側
ト

i
ゴ
)
、
久
悶

正
治
氏
(
側
東
京
キ
ャ
ビ
オ

ー
ト
)
、
給
水

一
郎
氏
(
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
コ
イ
ン

マ
シ
ン
附
)
、
井
上
昭
男
氏

(
附
テ
|
カ
ン
)
、
伊
東
労

雄
氏
(
側
三
共
)
、
村
上
六

三
氏
(
昭
和
避
凶
側
)
。

会
設

川
月
8
日
、高畑吉秀会長

カ
ン
、こ

の
後
、

理
事
の
互
選
に

北
陸
初
の
県
別
協
会
、

り
、
高
畑
吉
秀
氏
(
側
日
高

商
会
)
を
代
表
と
す
る
発
起

人
会
を
結
成
し
、
こ
の
発
起

人
会
が
川
町
ド
の
業
者
に
川
町
び

か
け
て
川
総
会
へ
と
進
め
た

も
の
。同

総
会
で
は
十
五
社
十
八

名
が
出
席
。
冒
頭
、
高
畑
氏

が
後
ぴ
に
立
ち
「
新
風
営
法

に
附
し
て
そ
の
大
枠
は
問
会

で
成
立
し
て
い
る
が
、
細
部

に
つ
い
て
保
条
例
で
定
め
る

も
の
も
あ
る
。
今
後
は
当
協

会
を
窓
口
と
し
て
、
関
係
諸

官
庁
並
び
に
諸
団
体
へ
働
き

か
け
て
い
き
た
い
。
こ
の
協

会
の
誕
生
に
よ
リ
、
会
員
が

川町
よ
く
、
す
少
年
に
健
全
似

泌
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
を

隊
剖
附
し
た
い
L

U

円
述
べ

た
。

会
議
で
は
定
款
案
が
承
認

さ
れ
、
役
只
の
選
任
に
つ
い

て
は
全
会
以
の
立
見
を
聞
い

た
しし
で
、
間
叫
が
八
名
を
選
任

す
る
こ
と
に
決
っ
た
。
そ
の

ト
ん
で
投
決
し
た
結
栄
次
の
と

お
り
役
員
が
決
ま
っ
た
。

会
長

l
高
畑
士
口
秀
氏
(
鮒

日
高
商
会
)
、
副
会
長

1
加

勝
政
一
氏
(
加
総
工
務
山
)
、

"‘ ，、

は
山
の
必
咲
刊
を
主
に
述
べ

た
‘
?
え
て
、
ニ
の
協
会
は

N
A
υ
・ヤ

J
A
M
M
A
、
中

部
オ
へ
レ

i
タ
|
協
会
な
ど

の
川
体
と
叶叫ん
h

〈
別
の
し
の

と
し
、
い

rれ
の
川
体
に
も

一
川
ら
な
い
む
の
た
ど
他
の

川
体
か
・
り
得
る
べ
さ
と
・}ろ

は
似
リ
入
れ
て
い
き
た
い
」

と
し
、
ま
た
九
五
日
の
心
仰
と

し
て
わ
れ
わ
れ
に
は
製
引

す
る
批
判
か
あ
る
と
川
叫
に
、

非
合
法
的
な
公
主
を
し
な
い

と
い
・

7
A傍
か

わ

る

と

強

-上の写真(左から)鴫写真は餓阜県ゲーム機OP協会役立総会にて、

山副会長、 川出E里司匹、真鍋会長、石川刷会長

で
は
卜
月
三
日
、
点
点

・
八

侃
洲
の
ホ
テ
ル
川
際
飢
え
に

て
ト
川
例
会
を
隅

3
、
新
川
帆

引
法
に
げ
な
う
析
日
乙
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
協
会
の
ぷ
弘
に
つ

い
て
内
刷
用
い
山
伊

(
N
A
O
会

一段

・
友
栄
)
か
ら
促
奈
が
あ

り
、
大
き
く
一
知
れ
た
。

川
例
会
は

A
M
シ
ョ

l
附

H
a
'
叫

MHHUuvh川
l

宅

-
H
Hリ

H
'
'
L
、
J
A
7

〆

“"
u
H
H
Hけ
川
ー

'
H
H
H
Jん

d
d

o
u
v
J
，

ゴ

l
山
H

削
除
の
け
川
小
川
が
行
な

わ
れ
る
，

r定
だ

っ
た
が
、
ま

だ
シ
ョ
ー
を
け
ん
午
し
て
い
な

い
会
い
"
が
多
い
こ
と
か
ら
、

新
風
公
法
問
題
を
中
心
に
Mm

山
な
リ
立
見
交
換
な
ど
が
行

じ
〉

t
-

待
ム

J
4
d
4
4
，
人

川
帆
九
日
間
係
に
つ
い
て
内
川

崎
悦
a

か
ら
主
に
次
の
よ
う
な

げ日
:
t
，ド
e

ヲ
ヲ
ニ
。

h
υ
M
A
I
d
r
h
I

似
相
川

S

4
山
，
a
m
d
'
J‘
月

H
V
仰

-
V
U川

r
ー

は
業
私
n
の
安
ボ
を
聞
い
て
い

く
安
勢
で
臨
ん
で
い
る
が
、

ゲ
ー
ム
州
場
や
問
茶
山
の
オ
|

ナ
ー
と
行
剛
刊
行
の
関
係
、
そ

の
H
H
任
の
刈
作
が
.
小
川
維
な

ニ
と
か
間
組
と
な
っ
て
き
た

刀
符

-
M
Wは
遊
川
地
や
S

C

な
ど
の
ゲ
ー
ム
助
は
.
内
泌

が
H
見
通
せ
る
な
ら
ば
胤
比
谷
対

象
外
と
す
る
々
え
む
で
あ
る

(
HN

A

O

剛は
が
会
の
記
が
参

間

二

①

N
A
O
と
J
八

M

M
1
は
号
、
え
ね
が
泌

-v
た
け

て
、
け
ん
か
会
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
帆
け
ん
祭
へ
の
働

き
か
け
は
児
な
る
が
、
各
郎

道
府
県
条
例
へ
の
対
応
は
共

川
し
て
行
な
っ
て
い
く
「
一

都
道
府
県
の
条
例
で
山
崎
制
に

紛
尽
か
山
る
、
』
と
の
な
い
よ

う
政
令
で
統
一
し
て
ほ
し
い

Ir--咲
明
し
て
い
る
。

内
凶
川
口
市
け
が
前
日

(
l川

一一日

}
J
O
U
に
脱
出
版
を

続
出
し
た
・
」
と
が
旅
行
さ
れ
、

そ
の

m山
に
つ
い
て
州
剛
州
事

含
岡
山
県
下
の

A
M
機
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
の
業
者
団
体
「
合
国

山
県
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
オ

ペ
レ

l
タ
l
協
会
」
の
設
立

総
会
が
ト
月
八
日
、
白
山
川
町
・

字
A
M
片
山
米
の
字
血
如
月
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
で
聞
か
れ
、
正

式
に
発
足
し
た
こ
と
が
こ
の

ほ
ど
明
ら
か
に
な
っ
た
。

こ
れ
は
来
年
二
月
に
新
風

常
法
が
ぬ
行
さ
れ
る
こ
と
を

品川
沿
に
、
川
出
令

u

常
業
を
推
進

す
る
た
め
に
川
町
内
の

A
M業

都
引
が
団
結
し
、
県
当
局
と
の

述
携
を
図
っ
て
い
こ
う
と
す

る
も
の
。
会
員
資
絡
に
つ
い

て
は
新
風
常
法
の
八
号
営
業

で
あ
る
か
ど
う
か
を
問
わ
ず
、

以
内
で

A
M
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
行
な
っ
て
い
る
者
(
本

社
が
他
府
県
に
あ
る
者
を
含

む
)
と
な
っ
て
い
る
。

同
協
会
に
よ
る
と
、
九
月

二
十
八
日
に
十
一
社
が
集
ま

仰
に
人
会
山
叩
込
み
を
'
れ
な
，

た
l
aA
れ
の

J
・A・
ト
じ
H
N
て

党

込

そ

の

彼
a

一れいか
入
会

し
、
川
悦

h
会い
同
数
日
山
J

・1
九

H

れ
と
な
リ
て
い
る

L
'L

・P
.

‘t
l

h

、p
-
L「
除

1リ
J
z
h
、?出
4

，川町
白U
吋判制，
r

，44
1

、卜
T
H
L
山ドド川ノ
J

什
"

h

吠
の
似
品
川
に
つ
い
て
山
口
納
氏

か
、
山
山
中
似
州
制
泌
の
必
.
吹
社

i

L

B

・-、

}
:
l
e
:、H
J

と
お

M
%以
に
日
・
7
H
4
草
作

改
止
を
少
し
で
2
u
r旬
何
に
す

る
た
め
凶
体
・
と
し
て
の
要
望

か
ら
説
明
が
あ

っ
た
。

そ
れ

に
よ
る
と
新
し
く

S

C
ロ
ケ

の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
川
体
を
作

る
た
め
と
い
う
よ
と
て
、

川

附
叫
が
は

「九
1

制
の凶帆
tv'H
法
改

' 

ー

. UI~J 
し
fょ

こ
の
あ
と
-Mぷ
奈
の
説
明

が
あ
り
、

-E
に
人
会
令
と
会

代
に

つ
い
て
杭
問
が
朱
小
し

-

L

r

i

，リ
-，
、，

Lr
ゐ・，
U
R
-
-
v

十人
'刀

私
九
二
3
f
L
Hd
d
l

会
で
検
J
r
る
ニ
と
に
な
リ
.

冠
状
は
，

m叫
旬
附
さ
れ
た

は
い
以
に
つ
い
て
は
ま
ず
・
ハ

むれ
の
川
いが
が
選
山
さ
れ
、
新

川町市ド
の
伝
送
に
よ
り
山
(
仙
川
会

以
以
ド
、

刷
会
長
一
名
、
月

七
こ
れ
、
叫
以
下
-
れ
が
次
の

よ
う
に
決
ま
っ
た

刷
会

μ

H
I
H
W悦
℃
制
法
人
1
ぃ
目
立

;
4
l
u

j

i

H

d

l

j

 

4

止
で

S

C
ロ
ケ
川
崎

.
応
は
ず

さ
れ
た
が
、

S

C
ロ
ケ
を
は

ず
す
の
は
お
か
し
い
と
い
う

μ
む
あ
る
今
後
祈
胤
引
法

施
行
以
後
は
お
ぐ
に
刈
す
る

胤
中
l
た
り
が
怖
く
な
り
、

s

h

，
 

牢

B
m溺
曙
‘

/ 

. ， ，.. 

会
長
に
日
高
氏

肥
田
武
氏
(
小
紋
商
卓
)。

理
事
u
H
井
岡
英
夫
氏
(
嗣

イ
ダ
製
作
所
)
、
山
室
階
段

氏
(
山
川
タ
ガ
ミ
商
会
)
、
山

間
日
輔
氏
(
附
タ
イ
ト

l
)
、

山
間
英
明
氏

(
側
ナ
ム
コ

)

引
地
主
ボ
氏

(
側
セ
ガ

・
エ

ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ゼ
ス
)
。

監
事

1
秋
悶
静
夫
氏
(
供

問
定
後
鮒
)
。

会
計
H

淀
川
口
火
氏

(ス

ペ
ー
ス
?
ン
ン
日
山
)。

こ
の
ほ
か
同
総
会
で
は
高

畑
会
長
よ
り
、
新
風
営
法
に

新
風
営
法
、
青
少

大
阪
で1 1 

月

「大
阪
府
ア
ミ

大
阪
で
も

ュ
i
ズ
メ
ン
ト
マ
シ
ン
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
協
会
」
の
設
立
準

備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
卜

一
月
卜
五
日
、
高
桝
の
仰
の
R
川

少
年
会
館
で
設
立
総
会
が
刷

か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
れ
は
設
立
準
備
委
員
会

(
委
員
長
代
行

l
織
原
判
明
三

氏

・
関
西
カ
ク
タ
ス
側
)
が

、

川

川

町

山
A

J

J

代
-
州
タ

イ
ト

l
}
、
州
事
H
4
J
N
V仰

山
氏

(
U
h
防
尚
が
側
}
、
川

山
光
宗
氏
(
オ
ア
ン
ス
)
、

民
が

H
山
内
出
氏
(
附
ヤ
マ

上
九
鱗
会

K
は
就
任
に
中
l

た

り
「
中
l
協
会
の
ま
ず
や
・
り
れ

ゴ
会
ら
な
い
こ
と
は
以
条
例

を
オ
ヘ
レ

l
タ
|
に
わ
れ
利
な

ん
向
へ
導
く
こ
と
で
、
そ
の

た
め
の
安
叫
hA
山
山
に
向
け

て
M
M
h
H
し
た
い
と
述
べ
た

な
れ
川
協
会
で
は
|
け

l

•• 

u、
岐
小
川
機
内
に
て
め

，
M
州
市
左
五
を
問
主
、
市
ド
傍

~ベレーターのパートナー
1人よDも2人@カで

一 君臨務内容 …

・ゲームコーナーの共同経営

・ゲームマシンの長潮制限販売

・長則資金融資

ケイ・アミューズメ ントリースお
東京、(425)8102 大阪(365)8879

上の写真はJ0 U 10月例会のようす

C
ロ
ケ
2
U
M
帆
常
付
象
に
な
る

可
能
性
も
あ
る
。
そ
こ
で
全

川
レ
ベ
ル
で
S

C
ロ
ケ
の
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
川
体
を
作
リ
.

今
後
の

S

C
に
刈
す
る
悦
制

に
付
処
し
、
政
治
的
な
治
品
川

を
含
め
、
少
し
で
も
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
の
安
定
を
凶
っ
て
い

き
た
い
。
そ
れ
に
は

J
O
U

を
時
休
と
し
て
制
動
す
る
、
}

と
は
慨
し
い
。
新
川
体
は
午

内
に
ら
J
h正
し
た
い
」
と
述

べ
た
二
の
説
明
を
め
ぐ
っ

て
バ
議
が
行
な
わ
れ
た
が
、

J
O
じ
で
は
ほ
と
ん
ど
の
会

員
が

S

C
関
係
の
業
い
円
で
あ

り
、
-
」
の
祈
川
休
が
で
き
る

と
J
O
U
を
治
会
す
る
会
川

か
多
く
川
る
の
で
は
な
い
か

と
い
・
7
、
}
と
も
与
え
ら
れ
、

こ
れ
は

J
O
U
に
と
っ
て
屯

袋
な
問
題
と
な
っ
て
く
る
こ

と
か
ら
、
改
め
て
蜘
時
総
会

を

l
一
ハ
ト
川
け
にい
米
が
で

関
し
て

N
A
O
が
相
官
察
庁
に

提
出
し
た
「
.
袋
盟
必
税
」
(
本

紙
前
回
す
既
報
)
や
警
察
庁
に

よ
る
「
同
法
地
行
令
に
つ
い

て
の
考
え
方
」
な
ど
が
説
明

さ
れ
た
。
な
お
そ
の
後
会
員

数
は
卜
七
社
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
刷
協
会
で
は
浬
九
円

に
高
畑
会
長
ら
が
県
の
紡
犯

課
を
訪
れ
、
同
協
会
設
立
を

報
告
す
る
と
と
も
に
今
後
の

同
協
会
の
あ
り
方
な
ど
に
つ

い
て
懇
談
を
行
な
い
、
さ
ら

に
十
三
日
に
は
山
山
市
で
各

州
団
体
主
似
に
よ
る

「
少
年

を
す
こ
や
か
に
育
て
る
明
る

い
環
境
づ
く
り
富
山
市
民
大

会
」
が
開
俄
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
に
高
畑
会
長
が
参
加
し

立
見
発
表
を
行
な
っ
て
い
る
。

北
陣
地

N
の
オ
ペ
レ
ー
タ

ー
の
同
体
に
は
山
山
川
町
、
.
れ

川
県
、
福
井
県
の
三
県
の

A

M
業
者
で
組
織
す
る
N
A
O

北
陸
支
部
が
あ
る
が
、
こ
の

、
フ
ち
川
町
単
位
で
県
内
業
者
が

n主
的
に
飢
織
し
た
同
体
は

日
山
以
の
協
会
が
初
め
て
・

な
お
北
陸
支
部
で
は
九
月

七
日
、
石
川
県
山
代
温
泉
の

大
森
苑
に
て
第
十
回
例
会
を

開
催
し
て
い
る
。
伺
例
会
で

は
主
に
新
風
営
法
に
閲
し
そ

の
対
応
な
ど
が
検
討
さ
れ
、

今
後
以
単
位
の
組
織
化
を
凶

っ
て
い
く
と
す
る
立
見
が
多

く
出
さ
れ
た
と
の
こ
と
。

年
条
例
に
対
応

~ 

進
め
て
き
て
い
る
も
の
で
、

新
風
営
法
と
大
阪
府
古
少
年

健
全
育
成
条
例
に
対
応
す
る

こ
と
を

H
的
と
し
、
八
号
常

業
省
を
含
め
た

A
M機
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
を
組
織
し
よ
う
と

す
る
も
の
。
ぷ
必
準
備
委
円
以

会
は
広
域
O

P
、
N
A
O
、
大

レ
協
、
そ
の
他
か
ら
な
り

設
立
発
起
人
を
旅
ね
て
い
る
。

，、

い
切
の
件
、
会
代
の
件
な
ど
に

つ
い
て
険
バ
し
て
い
る
そ

の
れ
な
内
科
は
次
の
と
お
リ

レ
下
街
叫
は
岐
阜
特
機
内
に

山内き、

rv従
k
f峨
日
と
協

会
呼
川
辺
F
州
を
北
川
市
「
る

2
人
九
五
合
は
今
年
十
-
-
川
主

て
の
人
公
約
は

:
a
M川
『以

後
五
が
川
)
、
九
五
代
は
会
は

の
伝
動
機
械
台
数
が
“
ム
H

以

卜
の
均
九
け
は
一
行
に
つ
き
年

間
千
川
、
パ
川

一
白
か
ら
一
・

:h

れ
ま
で
は
.
作
ト
:
・
じ
り
川
、

ト

ー

・

:
-
b
.

、

1

i

J

i

l

l

-
l
 

，I
d
-
-わ
L
R
El
t
u
t
-
-ー
ー

'

M
川
と

γ
る
{
ロ
ケ
オ
ー
ナ

ー
で
機
械
を
レ
ン
タ
ル
し
て

い
る
場
合
は
そ
の
機
械
一
れ

に
つ
き
:
一h
川
)
。
事
臨
時

総
会
(
卜
川
二

l
川
H
，rんさ

を
聞
き
保
条
例
へ
の
決
叫
し
を

ま
と
め
、

川
総
会
後
川
w
m
m
パへ

咲
叫
h

代
い
を
悦
山
す
る

的
阜
県
ゲ

i
ム
機
オ
へ
レ

l
タ
|
協
会
の
が
は
怖
い
均
所
配

地
な
ど
は
次
の
と
お
り

川
町
中
市
大
作
-
一
の
七
八
の

・
1
M
e
V判
機
附
内
、

写

.h
八
て

-.K
・
.
1
1
1

附
き
、
ニ
の
件
に

つ
い
て
検

J
す
る
こ
と
に
な
っ
た

こ
の
ほ
か
作
悦
庁
防
犯

m

k
か
ら

J
O
U
に
刈
し
、
よ
れ

川
防
犯
辺
助
t

の
実
胞
に
つ

い
て
協
力
の.決
心
か
あ
っ
た

こ
と
が
似
仇
け
さ
れ
た
そ
れ

に
よ
る
と
こ
の
防
犯
巡
品
川
は

1
月
|
一

一回
か
ら
ト
日
間
実

施
さ
れ
る
も
の
で
、
的
川
川
悦
山
げ

で
は
則
川
中
、

「
少
年
の
仙
叫

んh
行
以
に
と
っ
て
布
市
な
社

会
瓜
抗
の
実
態
を
犯
山
内
し
.

浄
化
お
よ
び
改
山
内
な
ら
び
に

取
締
り
等
の
ぷ
泊
動
」
を
実

地
し
、
け
一ハ
体
的
に
は

「
少
年

の
た
ま
り
助
と
な
っ
て
い
る

ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー、

デ
ィ
ス

コ
守
に
お
け
る
納
命
的
動
を

般
進
す
る
」
と
し
て
い
る
。

な
お
、

市けは明
日
刊
の
内
山
主

任
が
九
月

-
H
付
で
退
職
、

以
後
制
止
と
し
て
鈎
務
し
て

い
る
こ
と
が
鰍
恥
け
さ
れ
た
，

ショー
関
連
ス
ナ
ッ
プ
集

¥ 

1¥ 

も
発
足

日
日
に
設
立
総
会
の
予
定

ポ什引

セガ祉のパーティーにて(左から) ローゼン失人、米国CAロビ

ンソン社ベテルマン社長、 ナムコアメリカキ土中島社長、セガ社ロ

ーゼン氏、 AGMAのジョー・ロビンズ会長(KITCOllj社長)

ナムコのパーティーにて(左から)酉独ガーゼルマング

JレープADP社のクラウス・ピルマン社長、 グリンケ氏、

テーカンの長田部長

ナムコのパーティーにて(左から}ジャ レコの金沢社長、 酋独A

DP社チューリー都長、ジャレコの浅利部長、米国コインイ y ト

社ハ yチパーグ社長""' 

J 

セガ祉のパーティーにて(左から)エスコ貿易・森社長(セ

ガ社常務)、アタリ ファーイ ースト社ハイ ト社長、セガf社・

駒井常務、旭精エ ・安部社長

~ ， 
， ，. 

e、， 
ナムコのパーティ ーにて(左から)英国R&D社のディス社長、米国アタ

リ祉のブレイク副社長、ナムコアメリカ社中島社長、アタリゲームズキ土7

7ランド社長

ノ

ユニバーサルのパーテイ自にて(左から)デm タイース ト

の福田社長、英国ユーロデコ社のプライド社長、英国LM

S社レーワーデン部長、デ-_'イース卜貿易自Eの揃図秀男

次長



( 4) 

組
N
A
O
第
日
回
理
事
会
で
、

第三線郵便物認、.r

日
本
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
卜
・

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
協
会

(内
川

開
会
長
、

N
A
O
)
て
は

l

n凶
H
、ト
米
京
流
通
セ

ン
タ

ー
に
て
第
卜
九
凶
即
一円
前a
会
を

聞
き
、
新
風
骨
法
に
と
も
な

う
仰
辺
府
県
別
の
凶
体
設
し
げ
一

と
今
後
の

N
A
O
組
織
る
ど

を
小
心
に
検
討
を
行
な
っ
た
。

回
以
、
内
問
会
U
K
が
、
政

令
レ
ベ
ル
の
要
曜
を
本
部
で

行
な

っ
て

い
る
こ
と
を
前
院

に
、

「
他
行
条
例
の
制
定
が

間
川
一
に
迫
っ
て

い
る
の
で
、

い
急
に
都
道
府
県
単
位
の
業

花
組
織
を
作
リ
-
嬰
望
を
行
な

っ
て
ほ
し

い
」
と
述
べ
た
後
、

山
原
常
務
か
ら
谷
地
の
同
体

設
立
の
状
況
に
つ
い
て
ω
抑止円

が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と

一
部
を
除
く
ほ
と
ん
ど
の
県

で
卜
月
中
旬
ま
で
に
新
同
体

が
設
立
さ
れ
る
泌
び
と
な
っ

て
い
る
も
よ
う
で
あ
る
。

そ
こ
で
次
に
、
郎
通
府
県

単
仙
の
凶
体
が
設
立
さ
れ
た

後
の

N
A
O
の
介
作
に
つ
い

て
、
内
川
会
長
は
1
0

什
府
県

組
織
の
同
体
加
入
に
よ
る
。
ル一

ゲームマシン

反
論
続
出
し
紛
糾

A
N
Aぷ

H

が
N
八

O
と
い
つ
こ

と
に
な
ろ
う
t

と
の
防
相
心
を

打
ち
山
し
た
。

こ
の

J
連
合

会
均
は
胤
，
N

「八
け
ゲ
常
業
」

付
象
業
お
を
主
体
と
す
る
組

織
に
な
る
と
い
う
。

こ
札
に

刈
し
非
胤
%
刈
象
業
い
れ
も
含

む
山
川
収
納
織
を
設
立
し
ょ
、
っ

と
し
て
い
る
庄
市
甘
か
ら

H

泌

へ
い会
々
に
加
入
し
な
い
府
県

凶
体
も
山
て
く
る
と

い
う
問

題
が
桁
凶
制
さ
れ
た
。
ま
た
「
N

A
O
は
従
米
ど
わ
ね
り
す
べ
て

の
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
を
合
む
川

体
と
し
て

μ絞
さ
せ
て
い
く

べ
き
で
、
ゲ
迎
合
会
勿
と
は

本
米
別
の
も
の
で
あ
り
、

N

A
O
は
解
散
す
べ
き
で
は
な

い
」
と
の
な
けん
が
多
く
山
さ

礼、

ω同
し
だ
。
陥
，
吋
、
こ

i

i

i

j

i
j

、

の
什
に
つ

い
て
は
れ
山
県
川

体
が
設
立
さ
れ
条
例
の
内
谷

も
ほ
ぼ
明
ら
か
に
な
っ
て
い

る
と
け
ん
ら
れ
る

l
二
川

l
旬

の
削也
事
会
で
、
改
め
て
験
川

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
れ
に
関
山
一
し
て
米
年

e

一

川
十
三
H
か
ら
ニ
H
問
、
ト
以

京
-
一
物
…
仙
の

N

S
ビ
ル
に
て

ト
l
ゴ
の

「
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
・

コ
ー
ス
タ
ー
」

山
川
除
さ
れ
る

「
N
A
O
エ
キ

ス
ポ
」
に
つ

い
て
、
も
し
N

A
O
が

f
A
A
H
会
々
と
な
っ

た
場
人
け
は
同
シ

ョ
ー
の
名
休

を
変
泌
す
べ
き
か
ど
う
か
が

問
題
と
な

っ
た
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
た
と
え

。
迎
合
会
均

と
な
っ
て

N
A
O
の
納
織
内

市什
が
変
化
し
て
い
て
も、

N

A
O
と
い
う
名
紘
は
伐
し
て

い
く
こ
と
で
立
は
が

一
致
し

た
た
め
、
従
米
ど
お
り
と
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

た
だ
例

年
川
シ

ョ
ー
に
介
わ
せ
て
聞

か
れ
て
い
る
半
時
総
会
に
つ

い
て
は
、
一
柳
川
肌
常
法
地
行
と

い
う
時
則
的
な
関
係
か
ら
、

そ
の
聞
協
日
を
大
川
に
処
則

す
る
こ
と
も
あ
り
似
る
と
さ

れ
て
い
る
。

「
下
位
法
令
検
討
懇
談
会
」
を
報

告

除
外
と
な
る

S
C
対
象
に
新
組
織

次
に
新
風
営
法
に
閲
し
て

政
令
レ
ベ
ル
で
の
作
祭
げ
の

以
上
今
的
考
え
々
が
、

-
川
三

け
の
「
風
合
法
卜
仏
法
令
検

A
怨
談
会
」
で
.
小
さ
れ
た
こ

と
が
報
背
さ
れ
た
。

こ
れ
は

伴
氏
小
山
げ
が
新
風
作
品
川依
地
行
に

当
た
り、

同
庁
の
考
え
十刀
を

ぶ
す
と
と
も
に
胤
営
関
係
業

界
お
よ
び
作
地
域
川
体
、
ト
刊

減
お
な
ど
の
立
け
ん
を
求
め
る

た
め
に
川附
い
た
も
の
。

A
M

業
界
か
ら
は
N
A
O
山
川
原
常

併
が
山
山
出
し
た
。
そ
れ
に
よ

る
と
業
界
関
係
分
で
ポ
さ
れ

た
同
庁
の
考
え
方
は
次
の
と

お
り
。

T

V
ゲ
ー
ム
機
な
ど
を
備

カ
ナ
ダ
の
遊
園
地
に
も

第247号

米
国
キ
ン
グ
ス
ア
イ
ラ
ン
ド
の
実
績
が
認
め
ら
れ

側
ト

l
ブ

(
川
社
名
H
氷

洋
以
来
機
、
本
社
ト
氷
点
、
山

川
政
男
社
以
)は

、」
の
ほ
ど
、

米
川
の
、キ

ン
グ
ス

・
エ
ン
タ

テ
イ
メ
ン
卜
社

(本
社
オ
ハ

イ
オ
州
キ

ン
ク
ス
ア
イ
ラ
ン

ド
、
ロ
ナ

ル
ド

・
ミ
ラ

l
u円

以
)
が
M
日
常
す
る
カ
ナ
ダ
の

遊
同
地
「
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」

に
、
海
外
で
こ
れ
日
に
な
る

ト
|
ゴ
製

「
ス
タ
ン
デ
ィ
ン

1984年11月1日
【

'‘、
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アイレム、

ゲームマシン第247号

新
風
営
法
問
題
に
つ

い
て

N
A
O
の
言
、7
「
区
分
論
」

は
、
N
A
O
に
と
っ
て
は
国

会
で
「
区
分
し
な
い
と
し
て

法
が
可
決
さ
れ
た
」
の
で
議

論
し
な

い
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
国
会
で
は
、
八

号
営
業
の
風
営
化
に
当
た
っ

て
、
業
界
代
表
と
し
て

N
A

O
か
ら
十
分
に
意
見
を
聴
取

し
た
と
鵬
首
察
当
局
は
答
弁
し

て
い
る
わ
け
だ
か
、句
、

ニ
ワ

ト
リ
と
タ
マ
ゴ
の
関
係
で
は

な

い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
N

A
O
と
瞥
察
当
局
で
凪
会
で

の
実
質
・秘
議
以
前
の
段
階
で

こ
の

「
区
分
論
」
に
つ

い
て

一
定
の
了
解
が
あ
っ
た
も
の

と
推
察
す
る
の
が
妥
当
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

1984年11月1日( 5 ) 

グ

コ
ー
ス
タ
ー
」
を
米
が

に
も
オ
ー
プ
ン
す
る
ニ
と
で

キ
ン
グ
ス

・
エ
ン
タ
テ
イ
メ

ン
ト
社
と
契
約
を
結
ん
だ
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。

ト

l
ゴ
で
は

ιち
怖
の
ま

ま
ん山
泌
リ
す
る
「
ス
タ
ン
デ

ィ
ン
グ

・
コ
ー
ス
タ
ー
」
を

開放化、

川
内
で
の
級
品川山
元
刊

を
も
と
に
小
川
外
へ
の
愉
山
を

開
始
し
て
お
リ
、
今
年
間
川

N
A
O
で
は
、
現
笑
の
と

こ
ろ

J
A
M
M
A
か
ら
の
七

月
二
十
七
日
付
公
開
質
問
舎

を
受
け
て
、
初
め
て
公
式
に

八
月
十
日
付
で
ゲ

l
ム
機
を

「内
容
に
つ
い
て
区
別
す
る

こ
と
は
得
策
か
、
可
能
か
」

に
つ
い
て
検
討
し
た
結
来
、

画週

市
本
凶
オ
ハ
イ
オ
州
に
あ
る
政
一

同
地

「
キ
ン
グ
ス
ア
イ
ラ
ン

ド
」
で小川
外
初
の
同
機
的
の

山
川
内
業
逆
転
に
成
功
し
た
ω

そ

の
結
米
、
川
遊
同
地
を
は
川
公

す
る
キ
ン
グ
ス

・
エ
ン
タ
テ

イ
メ

ン
ト
れ
で
は
、
①
同
機

舟
人
に
よ
り
年
間
人
励
行
数

が
リ
例
年
に
比
ベ

プ
h
%
J
u
m

え
た
、
②

一
シ
ー
ズ
ン
フ
ル

似
肋
し
た
こ
と
で
以
術
的
い

'‘ ，町、
ン
用
ソ
フ
ト
が
、
い
ぜ
ん
自滅

い
人
気
で
発
売
さ
れ
て
い
る
。

日
本
で
も
パ
ソ
コ
ン
用
か
ら

開
始
さ
れ
、
H
本
電
気
P

C

シ
リ
ー
ズ

(
シ
ス
テ
ム
ソ
フ

ト
が
移
納
)
用
、
セ
ガ
社
用
、

任
天
立
刷

(
ハ
ド
ソ
ン
ソ
フ

ト
)
な
ど
と
い
ろ
い
ろ
な
ハ

ー
ド
別
に
移
植
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
業
務
用
T
V
ゲ
ー

ム
機
に
し
た
の
は
ア
イ
レ
ム

が
初
め
て
で
、
日
本
の
素
晴

し
い
ゲ
|
ム
開
発
力
に
興
味

を
持
っ
て

い
た
カ
ー
ル
ス
ト

氏村津氏ススら

)

か

て
左
に

(

部
ぷ

画

審

企
を
ム

功

レ

成

イ
の
ア

一
氏

ナ

台
ン

仙

一フ

、

ド

氏
一
ン

ロ

ト
r
ス

用

ル

務
一

禦

カ

わ
け
で
あ
る
。

こ
こ
に
な
に
か
不
自
然
な

も
の
を
感
じ
な
い
わ
け
に
は

い
か
な
い
の
は
筆
者
だ
け
で

あ
ろ
う
か
。

N
A
O
は
な
ぜ

「
区
分
論
」
の
議
論
を
避
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
ろ

、
7
か
。

N
A
O
の
考
え

「
区
分
は
業
界
に
と
っ
て
好

ま
し
く
な
い
」
と
結
論
し
た

と
し
て
い
る
。
そ
の
結
論
に

主
る
o
mt由
H

が
不
明
維
と

し
て

J
A
M
M
A
が
再
び
そ

の
説
明
を
求
め
た
と
こ
ろ
、

N
A
O
と
し
て
は
議
論
す
べ

き
で
な
い
と
回
答
し
て
い
る

現
笑
に
新
法
の
施
行
に
向

け
て
、
轡
察
当
局
は
今
の
と

こ
ろ
、
賭
博
と
無
関
係
な
ゲ

ー
ム
機
ま
で
も
規
制
対
象
に

し
よ
う
と
し
て
い
る
。
し
か

し
A
M
業
界
の
大
多
数
が
、

規
制
対
象
に
す
る
ゲ

l
ム
機

は
現
実
に
附
縛
に
使
用
さ
れ

え
る
区
間
さ
れ
た
他
設
で
、

冷
川川つ
を
裂
し
な
い
と
さ
れ
る

「
政
令
で
定
め
る
も
の
」
に

つ
い
て
は
、

「
比
絞
的
ゆ
い
業

と
し
て
の
似
ぷ
刊
が
小
さ
く
、

か
つ
焔
ぷ
の
利
則
状
汎
、
ぷ

備
の
状
川
川
村
中
寸
か
ら
み
て
少
年

の
た
ま
り
場
と
な
る
お
そ
れ

が
小
さ
く
、
ま
た
仲
間
怖
が
犯

の
汁に
じ
に
く
い
地
設
を
定
め

る
こ
と
を
考
え
て
い
る
」
と

し
て
、
見
体
的
に
は
「
内
部

が
他
か
ら
科
い
切
に
比
辿
す
こ

と
が
で
き
る
も
の
」
で
、
「
①

ホ
テ
ル
ま
た
は
旅
館
内
の
ほ

い
附
さ
れ
た
施
設
、
②
デ
バ
|

ト
ル
キ
の
大
規
悦
小
売
府
知
内

の
ぼ
一
{
幽
さ
れ
た
施
設
、
③
が
}

似
が
出
米
た
、
③
池
百
三
時

間
体
ち
の
行
列
が
で
き
る
な

ど
人
気
が
山
内
〈

と
く
に
令

米

コ
ー
ス
タ
ー
順
似
て
問
似

に
な
り
人
気
が
克
-J
さ
れ
た

ー

ー
な
ど
が
必
め
ら
れ
た
。

キ
ン
グ
ス

・
エ
ン
タ
テ
イ

メ
ン
ト
け
で
は
以
上
の
即
山

か
ら
、
同
れ
が
カ
ナ
ダ
て
紙

伊
け
し
て
い
る
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン

ド
に
も
い斗
入
す
る
こ
と
に
な

っ
た
ら
の
。

ワ
ン
タ

l
ラ
ン

ド
は
八

一
年
h
リ
オ
ー
プ
ン

し
た
遊
同
地
で
、
オ
ン
タ
リ

オ
湖
叫
に
あ
り
、
ト

ロ
ン
ト

常
治
か
ら
引
で

.1
分
の
と

こ
ろ
に
あ
る
。

ン
氏
と
、
ア
イ
レ
ム
の
沖
村
企

画
部
長
が
約

一
年
前
に
出
会

っ
た
こ
と
か
ら
今
日
に
烹

っ

て
い
る
、
と
の
こ
と
。

こ
れ

ま
で
業
務
朋
か
ら
パ
ソ
コ
ン

用
へ
の
移
他
は
多
い
が
、
そ

の
逆
を
い
く
初
の
例
で
あ
る

こ
と
に
附
し
て
、
今
回
成
功

し
た
こ
と
を
両
社
と
も
お
び
、

引
き
絞
き
捉
務
を
強
め
、
ブ

ロ
ー
ダ
l
バ
ン
ド
社
の
新
ソ

フ
ト
を
優
先
的
に
ア
イ
レ
ム

同
地
内
の
以
一
山
さ
れ
た
地
ぷ
」

と
さ
れ
て
い
る
。
以
ト
に
附

し
、
内
川
会
長
は

「
た
と
え

三
々
向
が
川
ま
れ
て
い
て
も
、

必
川
ガ
ラ
ス
の
使
川
や
人
け

の
W
が
な

い
場
介
る
ど
は
江

川
対
象
に
な
ら
な
い
と
の
作

山
内
小
川
げ
の
説
明
が
あ

っ
た
。

つ

ま
り
ζ

れ
で
S

C
聞
係
の
ロ

ケ
は
んじ山
川
的
に
胤
公
か
ら
は

い叶守
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
」
と

述
べ
た
。
た
だ
ボ
ウ
リ
ン
グ

州場
の
ロ
ケ
は

「
常
業
と
し
て

の
似
し
仏
性
が
大
き
い
」
「
川州

政
に
反
日
立
判
定
が
多
い
と

の
こ
と
か
ら
必
吋
刈
象
に
入

る
と
い
う
似
行
も
な
さ
れ
た

ト
l
ゴ
で
は
ー
一
川
に
し

船
桁
み
し
、
米
作
阿
川
三

l

uにも山一
vvH

業
辺
転
開
始
の

f

u
七
を
し
て
い
る
，
川
代
て
は

こ
れ
が
小
川
外

J

一ム
H

H

け
の

「
ス

タ
ン
テ
ィ
/
グ

・
コ
ー
ス
タ

ー
ー
と
な
る
が
、
北
中
本
を
か

め
小
川
外
の
遊
同
地
か
ら
、
川

機
Mm
を
か
め
た
川
社
遊
同
地

品
川
に
附
し
て
、
さ
ま
さ
ま
な

い州
ぷ
が
さ
て
お
り
、
北
米

へ

の

「
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

・
コ

ー
ス
タ
ー

だ
け
で
な
く
、

耐
外
へ
の
版
必
川
動
に
附
鰍

的
に
取
机
ん
で
い
く
‘

て
い
る

)-

し

~ 
戸町、

が
見
る
な
ど
、
提
併
を
強
め

る
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
す
べ
て
許
諾
契

約
で
進
め
ら
れ
る
も
の
で
、

ス
ミ
ス
氏

n身
は

「大
変
令

持
ち
に
な
っ
た
」
と
率
也
に

さ
こ
ん
で
い
る
。

コ
ピ
|
問

題
に
つ
い
て
カ
ー
ル
ス
ト
ン
氏

は
、
米
間
で
は
ア
タ
リ
μ
れ
の

お
か
げ
で
悦
聴
覚
若
作
権
が

舵
立
し
て
、
許
認
シ
ス
テ
ム

が
明
絡
に
志

っ
た
が
、
欧
州

A

M
シ
ョ
ー
を
機
会
に
来
日

西
独
か
ら
視
察
団

セ
ガ
社
と
ナ
ム
コ
を
訪
問
、
見
学

を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る
総
勢
十

六
名
で
、
九
月
三
十
日
に
日

本
に
到
着
、
報
十
月
一
日
に

両
社
を
訪
れ
た
も
の
。

一
行
は
午
前
九
時
半
に
セ

ガ
社
に
到
着
。
同
社
貿
易
部

の
平
間
隆

一
部
長
か
ら
同
社

の
概
要
に
つ
い
て
の
説
明
を

受
け
た
後
、
北
村
裕
昭
製
造

事
業
本
部
長
の
案
内
で
約
一

時
間
半
に
わ
た
っ
て
、
同
社

工
場
お
よ
び
開
発
部
門
の

一

部
を
見
学
し
た
。

ま
た
ナ
ム
コ
に
は
午
後
二

時
半
に
到
着
。
同
社
で
は
中

村
社
長
が
歓
迎
の
挨
拶
を
述

る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
に
限

定
さ
れ
る
べ
き
だ
、
と
い
う

意
見
で
統
一
さ
れ
る
な
ら
、

事
態
は
打
開
さ
れ
う
る
の
で

あ
る
。
そ
の
可
能
性
は
残
さ

れ
て
い
る
。

今
後
の
業
界
は
い
ず
れ
に

せ
よ
大
き
な
変
動
を
迎
、
え
る

こ
と
に
な
る
が
、
自
由
営
業

の
帽
を
少
し
で
も
い仏
げ
る
方

'

向
で
、
業
界
の
意
思
統
一
が

世

図
ら
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
吋

結
局
、
こ
の
こ
と
は
業
界
人

』

ひ
と
り
ひ
と
り
に
問
わ
れ
て

一

い
る
わ
け
で
あ

1
1
だ
れ
か

F
，

が
な
ん
と
か
や
っ
て
く
れ
る

と
い
う
も
の
で
は
な
い
。

他
人
ま
か
せ
で
は
、
い
く

ら
て
も
規
制
は
強
ま
る
。
そ

う
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

.. 
NAO第19団理事会にて、上は挨拶する内田会畏(立っている)

た
め
、
ボ
ウ
リ

ン
グ
場
ロ
ケ

の
業
V

引
が
集
ま
り
件
以
小
庁
に

安
明
品
川
を
山
す
こ
と
に
な
っ

た

ま
た
制
慾
ぷ
会
で

N
八

O

が
山
内
察
庁
に
.巾
広
明
し
た
主
な

点
は
、
喫
茶
山
な
ど
シ
ン
グ

ル
ロ
ケ
の
許
吋
対
象
いれ
に
つ

い
て
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
、
r
T

体
刊
と
九
日
円
咋
止
の

-hF札
の
た
め
、

ロ
ケ
オ
ー
ナ
ー
で
な
く
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
が
内
吋
を
受
け
る

よ
う
に
し
て
ほ
し

い

と

い

た 7

と

と
σ〉

を噌

こ
の
あ
と
内
川
会
民
は
「
S

C
ロ
ケ
が
非
風
営
と
な
る
こ

と
が
は
マ
倣
定
的
に
な
っ
た

が
、
今
後
む
仙
川
制
さ
れ
な
い

と
は
阪
ら
な
い
の
で
、

s
c

ロ
ケ
主
将
の
み
の
ん
k

凶
組
織

を
作
リ
今
後
に
対
応
し
て

い

き
た
い
。

こ
れ
は

N
A
O
ゃ

れ
山
川
市
川
体
と
は
別
に
利
織

し
た
い
。
そ
の
逆
行
の
た
め

J
O
U
に
は
脱
送
制
を
山
し

出品機を品評
ディストリビュータ一部会会合

aJ 

ディスト リビュー ター部会・第42回会合 (10月4日)のようす

J
A
M
M
A
の
デ
ィ
ス
ト

リ
ビ
ュ

ー
タ
|
部
会

(
部
会

民

H
川
州
俊
太
郎
氏

・
側
カ

ワ
ク
ス

}
で
は
、

八
川
二
日

こ円
引
川『
1
1
J
川
、
い
し
1
1

川可
i
l

こ

;
ド

ト

J

j
ド
l

l

で
は
そ
う
い
う
出
動
が
一
般

に

ωい
た
め
ソ
フ
ト
が
伸
び

な
い
、
と
諦
り
、

H
本
で
の

悦
聴
覚
苫
作
権
回
叩
立
の
た
め

の
活
動
に
は
大
い
に
期
待
し

て
い
る
と
し
て
い
る
。

な
お
こ
の
記
者
会
見
に
は

り
日
向
裳
専
務
と
、
業
務
川

「
ロ

ー
ド
ラ
ン
ナ
ー
」

へ
の
移
純

を
行
な
っ
た
仙
台
氏
が
立
ち

合
っ
た
。

べ
、
続
い
て
は
学
者
と
の
質

疑
応
答
や
ビ
デ
オ
に
よ
る
新

製
品
紹
介
な
ど
が
行
な
わ
れ

た
。
こ
の
後
以
鍋
正
常
務
の

案
内
で
、

、キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

デ
ザ
イ
ン
や
カ
タ
ロ
グ
な
ど

を
製
作
す
る
ク
り
エ
イ
テ
ィ

ブ
セ
ン
タ
ー
や
、
ロ
ボ

ッ
ト

な
ど
を
開
発
す
る

M
S
事
業

部
な
ど
を
見
乍
し
た
。

西
ド
イ
ツ
の

T
V
ゲ
l
ム

機
の
七
O
%
は
日
本
製
と
の

こ
と
で
、
日
本
の
メ
ー
カ
ー

に
対
す
る
凶
心
も
尚
く
、
今

回
の

A
M
シ
ョ
|
彼
'
祭
を
兼

ね
て
見
学
ひ
ア
ー
と
な
っ
た

も
の
。
な
お

一
行
は
セ
ガ
社

と
ナ
ム
コ
見
、
学
の
後
、
A
M

シ
ョ
ー
を
視
・派
し
た
ほ
か
、

群
馬
県
桐
生
市
の
パ
チ
ン
コ

メ
ー
カ
ー
工
場
を
見
学
し
、

七
日
に
婦
問
し
た
。

tTCJ5抗
IID 'jを pqpq 
はち IJH トト

お い 二
新 I'qて Inl1111 
J~tl l' (，、の
日.1111るそ l
j去 、。tL) J 

l点お ぞい|
包I1q iL 1:1 

I jij 1 会に

，... 
戸、

た
」
と
述
べ
た
。

こ
れ
に
対

し
れ
明
叫
が
h
J
ら
「
也
或
刊
本

j
i
3
I

I
I

l
i
 

を
品川
っ
て
一

九
と
な

っ
て
条

例
に
刈
応
し
て
い
こ
う
と
し

て
い
る
収
汎
卜
て
、
全
く
別

の
組
織
作
り
の
桃
山
怨
を
似
泌

す
る
こ
と
は
、
オ

ペ
レ
ー
タ

ー
の
川
粘
を
山
川
し
泌
札
を
川町

く
だ
け
だ
」
と
の
ぶ
日
ん
が
民

小
し
た
が
、
内
川
会
長
は
「
こ

れ
は
あ
く
ま
で
以
比
」
と
述

べ
た
に
と
ど
ま
っ
た
。

こ
の
ほ
か
①
J
A
M
M
A

の
公
開
口
問
状
に
対
す
る
N

A
O
の
凶
符
冷

(本
紙
山
号

山
総
)
に
つ
い
て
簡
単
に
報

中
け
が
あ
り
、
内
川
会
民
は
「
J

A
M
M
A
に
は
似
リ
な
い
凶

芥
だ
と
思
う
が
、
い

ま
さ
ら

波
九
州
を
む
し
泌
し
て
も
始
ま

ら
な
い
」
と
調

っ
た
。
ま
た

②
会
民
の
入
退
会
と
し
て
川

例
目
立
子
、
市
恥
恒
廿
比

f
・小文抗判、

(

令
'i

j
'
'g

J
{

ω成
部
レ
ジ
ャ
ー
サ
ー
ビ
ス
、

日
米
商
会
、

λ

山川卜
a

ア
ミ
ュ
ー

ズ
メ
ン
ト
の

ah
祉
と
'
奥
井
哲

犬
氏
が
入
会
し
た
こ
と
、
附

ワ
ー
ル
ド
プ
レ
イ
ラ

ン
ド
が

退
会
し
た
乍
}
と
が
叩m
k
H
さ
れ

た
。
ま
た
③
あ
る

T
V
ゲ
ー

ム
機
の
問
題
か
ら

「非
愉
川

後
と
あ

っ
て
同
法
案
を
め
ぐ

る
動
き
に
議
織
が
集
巾
'
し
、

こ
の
他
紙
製
品
に
関
す
る
的

報
交
換
に
終
始
し
た
。

筑
間
ト
ニ
同
会
合
は
、
抗

日μ
川
A
M
シ
ョ
ー
の
附
似
川

問
中
に
点
小
川
流
活
セ
ン
タ
ー

で
昼
食
会
を
級
ね
て
聞
か
れ

A
M
シ
ョ
ー
山
仏
機
や
そ
の

傾
向
ら
ど
に
つ
い
て

A
治
し

た
。
、
よ
な
出
回
収
作
は
れ
か
ら
、

出
品
機
の
品
川
町
や
印
象
が
述

べ
ら
れ
、
ふ
れ
休
と
し
て
地
味

に
な
り
ハ
ハ
剣
さ
が
m
し
た
が
、

迫
h
M
に
欠
く
傾
向
が
あ
る
と

の
立
礼
が
多
か

っ
た
。
川
術

部
会
長
は
「
こ
れ
ら
の
山
品

機
が
な
ぜ
瓜
常
の
刈
象
と
な

る
の
か
と
い
う
い
疑
問
が
伐
っ

た
企
ぶ
ま
だ
」
と
の
印
象
を
述

べ
て
討
論
を
締
め
く
く
っ
た
。

スM 

i五?
:輪2
2見告
さ学そ
号も

コ
ナ
ミ
工
業
側
(
本
初
大

阪
、
上
月
以
京
正
社
長
)
の
子

会
祉
、

コ
ナ
ミ
附

(本
社
東

京
、
仲
必
良
信
専
務
)
で
は

さ
き
ほ
ど
、
同
社
T
V
ゲ
ー

ム
機
に
よ
る

「
ハ
イ
パ
ー
ォ

リ
ン
ピ

y
ク
・ゲ

l
ム
大
会
」

を
笑
泊
し
た

(本
紙
第
m
号

参
照
)
が
、
そ
の
俊
勝
者
ら

二
名
が
こ
の
八
月
ロ
サ
ン
ゼ

一

ル
ス

・
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
旅

カ

に
行
っ
て
き
た
こ
と
を
、
こ

'一

の
ほ
ど
明
ら
か
に
し
た
。

ル

こ
れ
は
同
ゲ

l
ム
大
会
の

一ダ

優
勝
者
、
沖
地
主
制
君

(神

一一心

戸
市
、
十
四
歳
)
と
準
優
勝

一誇

者
、
雨
続
進
一
者
(
東
京
都
、

一泊

十
四
歳
)
へ
の
「
ハ
イ
パ
ー

一計

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
賞
」
と
し
て
、

一と

ロ
ス
五
輪
へ
招
待
す
る
こ
と

一摘

が
決
ま
っ
て

い
た
も
の
。
船

田4
4

批
判
さ
れ
た
こ
人
は
、
八
月
二

日
に
東
京

・
成
凶
を
出
発
、

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
を
観
戦
、
柔
道
で
臼
木

選
手
が
金
メ
ダ
ル
を
強
制
付
し

た
瞬
間
を
見
た
と
の
こ
と
。

こ
の
ほ
か
デ
ィ
ズ
ニ

ー
ラ
ン

ド
、
金
門
橋

(
サ
ン
フ
ラ
ン

コ
ナ
ミ
、

ロ

， 

西独からの視察図。上の写真はセ

大 来スルオ|世 氏発「
l仮日ト ) ル パ に と 者 ロ 世
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シ
ス
コ

)
な
ど
を
総
て
、
八

日
帰
凶
し
た
。

コ
ナ
ミ
で
は
、
こ
の

「
ハ

イ
パ
ー
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク

・
ツ

ア
l
」
が
参
加
者
に
深
い

印

象
を
与
え
た
と
し
て
、
今
後

も
こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
績

盤
的
に
企
画
し
て
い
く
方
針
。

な
お
、
こ
う
し
た
業
務
用

l
I
J
 

2
日

5
0
 

2
9
 

ω山山
町四

本

pnu守
的

即

n
HV
れ
刷

版

日

大

同
8
何

M
閃
岡

nU
銅

n

n
kv
e
p
 

今
‘
日
V

W
刷

4

0
 

3
日

。
創

制
服

来
航官。。

T
V
ゲ
ー
ム
機
分
野
と
は
別

に
、
同
U
U
で
は

M
S
X
用
の

同
社
ゲ
ー
ム

「
ハ
イ
パ
ー
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・ゲ
|
ム
大
会
」

を
今
森
か
ら
夏
に
か
け
て
実

施
し
て

い
た

(
コ
ナ
、
、
¥
コ

ナ
ミ
工
業
、
ソ
ニ

ー
の
三
社

共
催
)
が
、
八
月
三
十

一
日

に
無
事
終
了
し
、
そ
の
結
果

を
こ
の
ほ
ど
発
表
し
た
。
そ

れ
に
よ
る
と
、
M
S
X
版
ゲ

ー
ム
大
会
の
参
加
者
は
総
計

三
千
七
百
二
十
二
人
で
、
機

目
別
の
優
勝
者
と
そ
の
ス
コ

ア
は
次
の
と
お
り
(敬
称
略
)。

総
合
H
H
梅
野
俊
夫

(一

、

九
七
七
、
二
六
O
点
)
、
百

幻
ダ
ッ
シ
ュ

1
鈴
木
俊

一
(
八

秒
三
五
)
、
走
り
幅
飛
ぴ
自
H

潟
年
利
雄

(九

μ
一
七
)
、

ハ
ン
マ
ー
投
げ

1
馬
上
浩
樹

(九
六
れ
一
O
)
、
四
百

μ

競
走

1
須
磁
彩

(三

O
秒
九

こ

、
百
十
幻
ハ

ー
ド
ル
ー

大
間
忠
義

(
一
O
秒
二
二
)
、

ヤ
リ
投
げ

l
浅
凶
祐
司

(九

的

・
非
道
必
的
な
ゲ

l
ム
は

搬
わ
な
い

」
と
い
う
山
中
し
A
H

わ
せ
が
行
な
わ
れ
た
。

特
許
・実
用
新
案

出
願
公
告
・
公
開

(
9
月
刊
日

1
川
月

8
日
)

特
内
庁
に
山
山
制
さ
れ
た
特

必
お
よ
び
実
用
祈
奈
の
公
行

な
い
し
公
闘
の
紋
一
物
分
で
A

M
裟
界
閉
山
庄
の
も
の
は
次
の

と
お
り
。
記
ポ
内
容
は
、
公

背
/
公
闘
の
円
付
、
光
州
〆

F
J
奈
の
名
林
、
山
願
人
、
八
ム

作
/
公
開
番
号
、
出
制
刊
品
併
号

の
順
に
悩
載
。
な
お
⑬

は
・
孫

代
前
ボ
の
あ

っ
た
も
の
を

γ

小

し
て

い
る
。

uハ体
的
な
内
作

に
つ

い
て
は
、
各
地
の
発
川

協
会
な
ど
に
お
問
い
合
わ
せ

L

、
。

・8
E
ム

C

i
v特

許
出
願
公
告

-
H
一
一H
付

H

J
叫
千
ゲ

ー
ム
装
置
」
、
シ

ャ
ー
プ
側

(大
阪
)
、
公
行

4
0
4
6

6
、
出
版
日

l
2
9
7
2
7
。

特
許
出
願
公
開

oおタアイツ |開 ニ機
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( 

事
務
所
開
設

四

μ
二
二
)
、
走
り
高
飛
び

1
門
脇
光
樹

(
三
幻
二
八
)
、

千
五
-白
れ
競
走

H
松
村
昭
男

(一

分
五
七
秒
)。

う
ち
走
り
幅
飛
び
、
ハ
ン

マ
ー
投
げ
、
ヤ
リ
投
げ
、
千

五
百
幻
の
各
純
日
で
は
俊
勝

争
い
に
同
点
が
山
て
お
り
、

州
選
に
よ
り
優
勝
者
が
決
定

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
大
会
は

コ
ナ
ミ
か
ら

M
S
X
用
ゲ
ー

ム
カ

l
ト
リ

y
ジ
「
ハ
イ
パ

ー
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
」
発
売
と

と
も
に
行
な
わ
れ
た
販
促
キ

ャ
ン
ペ

ー
ン
の
ひ
と
つ
。

側
ジ

ェ
ニ
ン
グ
ス

・
東
京

小
事
務
所

l
東
京
都
新
宿
区
西

新
宿
四
の
十
問
の
七
、
新
宿

パ
ー
ク
サ
イ
ド
永
谷
七
O
凶
、

合
三
七
四
|
七
四
二
一

、
清

水
裕
一
社
長
。

社
名
変
更

羽
島
遊
機

(旧

・
ゲ

l
ム

ハ
ウ
ス
ま
が
り

)
1岐
阜
県

羽
島
市
正
木
町
内
利
二
百
二

十
五
、
合

(
O
五
八
三
)
九

一
|
二
六
六
四
、
十
仰
原
隆
社

長
。

事
務
所
移
転

糊
ユ
ニ

ッ
ク

1
前
橋
市
街

地
町
四
百
五
十
八
番
地
、
合

(
O
二
七
二
)
六
五
!
四
三

五
五
、
細
野
哲
司
社
長
。

コ
ナ
ミ
側

・
大
阪
支
庖

1

大
阪
府
吹
悶
市
豊
津
町
十
七

の
三
十
三
、
宮
三
八
O
|

一

三
三
一
(
附
大
阪
営
業
所
を

支
的
に
芥
絡
)
。

地
番
表
示
変
更

制
作央
商

1
札
帆
市
盟
平
区

盟
平
四
の
七
の
三
の
十
、
念

(
O
一
一
)
八
四
一

|
九

一

八

一
、
中
松
英
入
社
長
。

」ーーー
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通
経
察
庁
が
参
院

・
地
行
委
に

七
月
末
か
八
月
初
め
に
提
出
し

た
「
通
商
産
業
省
と
の
了
解
事

項
」
を
は
ぽ
全
文
(
七
号
関
係

な
ど
省
略
)
附
均
出
帆
す
る
。
こ
れ

は
「
覚
え
書
き
」
提
出
要
求
に

代
わ
る
も
の
で
、
ま
た
七
月
二

十
日
ご
ろ
拠
出
さ
れ
た
「
了
解

事
項
」
(
二
十
須
自
)
に
か
わ

る
も
の
。

. . 
• • . . 
• . . 

-

第
二
条
第

一
項
第
八
号

括
弧
が
き
中
「
旅
館
業
そ
の
他

の
営
業
」
の
中
に
は
、
-
人
別
院
小

売
居
舗
業
等
の
小
売
業
が
入
る
。

2

大
規
模
小
売
応
釧
業
等

の
小
売
業
が
、
小
売
業
に
係
る

届
舗
内
で
小
売
業
に
随
伴
し
て

ゲ
ー
ム
機
を
設
百
出
し
て
ゲ

l
ム

コ
ー
ナ
ー
等
を
-設
け
て
い
る
形

態
の
も
の
に
関
し
、
そ
の
営
業

形
態
依
寸
に
よ
っ
て
は
、
少
年
の

た
ま
り
場
と
な
り、

ゲ
ー
ム
機

賭
博
が
行
わ
れ
る
可
能
件
の
少

な
い
も
の
も
あ
る
の
で
、
そ
れ

に
つ
い
て
は
第
二
条
第
一
項
第

八
号
の
政
令
で
定
め
る
も
の
と

し
て
、
本
法
の
適
用
除
外
と
な

'hv
。な

お
、
旅
館
業
、
大
規
僕
遊

覧
施
設
に
つ
い
て
も
同
械
の
考

え
方
を
と
る
。

3

第
二
条
第
一
項
第
八
号

の
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定

め
る
遊
技
設
備
は
、
そ
れ
を
利

用
し
て
賭
博
の
行
わ
れ
る
可
能

性
の
あ
る
も
の
、
す
な
わ
ち
、

遊
技
結
果
が
定
最
的
に
表
れ
る

も
の
又
は
勝
敗
の
決
す
る
も
の

で
あ
る
。
ま
た
、
答
察
庁
が
遊

技
設
備
を
定
め
る
国
家
公
安
委

員
会
規
則
を
制
定
し
、
又
は
改

廃
す
る
場
合
に
は
、
事
前
に
通

商
産
業
省
に
通
知
す
る
こ
と
と

し
、
通
商
産
業
省
は
必
要
に
応

じ
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
と
す

λ
%
 

4

第
二
条
第

一
成
第
八
号

の
「
広
舗
」
と
は
、
い
わ
ゆ
る

ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー、

ゲ
ー
ム
喫

--

ト販売!仕と

/ 

τM 

官骨

~-j"サロチアウトEE

サ
余
等
を
い
い
、

「
こ
れ
に
似
す

る
区
画
さ
れ
た
施
設
」
と
は
、

少
な
く
と
も
三
万
が
容
易
に
動

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
遮
へ
い

物
(
壁
等
の
こ
と
を
い
い
、
什

総
類
、
鉢
槌
え
鎖
等
は
除
く
。)

で
閉
ま
れ
、
外
部
か
ら
谷
易
に

見
通
せ
な
い
か
あ
る
い
は
シ
ャ

ッ
タ
ー
(
防
火
シ
ャ
ッ
タ
ー
等

で
ご
く
非
常
時
に
の
み
用
い
ら

れ
る
も
の
を
除
く
。

)
等
で
外

部
と
仕
切
る
こ
と
が
で
き
る

m

造
の
も
の
を
い
う
。

5

(

略
)

6

同
一
都
道
府
県
内
に
お

い
て
同

一
の
営
業
者
が
多
数
の

営
業
所
を
有
し
て
い
る
場
合
に

お
い
て
、
同
時
に
許
吋
の
申
請

が
行
わ
れ
た
と
き
は
、
公
安
委

員
会
は
、
こ
れ
を

一
括
し
て
処

理
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
業
者

に
過
度
の
負
仰
と
な
ら
な
い
こ

と
に
努
め
る
よ
う
に
、
鵬
首
察
庁

は
各
都
道
府
県
公
安
委
員
会
を

指
導
す
る
。

7

第
四
条
第
二
項
第
一
号

の
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定

め
る
営
業
所
の
椛
造
設
備
の
技

術
上
の
基
準
は
、
善
良
の
風
俗

若
し
く
は
正
常
な
風
俗
環
境
を

害
す
る
行
為
又
は
少
年
の
健
全

な
育
成
に
障
害
を
及
ぽ
す
行
為

を
防
止
す
る
見
地
か
ら
必
要
な

限
度
に
お
い
て
定
め
ら
れ
る
も

の
で
あ
り
、
第
二
条
第
一
項
第

八
号
の
営
業
に
係
る
ゲ

l
ム
の

内
谷
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
で

は
な
い
。

ま
た
、
融
合
祭
庁
が
第
二
条
第

一一
頃
第
八
且
す
の
営
業
に
係
る
構

造
設
備
の
技
術
上
の
基
準
を
定

め
る
に
当
た

っ
て
は
、
率
的
に

通
尚
産
業
省
に
通
知
す
る
こ
と

と
し
、
通
商
産
業
省
は
必
要
に

応
じ
て
立
見
を
述
べ
る
こ
と
と

す
る
。

8

第
川
条
第
三
項
及
び
第

二
十
条
第
一
一
取
の
国
家
公
安
委

員
会
規
則
で
定
め
る
許
し
く
容

の
射
卒
、
心
を
そ
そ
る
お
そ
れ
が

あ
る
遊
技
機
の
ぷ
準
は
、
遊
技

一

a 

カナタ出身ロッキー・クマコロー

ホンコン出身ドラコン・チエンなと

世界中のチャンピオンが続々登場グ

，
 

一'
A
M

、
a
』-

曹a 

に
お
け
る
技
術
介
入
件
と
偶
然

性
が
調
和
が
と
れ
て
い
な
い
こ

と
等
の
定
性
的
な
基
準
を
規
定

す
る
に
止
ま
る
も
の
で
あ
る
。

9

第
争
点
条
第
一

一取
の
総
理

府
令
で
定
め
る
b
A

同
類
は
、
業
名

に
過
度
の
魚
川
刊
に
な
ら
な
い
よ

う
に
、
岡
市
制
各
号
の
事
瓜
を
雌

認
す
る
た
め
の
も
の
と
す
る
。

ま
た
、
代
同
式
は
極
力
愉
川
使
な
も

の
と
す
る
。

叩

第

五

条

第

一
瓜
の
申
請

を
行
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
不

許
可
の
通
知
を
発
す
る
際
に
は
、

占
師
で
理
由
を
付
す
旨
を
第
五

条
第
三
項
の
国
家
公
安
委
員
会

規
則
の
制
定
の
際
に
内
科
と
し

て
盛
り
込
む
。

日

第
二
条
第
一

一取
第
八
回
す

の
営
業
に
お
け
る
遊
技
設
備
の

変
更
は
、
通
常
、
第
九
条
第
一

項
の
総
理
府
令
で
定
め
る
杯
微

な
変
更
に
該
当
す
る
。

ロ

第

九

条

第
三
項
の
椛
造

反
び
設
備
の
変
更
の
届
出
の
中

で
、
第
二
条
第

一
瓜
第
八
ぢ
の

遊
技
設
備
の
入
れ
盤
、
ぇ
等
に
つ

い
て
は
、
一
定
期
間

(
少
な
く

と
も

一
月
以
ヒ
と
す
る
。
)
に

-
遍
に
ま
と
め
て
屈
け
山
さ
せ

る
等
業
者
の
過
度
の
負
組
と
な

ら
な
い
こ
と
に
努
め
る
よ
う
に

鵬
首
察
庁
は
各
都
道
府
県
公
安
委

員
会
を
指
導
す
る
。

日

第

十

三
条
第
↑取
の
「
特

別
の
事
情
が
あ
る
日
」
と
は
、

議
自
民
の
風
俗
の
保
持
等
の
観
点

か
ら
あ
る
科
度
社
会
的
に
許
山
介

さ
れ
る
期
日
を
い
い
、
そ
の
意

味
に
お
い
て
の
休
日
、
休
前
日
、

祝
日
、
祭
礼
の
目
、
市
場
の
開

催
日
等
は
含
み
う
る
。
ま
た
、

普
察
庁
と
し
て
は
こ
の
旨
を
関

係
行
政
機
関
へ
通
知
等
で
明
ら

か
に
す
る
。

M
l
m
(時
)

刊

第

二
十
四
条
第
三
瓜
の

岡
家
公
安
委
以
会
規
則
で
定
め

る
業
務
の
内
容
は
、
風
俗
営
業

の
業
務
の
適
正
化
の
た
め
必
要

な
範
囲
に
限
ら
れ
る
。
ま
た
、

-へQ 

敵をやつつけるゲームです。風船!こぶらさがって浮き上がり

、』ー、-
、‘ー"

ー__ Gー
轡
察
庁
が
問
項
の
岡
家
公
安
委

員
会
規
則
を
制
定
し
、
又
は
改

版
す
る
州
場
合
に
は
、
事
前
に
通

商
産
業
省
に
通
知
す
る
こ
と
と

し
、
通
商
産
業
省
は
必
要
に
応

じ
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
と
す

'
A
V

。初
第
二
十
四
条
第
J

ハ
凶
引
の

講
習
は
、
業
者
に
過
度
の
負
担

と
な
ら
な
い
よ
う
に
通
常
数
年

間
に
一
回
数
時
間
組
・肢
行
う
も

の
と
す
る
。
ま
た
、
当
該
講
習

の
内
容
は
、
風
俗
営
業
の
義
務

の
巡
正
化
の
た
め
、
必
要
な
純

聞
に
限
ら
れ
る
。
な
お
、
省
察

庁
が
同
柄
引
の
国
家
公
安
委
員
会

総
則
を
制
定
し
、
又
は
改
廃
す

る
場
合
に
は
、
事
前
に
通
商
産

業
省
に
通
知
す
る
こ
と
と
し

一
組
尚
産
業
省
は
必
要
に
応
じ
て

意
見
を
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

幻
第
三
十
七
条
の
規
定
に

よ
り
公
安
委
員
会
が
営
業
計
に

報
告
等
を
求
め
、
又
は
m
M
M
察
職

員
に
そ
の
営
業
所
に
立
ち
入
り
、

帳
簿
等
の
検
査
を
さ
せ
る
場
合

に
あ
っ
て
は
、
当
該
報
告
等
の

徴
収
及
び
立
入
り
倹
査
は
、
本

法
の
施
行
に
関
係
す
る
部
分
に

限
定
す
る
。
例
、
え
ば
、
小
売
業

者

(
と
り
わ
け
大
規
模
小
売
応

舗
業
を
営
む
者
)
が
第
二
条
第

一
反
第
八
号
の
営
業
を
兼
業
す

る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
小

売
業
自
体
に
係
る
売
上
帳
簿
等

は
、
報
告
、
検
脊
等
の
対
象
と

し
な
い
。

辺
第
三
十
九
条
第

一
瓜
の

都
道
府
県
風
俗
環
境
浄
化
協
会

及
び
第
四
十
条
第
一

一項
の
全
国

風
俗
円
相
境
浄
化
協
会
(以
下
「風

俗
環
境
浄
化
協
会
」
と
い
う
二

は
、
原
則
と
し
て
防
犯
協
会
が

桁
定
さ
れ
る
。

お
i
剖

(
略

)

お
改
正
法
に
基
づ
く
政
令

を
制
定
す
る
際
に
は
、
野
察
庁

は
、
通
商
産
業
省
と
で
き
る
限

り
時
間
的
余
絡
を
も
っ
て
協
議

す
る
。

ま
た
、
こ
の
了
解
日
事
項
に
よ

っ
て
似
合
察
庁
が
通
商
産
業
省
に

事
前
に
通
知
す
る
こ
と
と
さ
れ

た
も
の
に
つ
い
て
も
で
き
る
限

り
時
間
的
余
絡
を
も
っ
て
通
知

す
る
。

ー'" 
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衰
え
ぬ
開
発
意
欲
を
示
し

高
水
準
で
楽
し
さ
広
げ
る

一
段
と
充
実
し
た
展
郡
内

容
と
な
っ
た
遊
悶
総
設

・
来

物
機
の
一分
野
で
は
、
デ
ザ
イ

ン
的
に
も
機
構
的
に
も
前
進

し
、
ま
た
ユ
ニ

ー
ク
な
も
の

も
多
く
出
品
さ
れ
、
そ
の
意

欲
的
な
開
発
ぷ
り
と
全
体
的

な
水
準
の
高
さ
を
示
し
た
。

と
く
に
小
川
し
采
物
機
で
は

従
米
の
動
き
と
メ
ロ
デ
ィ
ー

に
加
、
ぇ
、
ボ
ー
ル
遊
び
な
ど

の
ゲ
ー
ム
的
要
素
や
ピ
ア
ノ

の
け
ん
継
の
組
込
み
に
よ
る

実
際
の
演
奏
、
昨
水
谷
と
対
話

す
る
古
川
声
機
桃
な
ど
が
採
川

さ
れ
た
・
一
見
直
明
、
万
向
転
出
択

が
白
庄
の
レ

i
ル
走
行
式
な

ど
乗
物
機
の
楽
し
さ
の
従
凶

を
広
げ
た
も
の
が
村
ょ
っ
た
。

大
昭
機
は
ほ
ぼ
従
米
の
延
長

線
上
一
に
あ
る
も
の
に
と
ど
ま

っ
た
が
、
そ
の
開
発
、
導
入

に
は
夜
、え
ぬ
立
欲
が
あ
る
こ

と
を
示
し
た
。
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る動物たちがlIfIをのぞかせている2ii;FiJV!乗物機 rエアパ

スJ 、オープンカー タイプの|司 『カブリオレJ の 3機，Hi

を発表したほか、辰巳司2f工業製TVゲーム機 rTX-

1 V， 8 Jを;11t1780 

「スカ イウ ッデイ J rスカイダンボJ rあひる君主隊Jrス

カイラフ合」など|司社、スカイモノレールシリース〉を'1'
心に、 「スーバーループ」、 「フライングカーペット J、

「メルヘント レイ ン」 、 「大成税J (ファンハウス)な

ど同社オリジナ1レ機みるいは輸入機の遊凶純設を VTR

や〆ぞネル}J~示にて紹介した。

"1' :J~にエンセソレを配した荻'飛な感じのゆり か 一二'式定 ;ù・ Jtq

-*物機 「クレイド JレJ、 330τリゲージのレール走行式乗

物機 「ニュー ・ウエスタン・ロコモティ ヴFJ 、米オミ感覚

の釆物をデザインしたバッテリーカー 「スペースコマン

ド』 と!日Jrスペースファ イター」の 4I幾椛の新製品を紋

dkした。

トンア阪大所作製ウ力

炉
.)'"わ

"， (草ん刊

'tJ.1ノト

___.，・

易貿71<. 一一百di
 

工機陽泉業盟Z陽泉

伊奮起盈
ー‘

、

-謡曲
百..，車場興畢篠式会社
手まt墨縄復工畿式全世
.、“・3・2・><，・，.....'・岨切幅

、

ー、-

ヘ前
号
か
ら
J

f

の
続
き

¥

エアーク ッション遊具の|百!社新製品 川まく … くまさんJ

を初介。1，;1機は|日l社。エアージ ャンポン600シリース¥

のm9リtjl(閃:t-Jエアー ク ンションi鐙fLとしてはヨ';20似)

てヘ直後6fZ、向さ 6，7九、itH20名のもの。同村 小lilJ

では同i些flーの日iJlのキャラ 7?一日11分のみを展ポしてアピ

ーIレした。

ノトイ》にパッテ リー カーを7EJ〈 し 取物|幾分~'j'にも参〈した

いJlI:1立、アーケード機とともに新iパ yテリーカーをJli品。

ノ〈 ソ子 リーカー1;1Jli h' と IIJ I 'I~、 をh なう 「 ぐるぐる ロ ボJ

「わくわく UF OJ 'おと うさ んロポ ・ベールJ。アー

ケー ド機1;1rメルヘン でんわ!fっくす IlJ rでるてやるロ

ボ〈んJ 'ピエロのアニマルきょ うそう 」。

レーIレ走行式来物機 rj，~l iuf 1-J.、道」を向架式にした校JT!を

設置し、下書111ま耳~:主Ii場など多目 (J~fllJHがでbきると いう プ

ランを4Ji介したほか、!日l十i'，"ニューチビロコ ・γ リーズ、、

の SLタイプ、ぬし、〈・るみ.r¥の小11Yバ ッテリーカー iワ

ンチャン」などをllh175し、総fTfi'jな、、ミニiit1.:11 j也、、 指li'J

をアピーノレした。

H'γ:)j'怖、つく 1185、、に，i;tiEされる在lt1tZ4「テク ノコスモス大観覧車」 と 「テレコムリ ングJをはじめ、特徴ある動きの

「スーパートルネード」、 lul会場内交通機|日!としての「ビスタ ライナーJ (ミニモノレール)など遊|週純，没の品目介を "1'

心に1tht。また|司社がj些嗣}j&i訟のaijtiEをj韮めている ，1可|司の 3ケ所の遊|車Jj也 「f??争パ却]iJfl:m村遊来I"IJ (Jぶ点省 ・i約JII)、

rJ利低|同際j近来場J (問符 ，J!I( iM )、 r~gB':~凶J (上海)の完成予念!伊|をぬぶ。このほか急料l(Jiの愉j韮縦覧他殺 「オ

ー トチ£ア」の校J141氏示、!日l社遊[重|施設 rスーパースイングJ r U F 0サイクルJ rグレートポセイドンJ 'エン ター

プラ イズJ r12JAすベリ J rジェッ トコース ターJ Iア トミ ックコースター」 などのパネル民ポを行な った。

価値あるこユーマシンをディストリビュートする川
V 8 TX- l -パニックJtンクザ・バトルロードくるくる絵あわせ

26インチ 3画面の大迫力

TX-lの興需をアップ

レバー移動、ボタン発射

市民を撃たず強盗を撃つ

前線まで5ヵ所の分岐点

障害物と闘いながら前進

体
が
L
し
中
下
く
る
く
る
変
る

笑
い
声
つ
き
の
プ
ラ
イ
ズ
機

".. 

逃げ切るか追い上げるか・・・・・・。

ゴール間近だ、/ラストスパートグ

~ALECD LTD. 

@'もも
;q)<? 

引事，!J，コ
干158東京総世田谷区上用賀5・24・9

(03)420・2280

グギトイ';J

5頭の馬の申から

4自分の乗る篤を

レパーとボタンで

選びます。

ムチボタンをタイミ
ンク良く押し、障害

物怠ど1;:1:ジャンブボ砂
タンやレバーでよけ
ゴールします。

、

ー・.. 

&:f 

ー‘

‘・

、、"

‘ 株式会社
PANIC BANK THE BATTLE-ROAD 

F ，匹、

5・24-9KAMIYOHGA SETAGAYA・KUTOKYO 158 JAPAN 

J2789 1 

(03)420・2271

JALECO 

TEL 

TELEX FAX 
、'"

、，， 

引._‘.

-・・.. 

. ・・・

.-
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中央{こトラをぬ:したイントアJIIエアーア 7/ヨン必lVフ

アフア・タイガージムJ を J ーンに 、 ~'ftが実際:44-Hiす

るピアノと大小のオウムをぬ:し fUじ~l'l伊良物険 rハミン

グオーム』.'I:'山・船をデサイン L1.: ~じ ;7i 叩 1111転式もあ

る}来物機 rブルーコスモス」‘ えポ胴ツタイワのアー

ケードゲーム偽 『ローラ F ポールJ 1;#:1¥品

定;7i，¥，1 l長物懐 「ロポ太〈んJ 、 rゥシ〈ん』 .2ヒiおIlIlf!‘

.r¥::l産物機 rワンワンメリー』、ハ テリ四均一 rチピッ

コサイドカー」 色，~い 2 卜わ. "・'1i i保険中をデサイン

したな版部分WIIのレ -11.，121，式場L物倹 rスペースビー

クルJを発火し111'(，~な 111!?と }J 合小しょ・ ニのばかポール

を'乏・lするアーケートゲ ム 「わんIt<モンキーJをJ11Al，

十ム
今
寸各

特

展

真

出

写

コ

フ

厚
く
お
礼
申

平
素
は
格
別
の
お
引
き
立
て
を
賜
り
、

し
上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
弊
社
が
発
売
し
ま
し
た
「
ザ
・
バ
ト
ル
ロ

ー
ド
」
(
T
H
E
B
A
T
T
L
E
-
R
O
A
D
)
は
弊

社
独
自
の
研
究
開
発
に
よ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
製
品
で
あ
り
、

こ
の
製
品
に
関
す
る
一
切
の
権
利
は
弊
社
が
所
有
し
て

お
り
ま
す
。

従
っ
て
、
弊
社
に
無
断
で
模
倣
、
又
は
類
似
す
る
製

品
を
製
造
、
販
売
、
輸
出
、
及
び
こ
れ
ら
の
製
品
を
使

用
し
て
、
営
業
す
る
行
為
は
不
正
競
争
防
止
法
、
工
業

所
有
権
法
、
著
作
権
法
等
に
抵
触
し
、
弊
社
の
正
当
な

権
利
を
侵
害
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

就
き
ま
し
て
は
、
ニ
れ
ら
の
行
為
の
な
い
よ
う
充
分

ご
注
意
を
賜
り
、
業
界
秩
序
の
維
持
、
健
全
な
発
展
の

為
に
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

昭
和
五
十
九
年
十
月

この尚lbtは、ザ向上 (アイレム)の応"}iなしにi除外への:1¥ (i:iはで3ません。
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ス
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スタンデfン7コ スター 愉tl\~) 2り'1慢の孝行介、小

引来物i幾 rにこぷんボート Jrプレーメンの音楽隊Jr森

のコアラJ rダンプJ rメルヘン木馬J rミルキーコア

ラJ rスペースソルジャーJ Iロディーベァト」など、

アーケートゲーム阪 r<る〈る絵あわせJ rワンパクエ

リマキ〈んJなどTEi・t14J11AAしlHl1Eae欲をぶした

‘' 

サン7ランシスコのケープルカーを多11的fL-Mi織にfol:JII 

てきるようデザイン ftされた rケープルカーショ ップ』

をlliAAした:.l.I.1'‘大ヤ絶叫マ J ン 剛'AL骨ih. フラワ

ーストーム . 「シ.L，トコースター .そして rスヒ

ント yフ」、 UTL'1丸、ゲーム，、ウス「ダウンタヴン d な

どi笹川地，;立をノ〈本ルにてキli介

コ

業

ゲームマシン

大

府
松
原

芳2
2民
主ム工
芸株三
高式雪
山車 ..cル | 
司 ~ +.

哲社 等

A“a・7

産
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一

i

・

1

・・・

力く

シ
ョ

i
で
話
題
の
棄
物
機

t 

曲
一
旦

e 

スベースソルジャー

(トーゴ}

ホッパー

(明畠特殊産業)

-、『も-"4'.=_-ー_--.: 
b、

CI 

レバーのtJJl}えfけて1;ト1'，ι水 1'，むnrllに，~れるという

l人決リ ベタルパの水1;和''''111Jn松 'I(rどんこぴい』 、4

¥¥，l):_/ ワbデサインした定ikTS』長物機rミルキーカー』

(スベ r べ・ルタイフ fスタンダードタイ 7 の2Hilを1'11:

hIしたばか、パ，7'リーカ“ モノコちゃん 、ゴーカ

ト C I 0 2 1などル;11ti;，

*1草50~ のjl，いツールて，i; A.d r "f能なパ yテリ一式の2
人取リポート rクルーザー』、レール，tlr式場語物機 『サ

ーカスy')中 . 1人束。)，、 テ 'Iーカー・ミニポ-7-

'" '1 '1:・.針f'て 7，7ーターをテザインした 『ニューパ

'I-J . rナナ，、ン』・ rコアラゥー J.蛍僚な外笑のr7

ラ'" '1カ-4. ゴ カート Fチャンピオン 10Jを;118118

業

業
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スベースピークル

(ホープ)

ハミングオーム

(タスコ)

盲
一
(

日

-

-回・‘

".‘ 

"‘ 

J 

『

『

へ

，、

{ 

" 

大きな JダJレも払J|iし“J能なエスカレ ータ ーH.'!!-ホッパ

ー rOH 750Jの実iUi民心、 l伐 む伐さずJJjithて明、lliす

「ワイパーホッパーWH 1 J 、 ドロッブタイプのオー

ルプラスチック製七レクター rAO-810J、ワロント

タイ プセレクター f757 P Jなどのはか、セ レクタ一

、、MA5COシリーズ抗、 fキ4・Rサービスなどl|i品。

登板百五分もある軌条をスポ ツカー 3f;とバイク 2f;か

走る走行式采物機 Fサーキット 20 0 0 Jを小心に.パ

yテリ一方_rエリマキト カゲ』、 コアラ 、 ，、ン

ダJ . rカンガルー」 、 rウシ 、 スクータ-J 、ゴ

ーカー ト4合を:11品したほか、 大叩ぬ42rバイキング』

「フライングパイレーツd などを'‘ネル腿'J~

出展各社

業工

わ〈わく UFO
(カ トウ製作所)

工

(:1;' <・・・〈まさん

(大阪テント)

〈刊さ“

・-

111 '，loJlttl版物品Z"f

イ

本青

ーァ、ソ

.-、v

ゼ

回一

i 

• 

R 

スペースシャトル

(朝日エンジニアリング)

一'‘

エアパス

(加緩Ij金ヱ業)

旭

、、
、

s IIIC 

コンビューターグラツイ I'1 A.の 111;W.をJ広大する T¥Iモ

ニタ一、、HGBピジゴンシリーズ怖を '1'心l品、 r K Z20 

ENJ rK7，I4ENJなど、、KZシリース¥やrK T 5 J 

r K T 9 J など "KTシ リーズ‘のモニターのほか、ス

イッチングレギュレーター rK C D -23 S '7ーク ][J r K 

C 1)-245JなどtlislJ，.

1..1 Hのi除外ての')Wi.(.似介し、これまて中Ir)および1紅衛アジアの滋険IJ也61>'.1所に大，¥'1I後280れを納入、さらに中悦に納

入 f" '1じの必I~I)也2均所がJJI.(t: ill，没'1'であることなどを強謝。また科学}j憾にぬ設営業参加する1，;I.tr止、 lnJl専の交通倹l刻

として‘3抗告IIるゴントラ 1・7ト rスカイライド』と遊側地部分で篠動チ定の祈デザイン rニューエンタープライズ』

をそれぞれ'J~物ーI~仙l て111gih した このほかコンヒューターシステムにより池山を擬似体験させる施.~l' r大地震館J、過を

1..1$血ぷ rホ yブホ，フ スィ、ーアームJ などのパネル展，氏パ yテ')ーヵー 「ドンキ-J rホッパー」 、アーケー

ドゲーム険「ガンアラモ と『ロ， 7クライミング」などを出品.

週
四
品

子

ニューハル

{日邦選 .)

所

_， 

ゲームマシン

A
“
a・7

作

ニュー・ウエスタ ン・ロコモティブ

{関東銀楽ヱ嫌)

製

〆T
7 

¥' 1.; 

賀

.. 

本

Cllt 

どんニびい

(真砂エ鎌)

カ日

岡

。ハ
l
ツ
は
安
定
供
給
示
し

硬
貨
メ
カ
は
高
度
化
進
む

クローリー商事篠式会社

SC 

紙幣1山H11幾 rE R -40J (ダブルホソパー撚・1制、 rE 

H -301 (コンJぐクトサイズ) 、 f i_'; H -20J (i窃古目紙

幣J11 )、メ ダルa機 r1ミH 402J、「ビ M八 1 Jをそれ

ぞれ新紙幣対応機としてliltlhしたほか、制l'tn1rj信機 rE

CA叩 lAJ. rEF' :lJ、メダル，tI・数機 rCNー10

MJなどを似介。

商事

業

第247号

A

M
市
坊
の
拡
大
と
と
も

に
パ

ー
ツ
部
門
の
・市
安
が

m

卜〈
し
、
そ
札
に
応
え
て
ゲ
ー

ム
機
附
迎

mH川
を
ぬ
う
市
中
主

の
業
行
が

mえ
、
川
叫

λ"は
一

応
パ
ー
ツ
川
、決
に
対
し
て
の

安
返
し
た
供
給
体
制
か
終
っ

た
と
J
え
る
状
況
に
あ
る
よ

う
に
。
A
I
川
の
シ
ョ
ー
で
む

T
V
モ
ニ
タ
ー
、パ川仙川.州刷、

ス
イ
ッ
チ
.
ジ
ョ
イ
ス
テ
ィ

ッ
ク
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
な
ど

が
円
以
に
以
ぶ
さ
れ
允
突
し

た
内
存
と
な
っ
た
。

.
叫
品
川
シ
ス
テ
ム
で
は
M
m
究

開
交
が
進
み
、

u
fメ
カ
の

ほ
川
で
よ
り
い
川
広
化
さ
れ
た

む
の
か
彼
泌
さ
れ
、
ま
た
内

作
険
な
ど
は
新
紙
幣
に
対
応

.し
た
機
仰
い
か
多
数
充
た
さ
れ
、

イ
タ
ズ
ラ
や
変
泣
の
州
代

・

紙
幣
な
ど
の
防
止
の
倣
ほ
し

.
は
と
近
ん
た
ニ
の
は
か

タ
イ
ト

l
の
小
川
に
て
け
光

AIU 

その他

産

一

殊

1984年11月1日

• ノマーツ

特

一

2211 

口

自
国

グ

明

常
と
日
本
ビ
ク
タ
ー
の
カ
ラ

オ
ケ

'
u
制
介
さ
れ
た

、、.，，-I
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抗 '.IHM虫物必"f ，ー、

きょ うはデートの約束目。

.. ~u;'. l lb ，).の新人IIIl仰とれる〈んは0・:4¥111
，Alitwににらl/Lて〉と11 .\沿~ても州Itないι

告をL(7)'‘みゆさむゃん"I:j，f.¥っている

対リたいfとうし tうり ぬけ/1¥せ

と れる.ゲオ 7{ えは kilJi~l

.とおる<，じ(;1.'tする・みゆ~ t)ゃん・の

キえと iS守'/<7)デートf~ll\かけられるか?

Ille 1.llt.'" 
出展各社

写真特集2211 t ~“;IC A e e 
オフィスでくりひろげられるドタバタ大喜劇グ

フー シーパック 手口 電イセ 、、、 、ソ一 一一

州知ト帥~þ.， 事揖重量証tイミ?

をeι
a・、

スイ ァ チン~ '，1よ渇1・1・シリース. ・Mシリーズ. ‘Jシ

リース.、コンピュ-，9--1117."イァチング・屯滋 rS R-

1540 r S H 20S0 I 、スイ ヌチングレキ'ユレ-，9-'F 

Kシリーズ'" "pシリース.、ピテオIIIAイ チング16

3峰、先屯~:;， :\C/DC ア 7プターたど九千帯電~tfíを中

・心!ニJHaIA

耐久性を'Il鈍した Jョイスティ ク rLSX-l0J、幹

latでkJ.f命のI，i]r 1. S P . 12 I 、メンテナンスが簡単に

なったliiHU草作n. C T 9 ~ "ーえ.の紛争1品はか、

HF2 しキャ ァ 7 、九州 ~qf;Y- ，9 " ，コインシュ- ，9ー，S 

D守!J、オール;，;"'l ラコン}:.!̂ql.d.1ショイステイ ゾク‘

T ¥'ゲーム慢111~Hr" 、ーツ協を JMAla

新~のワンタ ッチ爆作量産、ミニア ，ブラ イト咋!キャピネ

ット 、18:テープル烈カラーキベ・ビ.j..， ト、ニュー タイ

プおよびファストンタイプの必射ボタン、インストラク

ションシート 人れやp.)d~'刊に ll/!えるイ〆ストケース .16

i畷頬などを展'1.;し たほか、~f.~，、ーツ 111のl!lh'，己む行な っ

た。

-更衣室-オフィx
t: 7 )0' クτ 蝿向' 11;・~~ス均『

“..・ 4足前・.$， ~-:;:.t&oIf)"-う
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恵山課長

子

レジャート口ン工業
喝

子電 本日 イ一jレ ノフ コオ ア

MAX' 
MFQ.COIt' 

コ

V 
、nt.!

-社員食堂 ・会祉の前縫

， .:;クの向 ~ I零円て< ~ I:'W :.:. 守2・I~んzJ)')りしと・4を刻臨め門てfろっ

(l "( r:酬しよう ソ，叩~ 1 I ̂  .酌とニ 'dて付》
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!!プf、，_・ー

ぜか泣か動くOし

夢を
キャッチ

ワンワンメリ-
MCA 

本体直径 1.300ゆ

(1'¥ラソJレ1.650ゆ)

本体H 1 .120 

(J¥ラソル 2，120)

、，

チビッコサイドカー
BW 

ウシくん ロボ太くん

KDE-U KDX 
し 1，200

し 1，070
W 830 -ト

H 1‘450 
W 1，150 

停島事豊
100kg 

H 1.540 

90kg 

小守'l'，IL6:量カウンタ- MC 1・1 リー ス ，7ローフTン、

スイ yチングレキムレー タ- f¥， SS"リー ス」、抑し

ボタンスイ γチ p¥，，，リ ース』 、110克ネ ァト ワーク、

ハイプリ y ド1C， 180 カラ ーT¥'モニタ ー、高官軍1芝発

'Jtダイ オード、 ICソケソト 、コf.7，9ーなどのほか、

ゲーム倹用1U it itiieiIa を J.æ 'l~ o

16子式の 2ウェイアクセ7 ，9 r E 300シリーズJを

中心に、ドロ γ7 ，917 N 5∞ J リ ス』‘テープ

ルタイ 7 r N 2∞シリ ース』 などの 1ウ.1.イアタセ 7

7一、サービスドア rS D -1【)()シリ ース』 、ヴエース

プレート rc-5∞シリーズ」‘米1111ドルtllm .i，&~;11 険

N B -10シリーズJなどを;111ih 

L 1，050 W850 

H 660 65kg 

E史 I~W動式のコンパクトな令 nIbilllJ:測定微 rSPT-

100Jを微減したほか.マ ，7ス秘什訴事』ホげ〈一機織を

j垂IQ)ポ ァクスに*"込んで似介、また小引ながら大きなメ

ダルの払111しがuf自主な1..].1タルn険 rCII-10CJ、紹

スリムタイ 7の1..) C H 5ω01¥.、このほか為的電子

Pili品を"-11M，

".‘ エシュのオルンミラ スー.1，ー・パンチアウト

ノ

スーパー・ドンキホーテ

オリジナルVDゲーム機

アニメ映画とタイミング

ベんベろべえ

火災に対決 /人命救助/

TVゲームの真髄に迫る

スペースビークル
SB-M4 
ボディ

し 1，650 W 1，100 

V
D
ゲ

l
ム
第
3
弾
ア
ニ
メ

プ
レ
イ
ヤ
ー
が
難
易
度
選
択

わんぱくモンキー
GB 

一一

W 600 

し 450

H 1.450 

55kg 
株式会社

ホーフ。
ESH'S AURUNMILLA SUPER PUNCH-OUT 

、.

SUPER DON QUIX-OTE 
l制1

BEN BERO BEH 
• 

川fl!.t，1， "・11，'， 1 (今 111，IIIf 50 lfiJ也干211
芯"，¥ 044 (7221 61 4 1 (' ~ ) 
1;'. r.1;f(，1乙，JIIII1:大111川町鋭1112 Ifi)也〒618
'，It"，¥ 075 (962) 5 6 1 3 ((~) 
呼L3ikRlii佐I(・'t:5 1 11 31 ~i 17り干108

• 本 11r. J品

@練武舎総力ヲヲス'‘ 

/ 
|誌hf4'::~' ?~.ih 

「
パ
ン
チ
ア
ウ
ト
」
の
上
級

キ
ッ
ク
も
あ
る
同
際
的
試
合

~( 1;-: "" 11 
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T
V
ゲ

l
ム
自
体
を
符
作
権
法
上
の

「映
幽
の
汗
作
物
」
と
認
め
、
そ
の
無

断
複
製
(
コ
ピ

l
)け聞
を
設
置
営
業

(
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
)
す
る
こ
と
は
皆
作
権

者
の
「
上
映
権
」
の
侵
害
に
当
た
る
と

し
て
、
上
映
権
伎や
れ門にげ
待
づ
く
損
害
賠

償
を
命
じ
る
、

九
月
二
十
八
日
の
東
京

地
裁
判
決
の
判
決
文
の
詳
細
を
こ
こ
に

一
指
掲
出帆
す
る
。

事
件
事
合
同
ぢ
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
、

判
決
文
に
添
付
さ
れ
た

「
図
録
」

(
ナ

ム
コ

「
パ
ッ
ク
マ
ン
」
の
曲
面
写
兵
二

十
・
一枚
、
効
果
伐
の
楽
ぷ
二
点
)
は、

収
録
に
際
し
て
省
略
し
た
。

東
京
地
裁

・
民
事
第
二
十
九
部、

m

利
五
十
六
年
間
第
八
三
七

一
円
、
般
常

賠
償
請
求
事
件
H
昭
和
五
十
九
年
九
月

一一
卜
八
日
判
決
、
請
求
総
容
。
阪
信
H

側
ナ
ム
コ
、
被
告
H
僻
心
興
業
側
、
側

王
文

一

原
行
に
対
し
、
被
告
酔
心
興
業

株
式
会
社
及
び
被
告
株
式
会
社
永
山
本
は

そ
れ
ぞ
れ
金
二
一

μ
万
九

一
五
二
問
、

被
告
株
式
会
社
酔
心
は
令
一

O
ヒ
万
九

a

九
七
六
円
作
び
に
そ
れ
ぞ
れ
ゐ
各
全
員

に
刈
す
る
附
仰
ド
九
六
年
六

η
-五
日
以

降
立
払
消
に
去
る
ま
で
年
五
分
の
割
A
H

に
よ
る
全
員
を
支
払
、
ぇ
。

訴
ぷ
貸
用
は
被
ιn
ら
の
負
初
と

す
る
。

コ

こ
の
問
決
は
仮
に
執
行
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

実
第
一

た
裁
判

当
事
者
の
求
め

一

請
求
の
趣
旨

主
文
川
品
田
の
判
決
及
び
主
文
第

一
明

に
つ
き
似
執
行
の
山
H
4
一口

請
求
の
趣
旨
に
対
す
る

被
告
ら
の
答
弁

一一
l 

原
作
の
治
ボ
を
い
ず
れ
も
・
於
却

す
る
。

置
は

B
の
制
御
回
路
か
ら
出
力
さ
れ
る

電
気
信
号
を
受
け
、
そ
れ
ら
に
・
め
じ
て

各
位
の
彬
像
並
び
に
音
楽
及
び
効
栄
音

を
外
部
に
表
現
す
る
。

B
の
制
御
回
路
と
は
、

C
及
び

C
の

R
O
M
に
収
納
さ
れ
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
(命

令
併
及
び
デ
ー
タ
群
)
を

C
P
U
に
よ

り
読
み
と
り
、
表
示
装
情

A
の
ブ
ラ
ウ

ン
菅
上
の
ど
の
場
所
に
表
示
す
る
か
、

ど
の
よ
う
に
移
動
さ
せ
る
か
、
ス
ピ
ー

カ
ー
か
ら
ど
の
よ
う
な
音
楽
、
効
果
音

を
発
す
る
か
等
を
電
気
信
号
と
し
て
表

示
装
置
に
出
力
す
る
。
ま
た
、
プ
レ
イ

μ像
表
示
時
に
は
、

D
の
操
作
装
置
か

ら
電
気
信
号
を
受
け
、
そ
れ
に
応
答
す

る
よ
う
に
作
ら
れ
た
前
記
プ
ロ
グ
ラ
ム

(命
令
群
)
に
基
づ
い
て
同
様
に
電
気

信
号
を
出
力
す
る
。

操
作
装
置

D
は
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
よ

っ
て
操
作
さ
れ
、
制
御
回
路
B
か
ら
送

ら
れ
て
き
て
い
る
電
気
信
号
を
ス
イ
ッ

チ
や
ボ
リ
ュ
ウ
ム
等
に
よ

っ
て
変
化
さ

せ
制
御
回
路
に
送
り
返
す
。

D 

J操作装自宅

-→ 

モーー

白
U

ハV
M
川

c' 

B 
制御|量|路 (プリンテッド ・

サーキット ・ボー ドに災装

及び配線されている。)

(
デ

l
タ
鮮
)

プ
ロ
グ
ラ
ム

~ 

プ
ロ
グ
ラ
ム

(
命
令
群
)

R
O
M
 C 

モー

モーー

ブラウン管

A 

表示装置

スピーカー

ロ
ブ
ラ
ウ
ン
管
の
働
き

家
庭
用
テ
レ
ビ
の
ブ
ラ
ウ
ン
管
の
画

商
が
、
走
査
線
の
走
査
に
よ
っ
て
フ
レ

ー
ム
が
三

O
分
の
一
秒
ご
と
に
入
れ
替

わ
っ
て
い
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
が
、

ビ
デ
オ
ゲ
!
ム
機
の
ブ
ラ
ウ
ン
管
の
画

面
は
、
問
機
に
六

O
分
の
一
秒
ご
と
に

入
れ
替
わ

っ
て
い
る
。

こ
の
入
れ
替
わ

酔
心
、
側
永
楽
。

こ
の
判
決
は
、

ブ
ラ
ウ
ン
管
に
ア
ウ

ト
プ

ッ
ト
さ
れ
る
ビ
デ
オ
ゲ

l
ム

「
パ

ッ
ク
マ

ン
」
に
つ
い
て
、
そ
の
映
画
の

符
作
物
性
を
認
め
た
も
の
で
あ
る
。
米

国
で
の
「
パ

ッ
ク
マ
ン
」

悦
聴
覚
笹
作

権
総
立
(
八

一
年
七
月
十
五
日
の
ネ
プ

ラ
ス
カ
地
法
お
よ
び
八
-
一年
三
月
二
日

の
第
七
巡
阿
控
訴
裁
判
所
の
判
決
|

|

前
将
は
ミ
ッ
ド
ウ
ェ

l
祉
に
よ
り
、
後

者
は
ア
タ
リ
社
に
よ
る
)
に
続
く
、
日

本
で
の

T
V
ゲ
ー
ム
視
聴
覚
著
作
権
総

立
を
宣
言
す
る
画
期
的
な
判
決
と
し
て

そ
の
内
答
が
十
分
に
検
討
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
。
な
お
、
視
総
党
著
作
物
は
「
パ

ッ
ク
マ
ン
」
な
ど
連
続
的
な
映
像
の
変

化
の
あ
る
も
の
に
阪
ら
れ
、
カ
ー
ド
ゲ

ー
ム
の
よ
う
な
も
の
は
該
当
し
な
い
と

い
う
考
え
万
が
あ
る
。

2 

訴
訟
貸
別
は
原
告
の
負
仰
い
と
す

る

第
二

当
事
者
の
主
張

請
求
の
原
因

原
告
は
、
昭
仰

μ
川
年
h
川
ニ

ろ
か
ら
昭
和
・
ム
五
年
・
例
月
こ
ろ
の
削
に
、

開
発
課
に
お

い
て
九
名
か
ら
成
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
よ
り
、
ビ
デ
オ
ゲ

ー
ム
「
パ
ッ
ク
マ
ン
」

(
以

F
、

M
弧

押
さ
で

「
パ
ッ
ク
マ
ン
」
と
表

ボ
す
る

場
合
は
、
ビ
デ
オ
ゲ

l
ム

「
パ
ッ

ク

?

ン
」
の
こ
と
を
い
う
。
)
を
作
成
し
、

同
年
h
月
二
-
一口
、
川
町
併
の
い
行
作
の
名

義
の
卜
に
、
こ
れ
を
公
表
し
た
。

2

「
バ
ッ
ク
マ
ン
」
の
内
本

「パ

y
ク
マ
ン
」
は
、
追
跡
劇
を
テ

ー
マ

に
し
た
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
映
山
で

あ
る
。
そ
の
内
谷
は
、
以
卜
の
と
お
り

で
あ
る
。

け

川
以
像
の
法
上
中
的
梢
成

登
場
人
物
は
、
①
オ
イ
カ
ケ
ア
カ
ベ

ィ
、
②
マ
チ
ブ
セ
ピ
ン
キ
|、

③
キ
マ

グ
レ
ア
オ
ス
ケ
、
④
オ
ト
ポ
ケ
グ
ズ
タ

と
各
命
名
さ
れ
た
モ
ン
ス
タ
ー
と
、

⑤

パ
ッ
ク
マ
ン
で
あ
る
。

州
出
L
L

に
は
、
村
鉢
付
②
の
と
お
リ

の
迷
路
と
州
ぃ山
中
央
に
モ
ン
ス
タ
ー
の

巣
が
炎
ぶ
さ
れ
る
。
迷
路
上
に
は
こ
川

O
例
の
エ
サ
と
判
例
の
パ
ワ
ー
エ
サ
が

山
…

ιし、
パ
ッ
ク
マ
ン
は
、

エ
サ
を
食

l .，.、
り
を
利
別
し
て
、
像
の
変
化
を
表
示
し

て
い
る
。
た
と
、えば
、
あ
る
像
の
阿
耐

卜
の
位
訴
を
少
し
つ
つ
変
化
さ
せ
た
フ

レ
ー
ム
を
入
れ
燃
え
れ
ば
、
人
聞
の
目

に
は
そ
の
像
が
移
動
し
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
。

ハ

プ

ロ
グ
ラ
ム

(
命
令
群
と
デ
ー

タ
群
)

命
令
鮮
と
は
、
多
数
か
つ
多
径
の
命

令
を
二
進
数
に
し
た
上
、
屯
気
信
号
の

形
で

R
O
M
に
記
憶
さ
せ
た
も
の
で
あ

句令
。デ

ー
タ
に
は
、
影
像
デ

i
タ
と
音
楽

及
び
効
泉
音
の
デ
ー
タ
が
あ
る
。
杉
像

デ
ー
タ
と
は
、
ブ
ラ
ウ
ン
管
に
表
現
さ

れ
る
絵
柄
、
文
字
等
の
彩
像
を
そ
の
ま

ま
あ
る
い
は
分
割
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
形

式
の
二
進
数
に
し
た
上
、
電
気
信
号
の

形
で

R
O
M
に
記
憶
さ
れ
て
い
る
デ
ー

タ
を
い
う
。
音
楽
及
び
効
果
音
の
デ
ー

タ
と
は
、
音
銀
、
普
賢
、
音
量
の
三
つ

の
要
紫
に
対
応
す
る
周
波
数
、
波
形
、

仮
一怖
を
そ
れ
ぞ
れ
二
進
数
に
し
た
上
、

電
気
信
号
の
形
で

R
O
M
に
記
憶
さ
れ

て
い
る
デ
ー
タ
を
い
う
。
デ
ー
タ
群
と

は
、
多
数
か
つ
多
憾
の
デ

i
タ
を
コ

ー

ド
番
号
化
し
て

R
O
M
に
記
憶
さ
せ
た

も
の
で
あ
る
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
こ
の
よ
う
な
命
令
群

と
デ

i
タ
群
か
ら
な
る
。

ニ

影

像

の

変

化

た
と
え
ば
、
ハ
門
コ

l
ド
番
号

1
の
影

像
デ
ー
タ
を
表
示
し
ろ
、

ω表
示
位
置

は
A
地
点
、
と

い
う
命
令
が

R
O
M
に

記
憶
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
画
面
上

の
A
の
位
置
に
コ

ー
ド
番
号

1
の
絵
柄

が
表
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が

っ
て
、
ブ
ラ
ウ
ン
管
画
面
の
入
れ
替
わ

り
を
利
用
し
て
、

A
地
点
の
絵
柄
を
消

し
て
次
に

B
地
点
に
同
一
の
絵
柄
を
表

示
し
、
そ
れ
を
消
し
て
次
に

C
地
点
に

同

一
絵
柄
を
表
示
す
れ
ば
A
地
点
の
絵

柄
が

B
地
点
か
ら

C
地
点
に
移
動
し
た

様
に
表
現
で
き
る
。
絵
柄
の
移
動
速
度

は
六

O
分
の
一
秒
ご
と
に
表
示
す
る
の

を
六

O
分
の
二
秒
ご
と
に
表
示
す
れ
ば

遅
く
な
る
。
こ
の
場
合
の
絵
柄
は
動
物

で
あ
っ
て
も
景
色
で
あ
っ
て
も
良
い
。

ま
た
、
同

一
地
点
に
連
続
し
て
コ

l
ド

番
号

I
、

2
、

3
、

4
の
絵
柄
を
順
次

表
示
し
て
消
去
す
れ
ば
、
あ
る
絵
柄
を

連
続
変
化
さ
せ
る
表
現
が
で
き
る
。
た

と
え
ば
コ
ー
ド
番
号

1
i
4
に
異
な
っ

べ
な
が
ら
彬
助
す
る
。
パ
ッ
ク
?
ン
の

移
動
は
、
山
保
作
レ
バ
ー
に
よ
り
プ
レ
イ

ヤ
ー
が
操
作
す
る
。

パ
ッ
ク
マ
ン
の
帥
作
動
に
応
じ
、
モ
ン

ス
タ
ー
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
側
内
に
応
じ

た
引
で
パ

ッ
ク
マ
ン
を
追
跡
し
、
こ
れ

を
食
べ
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

バ
ッ

ク
マ
ン
が
パ
ワ
ー
エ
サ
を
食
べ
る

と
、
こ
の
間
係
が

J

時
逆
転
し
、

パ
ソ

ク
マ
ン
が
、

モ
ン
ス
タ
ー
を
迫
跡
し
、

こ
れ
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
パ
ッ

ク
マ
ン
が
モ
ン
ス
タ
ー
を
食
べ
る
と
、

高
得
点
が
得
ら
れ
る
。

け

銃
場
人
物
の
説
川

川

モ

ン

ス

タ

ー
(
M

M
附
け
①
参
附
…
)

イ

常

に
服
の
す
そ
を
ヒ
ラ
ヒ
ラ
動

か
し
、
進
行
片
付
向
に

nを
向
け
迷
路
卜

の
エ
サ
の
・仁
を
通
過
し
て
修
勤
し
、
パ

γ
ク
マ
ン
の
移
動
に
対
し
そ
れ
ぞ
れ
左

認
め
性
絡
を
行
し
て
い
る
。

①

オ
イ
カ
ケ
ア
カ
ベ
イ
迫
跡

小
は
パ
ソ
ク
マ
ン
を
批
阿
山
総
で
追

跡
し
休
息
中
は
向
幽
布
上
付
近
を
助

き
凶
る
。

②
マ
チ
ブ
セ
ピ
ン
キ

l

迫
跡

中
は
パ
ソ
ク
マ
ン
の

日
の'川

い
て
い

る
三
つ
先
の
マ
ス
に
'
川
い
待
伏
せ
を

し、

休
息
中
は
剛
山
左
L
L

付
近
を
動

き
凶
る
。

③

キ
マ
グ
レ
ア
オ
ス
ケ
泡
跡

中
は
①
と

ハ
Y

ク
マ
ン
を
中
心
と
す

る
点
対
称
の
マ
ス
を
口
訴
し
、
休山内心

中
は
剛
山
打

F
付
近
を
動
き
凶
る
。

④

オ
ト
ボ
ケ
グ
ズ
タ
追
跡
中

は
パ
ソ
ク
マ
ン
か
ら
中l
径
約
一

三

O

ド
ッ
ト
の
外
で
は
①
の
性
的怖
を
も
っ

て
パ
ソ
ク

マ
ン
を
追
跡
し
、
μ
何
事「
作

内
で
は
パ
ッ

ク
マ
ン
の
移
動
と
無
関

係
に
動
く
。

ロ
前
述
の
と
お
り
パ
ッ
ク
マ
ン
が

パ
ワ
ー
エ
サ
を
食
べ
る
と
モ
ン
ス
タ
ー

が
パ
ッ
ク
マ
ン
を
迫
跡
す
る
と

い
う
関

係
いか
逆
転
す
る
が
J

こ
の
時
モ
ン
ス
タ

ー
は
こ
ん
色
の
イ
ジ
ケ
削
と
な
リ
進
心

白
を
発
し
な
が
ら
移
動
む
山
を
以
転
し

逃
げ
出
す
。

(H
N州
付
@
)
。
バ
ッ
ク

マ
ン
が
イ
ジ
ケ
モ
ン
ス
タ
ー
に
か
み
つ

く
と
効
山本
&
け
と
と
も
に
向
日
向
上
に
仰
山
…

が
ぷ
ポ
さ
れ
か
み
つ
か
れ
た
モ
ン
ス
タ

ー
は
目
下
.だ
け
と
な
っ
て
栄
に
民
リ、

巣
に
一炭一
る
と
と
も
に
.内
生
さ
れ
て
山
山
て

く
る

(
日
鉱
什
②
)
。

ま
た
、
辺
似
し
た
状
態
か
ら

正
に
一
一民

-1'"、

た
爆
発
の
絵
柄
が
記
憶
さ
れ
て
い
れ
ば

リ
ア

ル
な
爆
発
シ
!
ン
が
得
ら
れ
る
。

ホ

音

の

発

生

R
O
M
に
記
憶
さ
れ
て
い
る
抗
日
の
長

短
や
述
絞
に
つ

い
て
の
命
令
に
よ
っ
て
、

音
楽
及
び
効
果
音
の
デ
ー
タ
が
音
信
号

と
し
て
出
力
さ
れ
、
こ
れ
を
噌
幅
し
て

ス
ピ
ー
カ
ー
を
駆
動
す
る
こ
と
に
よ
り

音
楽
及
び
効
果
音
が
発
せ
ら
れ
る
。
な

お
、
効
果
背
に
闘
し
、
そ
の
専
用
発
生

回
路
を
持
つ
場
合
が
あ
る
。

ω
杉
像
及
び
立
国
の
表
現

mwに
お
い
て
影
像
投
ぴ
此
口
の
表
示
品
札

び
発
生
原
理
を
説
明
し
た
が

R
O
M
を

除
く
装
置
は
全
て
表
現
手
段
に
過
ぎ
な

い
。
ど
の
僚
な
泊口
を
あ
る
い
は
音
楽
を
、

ど
の
機
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
発
生
さ
せ
る

か
、
さ
ら
に
ど
の
よ
う
な
絵
柄
を
ど
の

よ
う
に
変
化
さ
せ
る
か
等
に
つ
い
て
は
、

人
が
作
曲
、
作
画
及
び
創
作
等
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
創
作
の
結
果

を
プ
ロ
グ
ラ
ム

(命
令
群
及
び
デ
!
タ

併
)
と
し
て

R
O
M
に
記
憶
さ
せ
て
初

め
て
、
創
作
者
の
思
い
通
り
の
影
像
や

泊闘
が
表
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

円

プ

ロ
グ
ラ
ム
、

R
O
M
及
び
影

像
等
の
関
連

ω
前
述
の
ビ
デ
オ
ゲ
|
ム
機
の
影

像
表
示
原
理
及
び
音
の
発
生
原
理
か
ら

明
ら
か
な
と
お
り
、
「
パ
ッ
ク
マ
ン
」

の
映
画
の
効
果
に
類
似
す
る
視
聴
覚
的

効
果
を
生
ぜ
し
め
る
構
成
要
素
は
、
プ

ロ
グ
ラ
ム

(命
令
群
と
デ
ー
タ
彬
)
を

収
納
し
た

R
O
M
で
あ
る
。

ω
右
の
構
成
要
素
た
る

R
O
M
の

形
成
過
程
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

イ

第

一
の
段
階
は
、
登
場
人
物
の

絵
柄

・
表
情
、
各
登
場
人
物
の
関
係
設

定
、
ス
ト
ー
リ
ー
の
作
成
、
各
場
前
に

お
け
る
効
果
音
、
ス
タ
ー
ト
及
び
挿
入

音
楽
の
作
州
、
色
調
等
の
ビ
デ
オ
ゲ
ー

ム
の
内
容
に
つ
い
て
の
創
作
が
な
さ
れ

る
。
右
の
内
容
が
省
作
権
法
第
二
条
第

一
号
に
い
う
「
思
想
又
は
感
紡
」
に
該

当
す
る
こ
と
は
、
こ
の
袈
件
が
極
め
て

広
く
、
単
な
る
「
考
え
」
と
か
「気
持
」

を
含
む
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
疑
問
の
余
地
は
な
い
。

ロ
第
二
の
段
階
は
、
第

一
の
段
階

で
与
、
手
句
れ
た
問
題
解
決

(諸
条
件
の

完
全
充
足
)
の
た
め
の
論
銅
山的
ス
テ

ッ

プ
を
定
め
た
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
の
開
発

で
あ
る
。

る
い
れ
仰
に
イ
ジ
ケ
モ
ン
ス
タ
ー
は
点
滅

し
そ
の
行
問
弁
行
す
る
。

ω
パ
ソ

ク
マ
ン

バ
ソ
ク
マ
ン
は
、

プ
レ
イ
ヤ
ー
が
妹

作
レ
バ
ー
を
l
，F
庇
わ
の
川
万
向
に
動

か
す
こ
・
と
に
よ
り
、
指

.小
ど
お
り
のい刀

向
に
進
行
し
、
作一山に
進
行
トク
川
に
日
を

バ
ク
パ
ク
さ
せ
、
エ
サ
と
U
が

一
殺
し

た
叫
に
エ
サ
を
食
べ
る
。
そ
し
て
モ
ン

ス
タ
ー
に
食
べ
ら
れ
る
と
効
果
肉
と
と

も
に
消
滅
す
る

(
M
U
M
付
⑦
)
。

白

川
以
像
の
説
明

「
パ
ソ

ク
マ
ン

亀
の
杉
山附
は
、
川
ア

ト
ラ
ク
ト

μ像、

ωプ
レ
イ
杉
像
、

ω

仲
人

ww
像
に
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

川

ア

ト
ラ
ク
ト
彬
像
に
お
い
て
は
、

登
場
人
物
と
ゲ
ー
ム
ル
|
ル
の
必
明
及

び
縦
似
プ
レ
イ
に
よ
る
ゲ

ー
ム
の
説
明

が
さ
れ
る

(H
鉱
け
①
、
②
)
。

ω
プ
レ
イ
山
村
保
は
、
ゲ
|
ム
機
に

プ
レ
イ
ヤ
ー
が
コ
イ
ン
を
投
入
し
た
後
、

目
鉢

ωの
山古
川
の
いけ山本
が
泌
炎
さ
れ
、

プ
レ
イ
ヤ
ー
が
パ
，
ッ

ク
マ
ン
を
ど
の
道

州
で
修
動
さ
せ
、
ど
こ
で
伴
止
さ
せ
る

か
に
よ
っ
て
、
九
モ
ン

ス
タ
ー
の
移
動

附
作
に
公
化
が
午
い
す
る
が
、
そ
の
変
化

は
の
限
で
あ
る

(u
u
m
付
③
な
い

し
③
、

⑪
、
@
、
⑮
、
⑬
、
⑬
な
い
し
@
)
。

ω
M仰人
山似
阪
は
、
日
付
川

ωの
山
宮
山

の
庁
楽
に
へ
い
わ
せ
て
、
三
純
矧
の
ア
ニ

メ
ー
シ

ョ
ン
が
州
向
に
映
し
出
さ
れ
る
。

ぉ
.
M
像
は
、
州
耐
布
山
川
中
止
八
か
ら

ん
端
へ
亦
色
モ
ン
ス
タ
ー
が
パ

ッ
ク

マ

ン
を
埠
跡
し
、
い
ず
れ
も
左
端
に
消
、
え

て
い
き
、
次
に
消
え
た
筒
所
か
ら
、
巨

大
化
し
た
ハ

ッ
ク
マ
ン
が
、
紺
色
に
変

わ
っ
た
モ
ン
ス
タ
ー
を
追
跡
し
、
幽
向

トれ
山
川
へ
消
え
て
い
く

(H
U帥
け

@
、⑬
)。

第
二

ww除
は
、
山
仰
は
ぱ
中
央
い
い
'H

色
め
ピ
ン
が
ぶ
ポ
さ
れ
、
右
端
か
ら
パ

γ
ク
マ

ン
が
坑
わ
れ
、

在
へ

移
動
し
、

い附い

て
バ
ッ

ク
マ
ン
を
追
っ
て
亦
色
モ

ン
ス
タ
ー
が
お
端
か
ら
ぶ
へ
と
絡
動
す

る
が
、
内
い

ピ
ン

に
赤
色
モ
ン
ス
タ
ー

の
仰
の
す
そ
が
ひ
っ
か
か
リ
、
山
収
が
伸

び
て
モ
ン
ス
タ
ー
は
庄
へ
進
行
で
き
な

く
な
る
。
や
が
て
、
服
が
ち
ぎ
れ
、
モ

ン
ス
タ
ー
は
、

M
を
上
ん
に
向
け
、
次

に
服
の
ち
ど
缶
、
れ
た
万
を
見
る
た
め
ト
仙
下

を
向
く

(
M
U
M
け
⑬
、
。
)

第
三
彩
阪
は
、
J
n
w恥
か
ら
パ

ッ
ク
マ

ン
、
そ
れ
を
追
っ
て
版
に
継
ぎ
を
し
た

ぶ
色
モ
ン
ス
タ
ー
が
収
わ
れ
、
十

κ
へ
消

ハ

第

三
の
段
階
は
、
フ
ロ
ー
チ
ャ

ー
ト
に
必
づ
き
、
フ
ォ
ー
ト
ラ
ン
な
ど

の
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
に
よ
り
警
か

れ
た
ソ

l
ス

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
で

あ
る
。

ニ

第
四
の
段
階
は
、
ソ

l
ス

・
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
が
解

説
で
き
る
機
械
言
語
に
一
対
一
に
対
応

し
た
記
号
語
(
ア

y
セ
ン
プ
ラ
言
語
)

に
翻
訳
し
た
ア

ッ
セ
ン
ブ
リ

・
プ

ロ
グ

ラ
ム
の
作
成
で
あ
る
。

ホ

策

.h
の
段
階
は
、
ア
ツ
セ
ン
ブ

リ

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
機
械
言
語
に
し
た

上
で
、

一
連
の
従
気
筒
黙
を
与
、
え
る
装

置
に
転
換
し
た
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト

・
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
作
成
で
あ
る
。
そ
し
て
、

R

O
M
は
こ
の
よ
う
な
オ
ブ
ジ

ェ
ク
ト

・

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
収
納
し
た
も
の
で
あ
る
。

ゆ

と

こ

ろ

で

、

ソ

l
ス

・
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
よ
、
♂
に

「
舎
か
れ
た
形
態
」
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
そ
れ
自
体
著
作
物
と

し
て
保
護
さ
れ
る
が
、
こ
れ
を
オ
ブ
ジ

ェ
ク
ト

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て

R
O
M

に
収
納
し
、
そ
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
と
し

て
表
示
装
置
上
に
表
現
さ
れ
る
彩
像
、

音
は
、

R
O
M
形
成
過
程
の
第

一
の
段

階
に
示
し
た

「思
想
又
は
感
紛
」
を
枕

聴
覚
的
に
表
現
す
る
も
の
で
あ
っ
て、

「告
か
れ
た
形
態
」
の
ソ
ー
ス

・
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
は
表
現
方
法
に
お
い
て
完
全

に
異
な
っ
て

い
る
。

し
た
が

っ
て
、
そ
の
者
作
物
と
し
て

の
保
護
は
、
表
現
形
態
に
応
じ
た
映
画

の
著
作
物
と
し
て
の
も
の
で
あ
る
べ
き

で
あ
る
。

山
開
右
の
ソ
ー
ス

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

影
像
、
音
等
と
の
関
連
を
、

一
般
の
映

画
と
比
航
私
す
れ
ば
そ
の
関
連
は
よ
り

-

層
明
ら
か
と
な
る
。

す
な
わ
ち
、
映
画
の
製
作
過
程
は
基

本
的
に
は
監
督

・
脚
本
及
び
演
出
、
並

び
に
管
制
刊
及
び
作
曲
等
一
連
の
彩
像
作

出
の
た
め
の
創
作
的
活
動
と
作
出
さ
れ

た
影
像
の
録
画
な
い
し
フ
ィ
ル
ム
へ
の

固
定
と
い
う
機
械
的
活
動
と
に
分
析
し

得
る
。

こ
れ
を
ビ
デ
オ
ゲ
|
ム
機
に
つ
い
て

み
る
に
、
前
述
の

R
O
M
形
成
過
程
の

第

一
・
な
い
し
第
四
段
階
は
彩
像
作
出
の

た
め
の
創
作
的
活
動
と
考
、
手
」
り
れ
る
し
、

同
第
五
段
階
は
フ
ィ
ル
ム
へ
の
固
定
と

い
う
機
械
的
活
動
と
評
価
し
得
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

在

へ
消
え
た
後
、

れ
た
附
仰
を
引
き
ず

っ
て
み
色
モ
ン
ス
タ

ー
の
中
身
だ
け
が
、
般
を
動
か
し
な
が

ら
、
十江
端
か
ら
現
わ
れ
、
布
端
へ
消
え

て
い
く

(H
u
m
付
⑪
、
⑬)。

川

以
上
の
と
お
り
、

「
パ
ッ

ク
マ

ン
し
は
、
山
単
純
な
ゲ

l
ム
を
越
え
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
例
性
を
持
っ
た
モ
ン
ス
タ

ー
と
パ
ソ
ク
マ
ン

(
そ
れ
は
プ

レ
イ
ヤ

ー
肉
身
で
も
あ
る
。
)
と
の
ス
リ
リ
ン

グ
ら
チ
ェ

イ
サ
|
物
ア
ニ
メ
ー
シ

ョ
ン

映
州
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
モ
ン
ス
タ

ー
の
自
の
品刊
さ
、
そ
の
表
的
は
非
常
に

コ
ミ
カ
ル
て
あ
る

一
方
、
モ
ン
ス
タ
ー

の
移
動
速
度
等
に
よ
り、

プ
レ
イ
ヤ
ー

を
し
て
肉
迫
す
る
モ
ン
ス
タ
ー
か
ら
の

逃
定
を
北
市
に
ス
リ
リ
ン
グ
な
も
の
と

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
将
入

μ

像
は
令
一
く
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
そ
の
も
の

で
あ
る
。

え
て
い
き
、

脱
が
さ

E
J

「
ぞ

，
、

ノ

作
物
該
当
性

「
バ
ッ
ク
マ
ン
」
は
、
以
下
に
説
明

す
る
と
お
り
、
H

げ
作
惟
法
上
の
映
画
の

昌
作
物
に
該
当
す
る
。

付

ビ

テ

オ
ゲ

l
ム
機
の
説
明

ω
ビ
デ
オ
ゲ

l
ム
機
の
特
徴

ビ
テ
オ
ゲ
ー
ム
機
と
は
、

コ
ン
ビ
斗

|
夕
|
シ

ス
テ
ム
の
記
憶
装
道

(
R
O

M
)
に
収
納
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

令
群
と
デ
ー
タ
俳
)

ツ
ク
マ
ン
」
の
映
画
の
必

(
A叩

を
中
央
処
理
装
置

に
よ
り
読
み
と
り
、
順
次

そ
の
命
令
を
実
行
し
て
ブ
ラ
ウ
ン
符
上

に
移
動
彬
像
及
び
凶
定
彩
像
と
し
て
映

し
出
し
、
ま
た
、
そ
の
移
動
会
化
に
応

じ
て
t
n
楽
及
び
効
栄
丘
を
ス
ピ
ー
カ
ー

か
ら
発
小
し
さ
せ
る
、
ゲ
ー
ム
プ
レ
イ
ヤ

ー
介
入
烈
コ
イ
ン
作
動
式
ゲ
ー
ム
機
で

あ
る
。

(C
P
U
)
 

ブ
ラ
ウ
ン

ゲ
ー
ム
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
、

営
上
の
移
動

μ像
及
び
凶
定
彩
像
の
変

化
を
μ
凡
な
が
、
旬
、
操
作
部
を
操
作
し
て

特
定
の
杉
像
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
、

両
彬
仙
怖
が
表
現
す
る
ゲ

l
ム
ス
ト
ー
リ

ー
に
参
加
し
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

ω
ビ
デ
オ
ゲ

l
ム
機
の
彩
像

ビ
デ
オ
ゲ

l
ム
機
の
彬
像
は
、
プ
レ

イ
ヤ
ー
の
介
入
が
吋
能
な
プ
レ
イ
映
像

並
び
に
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
介
入
が
不
可
能

で
、

R
O
M
に
収
納
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
法
づ
い
て

一
定
時
間
単
位
の
連
続

杉
像
が
繰
り
返
し
表
現
さ
れ
る
ア
ト
ラ

ク
ト
彩
像
及
び
紳
入
彬
像
の
三
つ
に
分

，-. ，、

し
た
が

っ
て
、
脚
本
肉
体
が
書
か
れ

た
も
の
と
し
て
言
語
の
答
作
物
と
し
て

保
滋
さ
れ
る

一
方
、

一
日
一こ
れ
が
他
の

創
作
的
活
動
と
相
ま
っ
て
映
固
化
さ
れ

る
や
映
画
の
若
作
物
と
し
て
独
自
に
保

議
さ
れ
る
に
至
る
と
同
じ
く
、
ソ
ー
ス
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
言
語
の
著
作
物
と
し
て

保
護
す
る

一
方
で
、
影
像
化
さ
れ
た
も

の
を
映
画
の
著
作
物
と
し
て
保
護
す
る

こ
と
は
、
箸
作
権
法
上
何
ら
支
隊
の
存

し
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

日

映
画
の
著
作
物
の
要
件
該
当
性

ω
映
画
の
著
作
物
は
、
著
作
権
法

第
二
条
第
三
項
で
定
義
さ
れ
て
お
り
、

一
般
に
、

「
思
想
又
は
感
怖
を
創
作
的

に
表
現
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
文
芸
、

学
術
、
美
術
又
は
音
楽
の
純
聞
に
属
す

る
も
の
が
、
映
画
の
効
呆
に
煩
似
す
る

視
覚
的
又
は
視
聴
覚
的
効
果
を
生
じ
さ

せ
る
方
法
で
表
現
さ
れ
、
か
つ
物
に
悶

定
さ
れ
て
い
る
も
の
」
と
解
さ
れ
て
い

ヲ令
。

ω
「
パ
ッ
ク
マ
ン
」
が
右
の
要
件

に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
か
否
か
に
つ

い
て
み
る
に
、

「パ

ッ
ク
マ
ン
」
は
、

前
記
の
と
お
り
の
ゲ
ー
ム

・
ル
ー
ル
及

び
追
跡
劇
を
テ
|
?
と
す
る
ス
ト
ー
リ

ー
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の

表
双
方
法
は
、

R
O
M
形
成
過
程
に
つ

い
て
述
べ
た
と
お
り
、
創
作
性
を
有
す

る
も
の
で
あ
る
。
更
に
、

「
パ
ッ

ク
マ

ン
」
が
文
芸
、
学
術
、
美
術
又
は
音
楽

の
純
聞
に
属
す
る
こ
と
も
、

「
バ
ッ
ク

マ
ン
」
が
追
跡
劇
を
テ
!

?
と
す
る
こ

と
及
び
そ
の
美
術
的
効
果
、
音
楽
的
効

栄
を
具
備
す
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で

あ
る
。ま

た

映
画
の
効
来
に
類
似
す
る
統

覚
的
又
は
視
聴
覚
的
効
果
を
生
じ
さ
せ

る
方
法
で
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、

「
パ
ッ

ク
マ
ン
」
が
動
き
を
感
じ
さ
せ

る

一
速
の
連
続
的
影
像
よ
り
成
り
立
っ

て
い
る
こ
と
及
び
前
記

2
の
と
お
り
の

視
聴
覚
的
効
果
を
有
し
て
い
る
こ
と
か

ら

こ

れ

を

ι同
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

更
に
、

「
バ
ッ
ク
マ
ン
」
の
影
像
表

現
、

す
な
わ
ち
そ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー、

表
現
さ
れ
た
ス
ト
ー
リ
ー
及
び
ル

l
ル
、

音
楽
等
は
ビ
デ
オ
ゲ

l
ム
機
の
説
明
よ

R
O
M
に
固
定

り
明
ら
か
な
と
お
り、

さ
れ
て

い
る
。

ω
以
上
の
と
お
り
で
あ
る
か
ら
、

「
パ
ッ
ク
マ
ン
」
が
映
画
の
著
作
物
に

....... 

け
ら
れ
る
。
似
し
、

も
の
も
あ
る
。

イ

プ

レ

イ

杉

像

コ
イ
ン
投
入
後
に
表
現
さ
れ
る
杉
像

で
あ
る
。
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
特
定
の
wM
像

を
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
し
、
的
怜
動
彩
像
M

札
ぴ

同
定
彩
像
が
表
現
す
る
ゲ

l
ム
ス
ト
ー

リ
ー
に
参
加
で
き
、

一
定
粂
川
円
(
時
間

又
は
失
敗
の
幽
数
)
に
な
る
ま
で
プ
レ

イ
で
き
る
。
効
附
ポ
也円
、
k
n
山
本
が
発
せ
ら

仲
人
映
像
が
な
い

れ
る
。

同
仲
動
杉
像
及
び
悶
定
彩
像
は
、

イ
ヤ
ー
の
操
作
に
よ
る
特
定
杉
像
の
変

化
に
応
じ
た
変
化
を
す
る
た
め
、
プ
レ

イ
ヤ
ー
の
操
作
に
法
づ
い
て
全
影
像
が

変
化
し
て
い
る
機
に
見
え
る
が
、
プ
レ

イ
ヤ
ー
の
操
作
に
法
づ
い
て
修
動
彩
像

及
び
回
定
影
像
に

一
半
の
変
化
を
さ
せ

る
命
令
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
命
令
鮮
の
中

に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ

っ
て
、

プ
レ
イ
ヤ
ー
が
公
化
さ
せ
て

い
る
の
で

は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

・あ
る
プ
レ
イ

ヤ
ー
が
行
な
っ
た
と

M
F
の
燥
作
を
別

の
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
行
な

っ
た
場
人
け
に
は
、

移
動
杉
像
及
び
凶
定
彩
像
の
変
化
は
必

ず
同
一
と
な
る
。
す
な
わ
ら
、
プ
レ
イ

杉
像
は

n
n
O
M
に
収
納
さ
れ
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
基
づ
い
て
現
わ
れ
る
。

ロ

ア

ト
ラ
ク
ト
彩
倣

ゲ
ー
ム
終
了
後
υ人
は
屯
滅
入
力
後
コ

イ
ン
が
投
入
さ
れ
る
ま
て
の
問
、
規
則

的
に
繰
り
返
し
表
現
さ
れ
る
彬
像
で
あ

る
。
こ
の
彩
像
は
、

R
O
M
に
収
納
さ

れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
い
て
税
わ
れ

る
。
出
円
楽
及
び
効
果
背
は
出
な
い

こ
と

f
y

、。

カ

晶
〉

-v

ハ
挿
入
山
似
品
開

プ
レ
イ
ヤ
ー
が
プ

レ
イ
山
・
に
一

定
条

件
を
満
た
す
併
に
表
問仇
さ
れ
る
彩
像
で

あ
る
。
こ
の
彩
像
は
、

R
O
M
に
収
納

さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
法
づ
い
て
現
わ

れ
る
。
し乱円
山
波
及
び
効
果
官
同
を
伴
う
こ
と

が
多
い
。

ω
ビ
デ
オ
ゲ

i
ム
機
の
彩
像
表
ぃ
小

原
理
及
び
音
の
発
生
原
則

イ

全
体
の
椛
成

川以
像
並
び
に
音
楽
及
び
効
果
音
と
関

係
の
あ
る
部
分
は
、

R
O
M
、
制
御
凶

路
、
表
r
小装叩
一m
M札
び
線
作
装
置
で
あ
る

の
で
、
こ
れ
ら
の
部
分
を
次
に
ぬ
げ
る

ブ

レ

図
に
基
づ
い
て
説
明
す
る
。

図
中
の

A
は
い永一
小
装
出

(ブ
ラ
ウ
ン

官
と
ス
ピ
ー
カ
ー
)
で
あ
る
。

こ
の
装

，.... 
『

該
当
す
る
こ
と
は
疑
問
の
余
地
が
な
い
。

4

仮
に
「
パ
ッ

ク
マ
ン
」
が
著
作

権
法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
映
画

の
著
作
物
に
該
当
し
な
い
と
し
て
も
、

右
「
パ
ッ
ク
マ
ン
」
の
祝
聴
覚
的
表
現

は
同
法
第
二
条
第
一
項
第

一
号
に
規
定

さ
れ
た
著
作
物
に
該
当
す
る
。
す
な
わ

ち
、
著
作
権
法
は
、
第
一

O
条
に
例
示

さ
れ
た
表
作
物
以
外
の
も
の
は
、
著
作

権
保
護
に
附
す
る
明
示
規
定
を
置
い
て

い
な
い
の
で
、
右
例
示
以
外
の
著
作
物

の
送
作
権
は
、
性
質
上
表
現
形
成
が
類

似
す
る
第

一
O
条
に
例
示
さ
れ
た
著
作

物
に
準
じ
て
保
設
す
る
ほ
か
は
な
い
。

し
た
が
っ
て
、

「
パ
ッ

ク
マ
ン
」
の
悦

聴
覚
的
表
現
は
、
同
法
第
二
条
第

一一
項

第

一
号
及
び
第
二
六
条
の
準
用
な
い
し

餓
推
適
用
に
よ
り
保
護
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
。

被
告
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
「
マ
イ
ア

ミ
」
と
の
名
称
で
都
内
で
多
数
の
喫
茶

胞
を
経
営
し
て
い
る
が
、
昭
和
五
五
年

一
O
月
以
降
、
原
告
の
「
パ
ッ
ク
マ
ン
」

の
映
阿
の
上
映
権
を
侵
害
す
る
行
為
で

あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
も
し
く
は

過
失
に
よ
り
こ
れ
を
知
ら
な
い
で
、
被

告
酢
心
興
業
株
式
会
社

(以
下

「被
告

僻
心
興
業
μ

と
い
う
。
)
及
び
被
告
株

式
会
社
永
楽

(以
下

「
被
告
永
楽
」
と

い、
7
。
)

に
お
い
て
は
そ
の
経
営
す
る

庖
舗
で
そ
れ
ぞ
れ
少
な
く
と
も
二
台
、

被
告
株
式
会
社
酔
心

(
以
下
「
被
告
酔

心
」
と
い
う
。
)
に
お

い
て
は
、
同
じ

く
少
な
く
と
も
一
台
の
「
パ
ッ
ク
マ
ン
」

の
無
断
絞
製
ビ
デ
オ
ゲ

l
ム
機
を
設
置

し
て
こ
れ
を
よ
映
し
て
い
る
。

6

原
告
は
、
被
告
ら
の
右

「
パ
ッ

ク
マ
ン
」
の
上
映
権
の
侵
答
に
よ
り
損

害
を
被
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、

「
パ
ッ
ク

マ
ン
」
ビ
デ
オ
ゲ
l
ム
機
一
台
を
喫
茶

庖
な
ど
に
設
置
上
映
す
る
こ
と
に
よ
り

得
ら
れ
る
純
利
益
額
は
平
均
月
一
三
万

四
九
四
七
円
で
あ
る
か
ら
、

被
告
酔
心

興
業
及
び
被
告
永
楽
は
昭
和
五
五
年
一

5 
O
月
一

五
日
か
ら
昭
和
五
六
年
六
月
一

四
日
ま
で
の
八
ヶ
月
間
に

「
バ
ッ
ク
マ

ン
」
無
断
複
製
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
機
に
よ

り
二
一
五
万
九

一
五
二
円
の
、
同
じ
く

被
告
酔
心
は
同
期
間
に
一

O
七
万
九
五

七
六
円
の
利
誰
を
そ
れ
ぞ
れ
得
た
と
認

め
ら
れ
る
の
で
、
著
作
権
法
第
一
一
四

条
第

一
項
に
よ
り
右
利
益
綴
は
原
告
の

被
っ
た
加
害
額
と
推
定
さ
れ
る
。

) 
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よ
っ
て
、
似
品
n
は
被
汗
ら
に
対
し
、

映
両
の
符
作
権
の
叫
喰
い
に
よ
る

m
u川

俄
治
ボ
と
し
て

6
記
峨
の
れ
金
以
の
支

払
及
び
布
各
A
抗
日
に
対
す
る
不
法
行
為

後
で
あ
る
附
初
五
六
年
六
川
月

一
五
日
以

降
名
立
払
怖
に
ポ
る
ま
で
民
法
所
定
年

五
分
の
訓
A
H
に
よ
る
混
同
地
州
山
札
口A
恨
の
ぶ

払
を
ボ
め
る
。

請
求
の
原
因
に
対
す
る

被
告
ら
の
認
否

一一
る
。1

d
ボ
の
同
略
国
l
の
が
尖
は
認
め

同
2
の
事
実
中
、
「
バ
ッ
ク
マ

ン
」
が
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
州
で
あ
る

こ
と
は
再
認
す
る
が
、
そ
の
内
容
が
原

告
主
張
の
と
お
り
で
あ
る
こ
と
は
認
め

る
。 2 3

同

3
中
、

「
パ
ッ
ク
マ
ン
」
が

官
官
作
権
法
上
の
映
画
の
狩
作
物
に
該
当

す
る
こ
と
は
争
う
が
、
ビ
デ
オ
ゲ
|
ム

出
械
が
原
告
主
娠
の
と
お
り
の
も
の
で
あ

り、

R
O
M
が
原
血
ワ
モ
娠
の
と
お
り
の

形
成
過
位
を
紙
て
作
成
さ
れ
る
こ
と
は

認
め
る
。

4

同
5
の
事
実
小
、
被
作
ら
が
似

告
の

「
ハ
ッ
ク
マ
ン
」
の
映
州
の
し
し
映

拡
を
ハ
M
3し
た
と
す
る
山
…
は

f

小
川
制
附
す
る

が
、
そ
の
余
は
必
め
る
。
な
お
、
被
作

ら
が

「
パ
ッ
ク
7

ン
」
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム

出
慨
を
他
か
ら
購
入
し
た
際
、
こ
札
が
無

断
絞
制
点
口
附
で
あ
る
こ
と
を
過
失
に
よ
り

知
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
認
め
る
。

5

同
6
の
下
実
中
、
被
告
ら
が
原

告
主
張
の
と
お
り
の
利
益
を
得
た
こ
と

は
認
め
る
。

一一一

被
告
ら
の
主
張

「パ

ッ
ク
マ
ン
」
は
、
映
耐
の
脊
作

物
で
は
な
い
。

ー
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
機
の
本
米
の
目

的
は
、
利
川
悼
引
が
ゲ
ー
ム
機
を
日
ら
燥

作
し
な
が
ら
、
川
町
内
…
を
市
一
ね
、
ゲ
ー
ム

を
淡
し
む
こ
と
に
あ
り
、
そ
こ
に
映
し

出
さ
れ
た
彬
伶
は
、

利
川
行
が
ゲ
ー
ム

を
行
う
た
め
の
市
な
る
辺
ハ
ハ
に
す
町
、
な

く
、
本
質
的
に
は
、
将
は
、
チ
ェ
ス
の

駒
と
総
等
の
ゲ

l
ム
川
H

山
と
ん
ιく
同
じ

性
質
の
も
の
で
あ
る
。
杉
山
は
に
収
れ
る

登
場
人
物
に
与
え
ら
れ
た
名
品
料
、
役
川
、

形
状
、
移
動
の
万
法
、

相
手
と
遭
遇
し

た
際
の
優
劣
、
勝
敗
等
に
つ
い
て
も
、

将
棋
、
チ
ェ
ス
の
駒
等
に
与
え
ら
れ
て

る

5

h

コ合

ハけ

内
容
の
要
件
は
、
死
に
次
の
ニ

つ
に
分
け
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

ω
忠
恕

X
は
感
仰
を
創
作
的
に
ぷ

現
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

ω
文
去
、
学
術
、
尖
術
又
は
向
山
械

の
範
附
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

円

h

伯

ωの
渓
件
の
っ
ち
、

「
忠
忽

又
は
感
的
」
は
、
厳
格
な
立
味
で
用
い

ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
お
よ
そ
忠

怨
も
感
情
も
皆
無
で
あ
る
も
の
は
除
く

と
い
っ
た
程
度
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て

い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
人
間
の
粕
神
活

動
全
般
を
指
す
も
の
で
あ
る
と
解
す
る

の
が
相
当
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

「思

想
」
と
「
感
情
」
の
区
別
も
特
に
問
題

と
す
る
必
要
が
な
い
と
い
え
る
。

ま
た
、
「
創
作
性
」
に
つ
い
て
は
、

い
わ
ゆ
る
完
全
な
る
無
か
ら
有
を
生
じ

さ
せ
る
と
い
っ
た
厳
絡
な
立
味
で
の
独

創
牲
と
は
異
な
り
、
荷
作
物
の
外
部
的

炎
現
形
式
に
符
作
者
の
例
性
が
現
わ
れ

て
い
れ
ば
そ
れ
で
卜
分
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

門

前
芯

ωの
要
件
の
う
ち
、
「
文

句
五
、
午
術
、
美
術
又
は
行
楽
」
と
い
う

の
も
、
厳
絡
に
区
分
け
し
て
用
い
ら
れ

て
い
る
め
で
は
な
く
、
知
的
、
文
化
的

精
神
活
動
の
所
産
全
般
を
桁
す
も
の
で

あ
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
、
談
務
作

物
が
ど
の
分
野
に
泌
す
る
か
を
総
定
す

る
実
益
は
な
い
。

な
お
、
知
的
、
文
化
的
料
神
的
動
の

所
産
と
い
い
う
る
か
否
か
は
、
創
作
さ

れ
た
ら
の
が
社
会
的
に
ど
の
よ
う
に
利

用
さ
れ
る
か
と
は
、
必
ず
し
も
闘
係
が

な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

創
作
さ
れ
た
も
の
が
、
芸
術
作
品
と
し

て
鑑
賞
さ
れ
よ
う
と
、
学
究
目
的
で
利

用
さ
れ
よ
う
と
、
全
く
の
娯
楽
目
的
で

利
用
さ
れ
よ
う
と
実
用
自
助
で
利
用
さ

れ
よ
う
と
、
ま
た
、
本
件
に
即
し
て
い

え
ば
、
遊
戯
目
的
で
利
用
さ
れ
よ
う
と
、

そ
の
こ
と
は
、
持
作
物
性
に
山
砂
押
を
与

え
る
も
の
で
は
な
い
と
解
す
る
の
が
相

当
で
あ
る
。

6

次
に
、
映
阿
の
官
官
作
物
に
は
、

特
に
上
映
怖
と
頒
布
他
が
総
め
ら
れ
て

い
る
が
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
映
耐
の
者

作
物
の
範
聞
に
つ
い
て
何
ら
か
の
限
定

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ど
う
か
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

い
る
そ
れ
と
、
本
質
的
に
は
何
ら
変
わ

る
こ
と
が
な
い
。
た
と
え
ば
、
王
将

金
将
、
佐
川
内
、
ナ
イ
ト
、
ク
イ
ー
ン
、

ビ
シ
ョ
ッ
プ
等
の
名
休
が
付
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
に
川
引
の
形
状
と
役
加
と
修
仙

の
い
刀
法
が
定
め
ら
れ
、
相
千
に
遺
過
し

た
際
に
は
、
定
め
ら
れ
た
ル

l
ル
に
よ

り
州
予
の
駒
を
取
る
(「

ハ
ッ
ク
マ
ン
」

で
い
え
ば
、
モ
ン
ス
タ
ー
を
食
べ
る
J

こ
と
が
で
き
る
。

以
上
の
と
お
り
で
あ
る
か
ら
、
到
・
ほ

ゲ
ー
ム
機
に
収
れ
持
さ
れ
て
い
る
ビ
デ
オ

ゲ
l
ム
を
映
画
の
符
作
物
と
目
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。

2

映
酬
の
著
作
物
を
収
録
し
た
物
、

そ
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
劇
場
周
の

映
画
フ
ィ
ル
ム
は
、
通
常
の
商
品
の
よ

う
に
、

一
般
の
消
代
行
に
対
し
て
直
接

販
売
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
利

川
は
、
山
中
ら
映
州
制
作
お
に
お
い
て

映
回
配
給
業
者
を
辿
じ
て
、
主
と
し
て

代
目
借
契
約
の
万
式
に
よ
り
、
映
両
フ

ィ
ル
ム
等
を
上
映
す
る
劇
場
そ
の
他
に

配
給
す
る
ト
刀
法
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。

仙
川
州
製
作
折
は
、
こ
の
よ
う
な
万
式

に
よ
っ
て
、
映
同
制
点
作
作
H
b』何
似
し
、

利
伎
を
や
げ
て
い
る
む
の
で
あ
り
、
し

た
が

っ
て
、
映
州
製
作
行
と
し
て
は

映
副
フ
ィ
ル
ム
の
上
映
及
び
狐
衡
に
つ

い
て
は
、
そ
の
相
子
十
刀
、
地
域
、
期
間

等
に
つ
い
て
、
何
ら
か
の
縦
制
を
す
る

必
要
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
映
州
の
汗
作
物
に
つ

い
て
は
、
市
場
で
の
流
通
の
方
式
が
他

の
著
作
物
と
全
く
異
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
著
作
権
法
は
、
特
に
映
画
の
著

作
物
に
つ
い
て
だ
け
、
例
外
的
に
、
著

作
権
の
太
平
米
の
内
容
と
し
て
の
複
裂
権

の
外
に
、
上
映
権
及
び
狐
衛
権
を
認
め

て
い
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
題
旨
か
、
り
す
れ
ば
、
ル
行
作
依

法
第
二
条
第
三
項
に
い
う

「
峡
州
の
効

州市
に
矧
似
す
る
悦
覚
的
え
は
悦
聴
覚
的

効
川
市
を
生
じ
さ
せ
る
h
H
法
で
災
現
さ
れ
、

か
っ
、
物
に
同
定
さ
れ
て
い
る

HN作
物

と
は
、
映
州
フ
ィ
ル
ム
と
川
じ
必
泊
h
H

ぃ
八
に
従
っ
て
利
川
さ
れ
る
テ

レ
ビ
政
送

川
の
テ
レ
ビ
フ
ィ
ル
ム
、
ビ
デ
オ
テ
ー

プ
吟
に
以
蝕
さ
れ
て
い
る
符
作
物
を
指

す
似
旨
と
解
さ
れ
、
前
述
の
よ
・
?
な
流

泊
万
式
会
』
と
ら
な
い
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
機

に
収
録
さ
れ
て
い
る
ビ
デ
オ
ゲ

l
ム
は
、

石
の
胤
定
に
該
当
し
な
い
も
の
と
い
わ

... ‘ 
映
画
の
著
作
物
に

つ
い
て
特
に
上
映

権
と
頒
布
線
が
認
め
ら
れ
て
い
る
立
法

腿
旨
は
、
主
と
し
て
、
劇
場

m映
画
の

フ
ィ
ル
ム
配
給
の
実
態
を
保
護
す
る
た

め
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

-M作
柿
法
は
、
劇
場
周
映
阿
に
限
り
上

映
倫
明
サ
を
認
め
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

広
〈
映
画
の
若
作
物
全
般
に
つ
い
て
こ

れ
ら
を
認
め
て
い
る
か
ら
、
劇
場
川
映

州
で
な
い
映
画
の
答
作
物
、
例
え
ば
市

版
さ
れ
て
い
る
ビ
デ
オ

・
カ
セ

ッ
ト
や

一
六
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
に
収
録
さ
れ
て
い

る
映
画
、
家
庭
内
で
撮
影
さ
れ
た
ビ
デ

オ
テ
ー
プ
や
八
ミ
リ
フ

ィ
ル
ム
で
そ
の

内
容
が
著
作
物
性
を
有
す
る
も
の
に
つ

い
て
も
、
上
映
権
等
が
認
め
ら
れ
て
い

る
も
の
と
解
す
る
ほ
か
は
な
い
。
そ
し

て
、
少
な
く
と
も
、
市
販
の

二
ハ
ミ
リ

フ
ィ
ル
ム
に
収
録
さ
れ
た
映
画
や
家
庭

内
で
搬
影
さ
れ
た
八
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
で

そ
の
内
谷
が
著
作
物
性
を
有
す
る
も
の

が
立
法
当
時
広
〈
存
在
し
て
い
た
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
官
官
作
権
法
が

映
州
の
符
作
物
全
般
に
わ
た
り
上
映
権

等
合
認
め
た
こ
と
は
、
前
記
の
立
法
趣

U
H
だ
け
で
は
充
分
に
説
明
し
切
れ
な
い

も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
立
法

の
動
機
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た

に
せ
よ
、
目
針
作
総
法
が
、
劇
場
周
映
画

と
は
全
く
取
引
実
態
を
異
に
す
る
も
の

で
あ
っ
て
も
、
映
画
の
苫
作
物
に
該
当

す
る
以
上
、
上
映
権
等
を
認
め
る
と
の

立
場
を
と
っ
た
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
取
引
笑
態

が
異
な
る
こ
と
を
理
由
に
上
映
権
等
を

制
限
し
た
り
、
映
画
の
著
作
物
に
該
当

し
な
い
も
の
と
し
た
り
す
る
こ
と
は
、

現
行
法
の
解
釈
と
し
て
は
採
用
で
き
な

い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

三
以
上
の
著
作
権
法
の
解
釈
に
基

づ
い
て
、
「
パ
ッ
ク
マ
ン
」
が
映
画
の

著
作
物
の
妥
件
を
充
足
し
て
い
る
か
湾

か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

-

ぷ

現

方

法

「
パ
ッ
ク
マ
ン
」
は
、
テ
レ
ビ
と
岡

山
仰
に
杉
伐
を
ブ
ラ
ウ
ン
管
上
に
映
し
出

し、
h

ハ
O
分
の
一
秒
ご
と
に
フ
レ
ー
ム

を
人
れ
叫
甘
え
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
符

伐
を
動
い

て
い
る
よ
う
に
見
せ
る
ビ
デ

オ
ゲ
ー
ム
で
あ
る
こ
と
は
前
判
示
の
と

お
り
で
あ
り
、
こ
れ
が
映
画
の
著
作
物

の
表
現
万
法
上
の
曲
賞
作
で
あ
る
「
映
画

の
効
栄
に
鎖
以
す
る
筏
覚
的
効
果
を
生

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
の
符
作
怖
に
つ
い

て

は
、
仙
川
両
の
符
作
物
と
し
て
で
は
な
く
、

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
す
な
わ
ち
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
符
作
物
の
問
題
と

し
て
把
え
る
べ
さ
で
あ
る
。

3

ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
を
映
州
の
刊
行
作

物
と
仰
附
す
る
こ
と
に
な
る
と
、
中
1
然、

k
映
縦
及
び
制
作
怖
が
必
め
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
。

し
か
し
、

「
パ
ッ
ク
マ
ン
」
を
合
め
、

ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
機
は
、
一
初
期
間
に
大
量

に
生
産
さ
れ
、
込
山
必
に
、
転
々
と
t
d
放

さ
れ
る
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
商

品
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
般
に
、
こ

れ
ま
で
の
業
界
に
お
け
る
ヒ
デ
オ
ゲ
ー

ム
機
の
取
引
傾
向
で
は
、
新
製
品
に
対

す
る
嵩
裂
が
旺
胤
で
、
活
発
に
取
引
が

行
わ
れ
る
期
間
は
、
新
制
点
H

聞
が
市
販
さ

れ
て
か
ら
、
人
気
商
品
で
約
コ
一カ
月
な

い
し
阿
カ
円
で
あ
り
、
そ
の
則
聞
を
は
杭

過
す
る
と
、
大
体
ユ
ー
ザ
ー
に
ひ
と
と

お
り
製
品
が
行
き
波
る
の
と
、
利
用
容

に
飽
き
ら
れ
る
た
め
、
川
宮
は
冷
え
込

み
、
取
引
は
は
急
激
に
減
引
出
し
て
し
ま

う
の
が
実
仙
で
あ
る
。
そ
し
て
、
げ
作

陥
行
た
る
メ
ー
カ
ー
は
、
向
か
な
則
川

内
の
取
引
に
よ
っ
て
、
多
.仙
閉
め
利
低
を

学
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
る
に
、
上
映
俄
及
び
頒
布
依
が

訂
定
さ
れ
る
と
、
布
の
よ
う
な
性
絡
の

商
品
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
化
世
絵

取
川
似
業
身
、
ユ
ー
ザ
ー
等
は
、
そ
の

m

度
、
指
紋
波

X
は
上
映
に
つ
い
て
、
山
芯
作

権
者
た
る
メ
ー
カ
ー
に
対
し
、
持
活
を

求
め
、
な
に
が
し
か
の
金
銭
の
支
払
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
制
約
を
負
・フ
こ

と
に
な
り
、
却
っ
て
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
機

の
大
な
か
っ
迅
速
な
流
通
が
円
滑
に
行

わ
れ
ず
、
取
引
の
実
態
に
も
ム
円
わ
な
い

結
来
と
な
り
妥
当
で
な
い
。

第
三

証
拠

本
件
い
山
対
中
の
川
町
川
口
似
品
川
ぴ
川
人

山
中
寸
日
付
仰
の
必
械
を
引
川
す
る
。

理
由

一

d
ボ
の
川
町
凶
1
の
が
ス
及
び
同

2
の
J
P
実

(似
し
、
「
パ

ッ
ク
7

ン
」

が
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
凶
で
あ
る
こ
と

'‘ 

じ
さ
せ
る
方
法
で
表
現
さ
れ
て
い
る
」

と
の
要
件
を
充
足
す
る
こ
と
は
、
前
二

に
お
け
る
判
示
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

'
'
7
r
.ト
H
t
v
λ
y

ぃ、、

例記

?
?
i
1
叫
川
プ
ル

ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
機
の
榔
遣
は
前
判
・
一小

の
と
お
り
で
あ
り
、
一
決
す
る
に
、
ブ
ラ

ウ
ン
管
L
L
に
映
し
出
さ
れ
る
杉
倣
は
、

絵
柄
、
文
?
な
ど
す
べ
て
そ
の
ま
ま
あ

る
い
は
分
制
し
て
そ
れ
ら
を
生
ず
る
基

本
的
に
は
二
進
数
の
屯
気
信
ザ
を
発
生

で
き
る
形
て

R
O
M
ぷ
記
憶
さ
れ
て
お

り
、
ブ
ラ
ウ
ン
管
上
に
は

R
O
M
中
に

記
憶
さ
れ
て
い
る
も
の
以
外
の
絵
柄
、

文
字
な
ど
が
現
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

ア
ト
ラ
ク
ト
影
像
放
ぴ
持
入
彩
像
は
、

R
O
M
中
に
電
気
信
号
の
形
で
記
憶
さ

れ
て
い
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
(
命
令
群
)
の

多
様
、
多
綴
な
命
令
か
順
次

C
P
U
に

よ
り
読
み
取
ら
れ
、
宿
命
令
に
よ
り
、

R
O
M
中
に
電
気
信
号
の
形
で
記
憶
さ

れ
て
い
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
(
デ

l
タ
群
)

の
中
か
ら
州
出
さ
れ
た
各
デ
ー
タ
が
ブ

ラ
ウ
ン
竹
上
の
指
定
さ
れ
た
位
置
に
順

次
表
示
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
全
体
と

し
て
辿
枕
し
た
彬
像
と
な
っ
て
ぷ
現
さ

れ
る
。
ア
ト
ラ
ク
ト
彬
像
以
ぴ
柿
入
杉

山
は
は
、
こ
の
よ
う
に
プ
ロ
グ
ラ
ム

(命

令
併
)
の
命
令
に
よ
り
川
次
プ
ロ
グ
ラ

ム

(
デ
ー
タ
併
)
か
ら
州
出
さ
れ
た
デ

ー
タ
が
ブ
ラ
ウ
ン
管
L
L

に
表
示
さ
れ
、

そ
の
彩
像
は
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
レ
パ
|
操

作
に
よ
っ
て
変
化
す
る
こ
と
は
な
く
、

常
に
一
定
の
連
続
し
た
彬
像
と
し
て
現

わ
れ
る
。

一
方
、
プ
レ
イ
影
像
は
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
(
命
令
群
)
の
多
級
、
多
様
な
命
令

が
順
次

C
P
U
に
よ
り
読
み
取
ら
れ
る

こ
と
は
、
ア
ト
ラ
ク
ト
影
像
及
び
持
入

影
像
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
が
、
有
読

み
取
ら
れ
た
命
令
が
そ
の
ま
ま
で
は
な

く
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
操
作
レ
バ
ー
の
操

作
に
よ
っ
て
与
、
え
ら
れ
る
電
気
信
号
に

よ
り
変
化
さ
せ
ら
れ
て
、
こ
れ
に
よ
り

プ
ロ
グ
ラ
ム

(
デ

i
タ
群
)
中
か
ら
抽

出
さ
れ
る
デ
ー
タ
の
順
序
に
変
化
が
加

え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ブ
ラ
ウ
ン

作
上
に
映
し
出
さ
れ
る
映
伶
も
プ
レ
イ

ヤ
ー
の
レ
パ

i
娘
作
に
よ
り
変
化
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
抜
作

レ
バ
ー
を
全
く
傑
作
し
な
か
っ
た
場
合

に
は
、
A
h
巾
に
川

一
の
連
続
し
た
彬
仙
械
が

ブ
ラ
ウ
ン
管
上
に
映
し
出
さ
れ
る
し
、

理
論
上
は
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
同
一
の
レ

を
除
く
)
並
び
に
ビ
デ
オ
ゲ
!
ム
機
の

は桝進、

R
O
M
の
形
成
過
院
が
約
ポ
の

原
閃

3
で
版
告
が
-E
・
除
し
て
い
る
と
お

り
で
あ
る
こ
と
は
、
い
ず
れ
し
当
山
けいれ

川
に
争
い
が
な
い
。

二

以
上
に
M
門
・ぶ
し
た
よ
う
な
ビ
デ

オ
ゲ

l
ム

「
ハ
ッ
ク
マ
ン
』
が、

u
n
作

怖
法
L
L

「
映
州
の
符
作
物
L

に
ぷ
当
す

る
か
百
か
を
判
断
す
る
た
め
、
ま
ず
、

同
法
の
定
め
る

、
映
耐
の
汗
作
物
」
の

解
釈
に
つ
い
て
検
J
す
る
。

-

符

作
権
法
は
、
げ
作
物
の
一

M

mと
し
て
「
映
耐
の
著
作
物
」
を
掲
げ

(第
一

O
条
第

一
項
第
七
号
)
、
こ
の

頼
刑
ι
の
著
作
物
に
つ
い
て
は
、
他
の
鎖

山mh
の
著
作
物
と
異
な
り
、
特
に
、
「
上

映
権
」
及
び
「
頒
布
権
」
を
認
め
(
第

二
六
条
)
、
官
官
作
権
の
品
属
(
第
二
九

条
)
、
保
必
期
間
(
第
五
四
条
)
等
に

つ
い
て
特
別
を
お
い
て
い
る
。
そ
し
て
、

こ
の

「
映
両
の
符
作
物
』
に
は
、
上
中
米

的
立
味
に
お
け
る

「
映
州
」
の
ほ
か
に
、

「
映
耐
の
効
果
に

M
似
す
る
悦
覚
的

X

は
悦
聴
覚
的
効
米
を
生
一
じ
さ
せ
る
↑
刀
法

で
ぶ
製
さ
れ
、
か
っ
、
物
に
同
定
さ
れ

て
い
る
げ
作
物
」
を
う
内
む
も
の
と
さ
れ

て
い
る

(第
三
条
第
三
瓜
)
。
「
パ
ッ

ク
マ
ン
』
が
本
米
的
立
山
町
に
お
け
る
映

州
に
必
当
し
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
か
ら
‘
以
下
、
れ
の
定
必
州
城
山
必
の
附

釈
に
つ
い
て
、
ト
伯
の
特
別
の
立
法
岡
地
己
川

等
J
U
勘
楽
し
な
が
ら
、
本
件
に
必
安
な

範
同
で
判
断
を
ぷ
す
。

2

前
記
定
義
規
定
に
よ
れ
ば
、
本

米
的
意
味
に
お
け
る
映
画
以
外
の
も
の

が

「
映
画
の
苫
作
物
」
に
該
当
す
る
た

め
の
要
件
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

付

映
画
の
効
栄
に
頬
似
す
る
悦
覚

的
又
は
視
聴
覚
的
効
果
を
生
じ
さ
せ
る

十
刀
法
で
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と

ω
物
に
同
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

け

汗
作
物
で
あ
る
こ
と

「流
作
物
」
に
つ
い
て
は
、
戸
山
に
定

筏
観
定
か
あ
る

{第
二
条
第

一
瓜
第

一

川ゲ
)
か
ら
、
わ
れ
け
の
.
安
件
は
、
次
の
と

お
リ
J
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

け

思
想
え
は
は
や
怖
を
制
作
的
に
災

現
し
た
ら
の
で
あ
っ
て
、
文
叩
・
μ
、
午
術
、

美
術
え
は
K
H
楽
の
健
闘
に
以
す
る
も
の

で
あ
る
ニ
と

右
の
ヲ
ち
、

け
は
れ
れ
就
い
刀
法
の
製
作
、

け
は
存
代
形
式
の
要
件
、
け
は
内
山
谷
の

要
件
で
あ
る
と
い
う
、
」
と
が
で
き
る
。

パ
l
操
作
を
行
な
え
ば
常
に
彩
像
の
変

化
は
同
一
と
な
る
。
ま
た
、
い
か
な
る

レ
パ

l
操
作
に
よ
り
、
い
か
な
る
映
像

の
変
化
が
生
ず
る
か
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

よ
り
設
定
さ
れ
て
お
り
、
し
た
が

っ
て、

プ
レ
イ
ヤ
ー
は
絵
柄
、
文
字
等
を
新
た

に
判
捌
い
た
り
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
、

ψ
に
プ
ロ
グ
ラ
ム

(
デ
ー
タ
併
)
小
に

あ
る
絵
制
等
の
デ
ー
タ
の
抽
出
順
序
に

有
阪
の
変
化
を
与
え
て
い
る
に
す
吉
な

、
。

-
h
v
 

そ
う
す
る
と
、
ア
ト
ラ
ク
ト
彩
像
、

挿
入
影
像
及
び
プ
レ
イ
影
像
の
い
ず
れ

に
つ
い
て
も
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
(
デ
ー
タ

併
)
中
か
ら
抽
出
し
た
デ

i
タ
を
ブ
ラ

ウ
ン
管
上
に
影
像
と
し
て
映
し
出
し
再

現
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
そ
の
意

味
で
同
一
性
を
保
ち
な
が
ら
存
続
し
て

い
る
と
い
い
う
る
。

以
上
に
よ
れ
ば
、

「
パ
ッ
ク
マ
ン
」

の
ブ
ラ
ウ
ン
管
ト
に
現
わ
れ
る
動
さ
を

も
っ
て
見
え
る
影
像
は
、

R
O
M
の
中

に
電
気
信
号
と
し
て
取
り
出
せ
る
形
で

収
納
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
同
定
さ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

3

内
符

「
パ
ッ
ク
マ
ン
」
の
内
符
は
的
判
ぷ

の
と
お
り
で
、
こ
れ
に
「
パ
ッ
ク
マ
ン
」

の
写
点
で
あ
る
こ
と
に
つ
き
当
悔
い
引
川

に
争
い
の
な
い
叩
第

一
号
証
の
一
な
い

し
こ
こ
に
よ
る
と
、
「
パ

ッ
ク
マ
ン
」

に
は
パ

ッ
ク
マ
ン
と
悶
阪
の
モ
ン
ス
タ

ー
が
登
場
し
、
こ
の
う
ち
パ
ッ
ク
マ
ン

は
円
形
で
一
方
向
に
口
と
目
が
あ
り
、

口
は
進
む
の
に
あ
わ
せ
て
パ
ク
パ
ク
と

開
閉
し
旺
盛
な
食
欲
で
次
々
に
エ
サ
を

食
べ
て
い
く
こ
と
、
四
匹
の
モ
ン
ス
タ

ー
は
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
進
み
方
に
規
則
性

が
あ
り
、
ヒ
ラ
ヒ
ラ
し
た
総
と
自
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
別
の
彩
色
を
泌
さ
れ
、

ユ
ー
モ
ラ
ス
な
印
象
を
与
え
る
表
的
を

し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
パ
ッ
ク
マ
ン

が
エ
サ
を
食
べ
る
際
の
し
ぐ
さ
、
あ
る

い
は
モ
ン
ス
タ
ー
に
食
べ
ら
れ
て
削
減

す
る
際
の
布
線
、
ま
た
モ
ン
ス
タ
ー
が

逆
に
ハ

ッ
ク
マ
ン
に
食
べ
ら
れ
て
目
だ

け
に
な
っ
て
州
市
に
逃
げ
帰
る
際
の
し
ぐ

さ
等
の
彩
伐
の
動
的
変
化
、
プ
レ
イ
ヤ

ー
が
ゲ

l
ム
機
に
コ
イ
ン
を
投
入
し
た

際
あ
る
い
は
一
定
条
件
を
満
た
し
た
際

に
減
炎
さ
れ
る
日
録

ω、
門
の
胤
市
議
の

音
楽
と
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
は
、
「
パ

ッ
ク
マ
ン
」
に
独
特
の

3

表
決
↑
刀
法

炎
現
万
法
の
製
作
は
、
前
認
付
の
と

お
リ
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
、

J
悦
党

的

χ
は
悦
聡
ハ
礼
的
効
附
ボ
」
と
さ
れ
て
い

る
か
ら
、
脳
同
党
的
効
果
を
生
じ
さ
せ
る

こ
と
す
な
わ
ち

N
U刊
を
訂
す
る
こ
と
は
、

川
町
州
の
げ
作
物
の
必
.
法
的
泌
件
で
は
な

く
、
川
悦
覚
的
効
米
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と

が
必
咲
的
咲
件
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。

映
削
の
悦
覚
的
効
山
ボ
は
、
映
写
さ
れ

る

M
像
が
品
川
さ
を
も
っ
て
比
え
る
と
い

う
効
決
で
あ
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
ゐ
の
山
市
村
像
は
、
本
米
的
意
味
に
お

け
る
映
州
の
場
合
は
、
通
常
ス
ク
リ
ー

ン
L
し
に
凶
出
さ
れ
る
が
、
ル
訂
作
権
法
は

「
上
映
」
に
つ
い
て
「
映
写
来
そ
の
他

の
物
」
に
映
写
す
る
こ
と
を
い
う
と
し

て
い
る
(
第
二
条
第

一
項
第
一
九
号
)

か
ら
、
ス
ク
リ
ー
ン
以
外
の
物
、
例
え

ば
ブ
ラ
ウ
ン
管
上
に
桜
像
が
誠
出
さ
れ

る
も
の
も
、
古
川
谷
さ
れ
る
。
し
た
が

っ

て
、
映
州
の
符
作
物
の
表
現
↑
刀
法
の
要

件
と
し
て
は
、
「
彬
惚
が
肋
さ
を
も
っ

て
は
え
る
と
い
う
効
州
市
を
生
じ
さ
せ
る

こ
と
」
が
必
例
で
あ
り
、
こ
れ
に
t
H
H
刊

を
作
っ
て
も
作
わ
な
く
て
も
よ
い
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

本
米
的
立
山
脈
に
お
け
る
映
州
は
、
帥
吹

い
削
フ
ィ
ル
ム
に
同
忘
さ
れ
た
多
数
の
彬

似
を
ス
ク
リ
ー
ン
上
に
非
常
に
一
見
い
時

川
間
断
で
引
い
附
い

て
連
続
的
に
投
杉
す

る
い
刀
法
に
よ
り
、
人
聞
の
視
覚
に
お
け

る
残
像
を
利
用
し
て
、
彬
像
が
切
れ
伺

な
く
述
統
し
て
変
化
し
て
い
る
よ
う
に

見
せ
か
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
右
の
J
M

像
が
動
き
を
も
っ
て
見
え
る
効
果
」
を

生
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
映
画

以
外
の
映
画
の
符
作
物
に
お
い

て
も
、

物
に
同
定
さ
れ
た
影
像
を
非
常
に
短
い

時
間
の
単
位
て
述
統
的
に
ブ
ラ
ウ
ン
管

上
等
に
投
彩
す
る
万
法
に
よ
り
、
お
の

効
果
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
が
予
怨
さ
れ

て
い
る
も
の
と
解
す
る
よ
と
が
で
き
る

ト
引
に
述
べ
た
袋
件
は
、
帥
吹
州
か
ら
生

じ
る
と
、
}
ろ
の
各
M

刊
の
効
川
ボ
の
小
か
ら
、

「川
悦
党
的
効
米
」
と
「悦
鴨
川
礼
的
効
果
」

と
に
や
川
け
し
、
そ
の
う
ち
特
に

「
悦
覚

的
効
米
」
に
つ
き
、
こ
札
に
矧
似
す
る

効
米
を
生
じ
さ
せ
る
ぷ
収
い
刀
法
令
』
必
似

の
も
の
と
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
「
映

州
の
符
作
物
」
は
本
米
的
立
味
に
お
け

る
映
州
か
ら
小
じ
る
そ
の
他
の
効
果
に

つ
い
て
類
似
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
必

，.、

も
の
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
こ
れ

を
似
え
す
に
足
る
証
拠
は
な
い
。
そ
、
ヲ

す
る
と
、
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム

「
ハ
ッ
ク
マ

ン
」
は
、
げ
作
私
引
の
粘
神
的
的
品
開
に
Hm

づ
い
て
、
そ
の
知
的
文
化
的
制
神
的
動

の
所
践
と
し
て
沌
み
山
さ
れ
た
ら
の
で

あ
り
、

Hn作
物
性
を
わ
付
す
る
と
必
め
る

こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
ビ
デ
オ
ゲ

l
ム
の
ソ
ー
ス

・

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
そ
の
作
成
悼
む
の
独
自
の

学
術
的
思
想
の
創
作
的
表
現
で
あ
り
、

官
官
作
俄
法
上
保
泌
さ
れ
る
著
作
物
に
当

り
、
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

右
ソ

l
ス

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
絞
裂
物
と

認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
、
ビ
デ
オ

ゲ
|
ム
機
の
表
示
装
置
上
に
表
示
さ
れ

る
影
像
の
動
的
変
化
又
は
こ
れ
と
音
声

と
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

を
映
阿
の
著
作
物
と
し
て
保
護
す
る
こ

と
が
で
き
る
か
育
か
の
判
断
に
影
響
を

及
ぽ
す
こ
と
は
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ

る
。
な
る
ほ
ど
、
例
え
ば
、
シ
ナ
リ
オ

等
吉
却
の
衿
作
物
に
基
づ
い
て
映
州
の

符
作
物
を
創
作
す
る
場
合
に
は
、
映
同

化
の
段
階
で
新
た
な
汗
作
活
動
が
加
え

ら
れ
る
の
が
泊
A

初
で
あ
り
、

一
打
、
ビ

デ
オ
ゲ
ー
ム
の
作
成
に
お
い
て
、
口
市
川

の
刊
行
作
物
と
し
て
の
ソ

l
ス

・
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
削
作
し
、
こ
れ
を
オ
ブ
ジ
ェ
ク

ト

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
し
て
ビ
デ
オ
ゲ

i

ム
機
の

R
O
M
中
に
収
納
し
た
場
合
、

こ
の
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

忠
実
に
実
行
す
れ
ば
、
表
示
装
置
卜
に

ソ
ー
ス

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
意
図
し
た
と

お
り
の
影
像
の
動
的
変
化
が
表
示
さ
れ
、

ソ
l
ス

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
ひ
い
て
は
オ
ブ

ジ
ェ
ク
ト

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
影
像
化
の

た
め
に
は
何
ら
新
た
な
著
作
活
動
は
加

え
ら
れ
て
い
な
い
と
い
い
う
る
。
し
か

し
、
言
訪
の
昌
作
物
と
映
画
の
答
作
物

と
は
そ
の
外
部
的
表
現
形
式
、
存
作
形

式
の
相
違
に
よ
っ
て
別
例
の
者
作
物
性

を
有
す
る
も
の
と
し
て
持
作
権
法
上
続

定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
影
伐
の

動
的
変
化
又
は
こ
れ
と
行
部
'
と
に
よ
っ

て
袋
川
仇
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
そ
の
も
の

が
符
作
物
と
し
て
の
制
作
性
を
布
し
て

い
る
と
訓
側
で
き
、
こ
れ
に
倒
定
性
の

必
件
が
加
わ
れ
ば
、
映
画
の
必
作
物
と

必
め
る
に
光
分
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

し
た
が

っ
て
、
ビ
デ
オ
ゲ

l
ム
の
ソ
ー

ス

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
言
語
の
昌
作
物
性

を
認
め
、
こ
れ
を
ビ
デ
オ
ゲ

l
ム
機
に

要
は
な
い
も
の
と
悩
附
さ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
現
必
の
劇
場
周
映
画

は
通
常
観
賞
の
用
に
供
さ
れ
、
物
鉱
山
性

を
有
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ

も

「
視
党
的
効
m
ご
と
は
関
係
が
な
い

か
ら
、
観
抗
で
は
な
く
遊
戯
の
用
に
供

さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
ま
た
、
物

品
位
の
な
い
居
対
的
映
画
、
実
用
的
映

画
な
ど
で
あ
っ
て
も
、
映
耐
と
し
て
の

表
現
方
法
の
袋
件
を
欠
く
こ
と
に
は
な

ら
な
い
。

な
お
、
本
来
的
立
味
に
お
け
る
映
画

の
影
像
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
彼
臨
時
者

の
操
作
に
よ
り
変
化
さ
せ
る
こ
と
は
で

き
な
い
が
、
影
像
を
税
聴
者
が
操
作
に

よ
り
変
化
さ
せ
う
る
こ
と
は
、
「
悦
覚

的
効
果
」
と
い
う
べ
き
も
の
で
は
な
い

か
ら
、
こ
の
点
は
、
表
現
方
法
の
要
件

と
し
て
は
考
慮
す
る
必
要
が
な
い
も
の

と
解
さ
れ
る
。

4

存
在
形
式

映
画
の
官
官
作
物
は
「
物
に
同
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
」
が
必
要
で
あ
る
。

「物
」
は
山
限
定
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、

映
両
の
よ
う
に
映
阿
フ
ィ
ル
ム
に
同
定

さ
れ
て
い
て
も
、
ビ
デ
オ
ソ
フ
ト
の
よ

う
に
舷
気
テ
ー
プ
等
に
凶
定
さ
れ
て

い

て
も
よ
く
、
叫
に
、
他
の
物
に
附
山
泌
さ

れ
て
い
て
も
よ
い
と
解
さ
れ
る
。

ま
た
、
固
定
め
仕
方
も
限
定
さ
れ
て

い
な
い
か
ら
、
映
画
フ
ィ
ル
ム
上
に
述

統
す
る
可
祝
的
な
写

μ
と
し
て
同
定
さ

れ
て
い
て
も
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
等
の
ヒ

に
彫
像
を
生
ず
る
電
気
的
な
信
号
を
発

生
で
き
る
形
で
磁
気
的
に
悶
定
さ
れ
て

い
て
も
よ
く
、
更
に
、
他
の
+
刀
法
で
固

定
さ
れ
て
い
て
も
よ
い
と
解
さ
れ
る
。

一
般
に
著
作
物
に
お
い
て
は
、
物
に

回
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
要
件
と
さ
れ

て
い
な
い
か
ら
、
原
稿
の
な
い
蛾
削
減
や

楽
譜
の
な
い
音
楽
の
よ
う
に
、
一
過
性

の
も
の
で
も
・
荷
作
物
た
り
う
る
が
、
映

画
の
表
作
物
に
お
い
て
は
、
テ
レ
ビ
の

生
政
送
の
よ
う
に
、
一
過
性
の
も
の
は

こ
れ
に
含
ま
れ
な
い
も
の
と
す
る
た
め

に
、
物
に
同
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
製

作
と
さ
れ
て
い
る
も
の
と
似
附
さ
れ
る
。

し
た
が

っ
て
、
物
に
同
定
さ
れ
て
い
る

と
は
、

Hd作
物
が
、

何
ら
か
の
方
法
に

よ
り
物
と
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

同
一
位
を
保
ち
な
が
ら
存
統
し
か
っ

2

作
物
を
ァ
再
現
す
る
'
}
と
が
可
能
で
あ
る

状
態
を
指
す
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き

，町、

よ
り
実
行
し
て
映
し
出
さ
れ
る
影
像
の

動
的
変
化
又
は
こ
れ
と
音
戸
と
に
よ
っ

て
表
現
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
映
画
の

符
作
物
と
認
め
る
こ
と
は
、
山
市
作
物
性

を
と
ら
え
る
観
点
が
全
く
別
例
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
立
出
帆
す
る
に
す
ぎ
ず
、

一
筒
の
慣
れ
作
物
を
法
的
に
.
，
況
に
似
泌

す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

4

以
上
認
定
し
た
と
お
り
、
「
パ

ッ
ク
マ
ン
」
は
映
画
の
必
作
物
に
必
当

し
、
前
判
示
の
と
お
り
消
ボ
の
原
肉
ー

の
事
実
は
当
事
者
間
に
争
い
が
な
い
か

ら
、
表
作
権
法
第

一
.h条
、
第

一
六
条

の
規
定
に
よ
り
そ
の
著
作
権
者
は
原
告

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

四
被
告
ら
は
そ
れ
ぞ
れ

「
マ
イ
ア

ミ
」
と
の
名
称
で
都
内
で
多
数
の
喫
茶

庖
を
経
営
し
て
い
る
こ
と
、
被
告
ら
は

他
か
ら

『
パ
ッ
ク
マ
ン
」

ビ
デ
オ
ゲ
ー

ム
機
を
こ
れ
が
無
断
被
製
品
で
あ
る
こ

と
を
過
失
に
よ
り
知
ら
な
い
で
眺
入
し
、

被
告
静
心
興
業
及
ぴ
被
告
永
楽
に
お
い

て
は
そ
の
経
営
す
る
山
舗
に
そ
れ
ぞ
れ

少
な
く
と
も
こ
の
の

「
パ
ッ
ク
マ
ン
」

無
断
絞
裂
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
機
を
ぷ
目
、

上
映
し
、
昭
如
刊
五
五
年
一

O
川

一
・K
M

か
ら
昭
和
五
六
年
六
川

一
一川
口
ま
で
の

八
ヶ
月
間
に
名
て

・
五
万
九

一
-h
ニ
刊

の
利
絡
を
得
た
こ
と
、
被
行
仰
心
は
同

じ
く
少
な
く
と
も
一
台
の
「
パ
ッ
ク
マ

ン
」
無
断
桜
製
ビ
デ
オ
ゲ
|
ム
出
慨
を
そ

の
経
営
す
る
広
舗
に
設
問
、
上
映
し
同

期
間
内
に
一

O
七
万
九
五
七
六
円
の
利

益
を
得
た
こ
と
は
当
事
者
間
に
争
い
が

ー、

。

f
e
b
 

そ
う
す
る
と
、
著
作
権
法
第
一

一
四

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
被
告
ら
が
得

た
右
利
益
額
は
原
告
の
被
っ
た
慎
宰
領

と
推
定
さ
れ
る
か
ら
、
被
比
門
ら
は
各
右

金
綴
及
び
こ
れ
に
対
す
る
不
法
行
為
後

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
昭
和
五
六
年

六
月
一
五
日
以
降
各
支
払
済
に
至
る
ま

で
民
法
所
定
年
五
分
の
訓
人
け
に
よ
る
泌

延
引
得
金
を
支
払
う
べ
き
義
務
が
あ
る
。

五

(結
論
)

以
上
の
次
第
で
原
告
の
被
告
ら
に
対

す
る
本
訴
品
川
ボ
は
、
い
ず
れ
も
内
山
が

あ
る
か
ら
こ
れ
を
訟
谷
し
、
市
川
沿
叫

Hm

の仇
H
M
m
に
つ
き
民
山戸
市
川
沿
法
加
八
九
条
、

第
九
三
粂
の
、
仮
執
行
の
ん
H
3
に
つ
き

同
法
第
一
九
九
ハ
条
の
各
胤
定
を
そ
れ
ぞ

れ
適
用
し
て
、
主
文
の
と
お
り
判
決
す

?
@
。
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基
板
厳
売

-
R
O
M
キ
y
ト
販
売

慣唖脳歯量

，ー

TENNIS GAL FLlGHTGAL 

-、

突進してくる猛牛/

布でさばき、肩のマークを剣で刺せ/

スリルあふれる闘牛ゲーム。

気分爽快/

ゴ
ー
ル
の
前
を
左
右
に
動
い
て
い
る

カ
パ
を
め
が
け
て
、
ポ
ー
ル
を
シ
ュ

1

ト
。
命
中
す
る
と
景
品
が
も
ら
え
る

プ
ラ
イ
ズ
ゲ

l
ム
。

TM 

• 

カバちゃんの

ザツカ
シュート一発

ゲームマシン

1
 
1
 
1
 
1
 
1
 

制‘・

レ

あ吋シ
らン
たグ
なゲ
挑 l
戦ム，、

の

-"， 

ク
ラ
ッ
シ
ュ
・
コ

l
ス
ア
ウ
ト
・
危
険
な

へ
界
ピ
ン
カ
l
，フ
、
息
も
つ
か
せ
ぬ
餓
烈

な
デ
ッ
ト
ヒ

i
h
-
-
i

-

1

1

1

四

レ
i
シ
ン
列
・
テ
ク
ニ
ッ
ク
の
限
界
に
い

ど
ん
で
栄
光
の
座
を
め
ざ
せ
/
・

第247号

WORLDTM 

1984年11月1日(19 ) 

〈新紙幣対応の高精度識別機搭載〉

セガ・

l亙竺ーI

CAMPUS GAL 

F南画過温

GOLFGAL 

F南画温歯a
ャJレの雰雪量台、

" 
へ

( DP-15・17)
女ダブルホッパ一方式採用・1000円・ 500円札/500円硬貨を

100円・ 50円硬貨に両替。

(DP-05・1) 
*場所をi鍾ばない高性能コンパク ト設計

・50円・ 100円硬貨に両者番。

(DQ-07) 
*使いやすきを追求したシンプル・メカニズム。・1000門札 ・500円硬貨を100門硬貨に両替。

DP-07 

DP-05-I 

専
用
台
は
別
売
オ
プ
シ

ョ
ン
で
す
。

/ 

新
紙
幣
対
策
は
も
う
お
済
み
で
す
か
?

い
よ
い
よ
新
紙
幣
が
発
行
さ
れ
ま
す
。

対
策
は
お
早
め
に
。

弊
社
で
は
、
廉
価
に
て
交
換
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

詳
細
は
係
ま
で
。

幅
削
り
お
わ
る
と
シ
ル
ク
ハ
ッ
ト
は

ど
う
な
ら
ぶ

クリーンにサウンツイン・モニターによる趨ワイド・

DAnClnGH前 m

• I、

• ..1. 
メダルゲーム被の段軍司直営につきましては

「メダルゲーム渇通営基準』を守ってご使用下卓い

T 
メ
ダ
ル
ゲ

メ鈎Wシン
アップライトタイプ

fヲウ37Wタ!fプテーブル〕

商標登竜出願j斉意宇轡腕
OP価絡￥37τo∞

東京事業所 東京都申央区8本極意留匂1 丁目5書12号ヤシ78本蝿ピ~ 'ZlI (03) 664-5271(代) 宇103
(株)ニチプツ札幌 tLI葉市銀牢区<jlのAll条7JEll・1京王もなみマンション 密 (011)824-2571 (代〉 干062
(綜)ニチヲ y仙台 仙台市上~~ 5丁目 3 ~番 10 号 'ZlI (0222)65-5571 (代)干980
(綜)ニチフツ広島 広島市南区東富室町2~書1?号 ~2っきむらピル 'ZlI (082)253-6131 (代) 〒?34
(繰}ヱチブツ九州 徳岡市i専多区的多叙情4-4-17新常慾ピル1F 'ZlI (092)472-7221 (代)干812
ニチプツ沖縄 沖縄県宜野湾市大山 4 6 3 'ZlI (09889)8-?373(代)干901-22
NICHIBUTSU U.S.A CORP. TEし(213)39卜6??6NICHIBUTSU U.K. LTD. TEL.(021)544-4299 

U
紅
沼

山
崎
A

一冨
創

刊
刷
或

漏

伽

晴

時

園

自

彊

引

花

加掴明

神
代

申
a
T

天
川

京
協

目
議

つ
き
ま
し
て
は
『
メ
ダ
ル
ゲ
ー
ム
場
運
営
基
準
」
を
守
っ
て
ご
使
用
下
さ
い
。

今様、花も見ごろの札あそび

-伝統の花合わせが

ビデオで登場y

コンビュータに挑戦

熟れごろ・食べごろ・遊びごろ

フルーツ&パニー

-フルーツとパニーの

2種類の柄合せ

バニーにア夕、'J'J， 今夜も最高/

-配パイのキャンセルOKJ!
・ラストチャンスlこ3回チャレンジ
・三元ラッシユでサービスゲーム

・五連荘司式後l立役満

円竺竺主ヨ

『「

開11!1'1・TττττII " 

監幽慣翻
三ヰモ圃園E・
ih g 吋吋!

魅惑のロイヤルを試せJ

-多くのマージャンファン

の心を満たした

スタンダード版F

ロイヤJレマージャン

【

ユビデ

" 

キ士本-
干 144東京 都 大田区 東純益 3・7-8
TEL 03(741)5201(代曹 }

干日6大阪市泊漉区元町2・12-24・106
TEL 06(647)4455 
干464名 古鹿市千櫨区今池←1-11 

TEL 052(732)2611岩田ピル

ネ土

大 阪曾構所

名古屋営揖所

本遊空間/今

TRADING CO・，INC.

株式会社I2:::1
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米
同
の
マ
イ
ル
ス
タ
ー

-

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
社
(
川

一
私
ゴ

ッ
ト
リ
ー
ブ
社
、
本
社

一
イ
リ
ノ
イ
州
ノ
|
ス
レ
イ
ク
)

一
が
九
H
E
-
-卜
日
付
で
閉
鎖
と

一
な
り
、

一
切
の
裟
務
が
停
止

』
さ
れ
る
と
と
も
に
令
資
症
が

一
減
給
さ
れ
た
。

一

こ
の
ニ

ュ
ー
ス
は
九
月
一

一
卜
問
H
、
同
祉
の
級
会
社
で

一
あ
る
コ
ロ
ム
ビ
ア
叫
吹
田
社
(本

一
社
ニ

ュ
ー

ヨ
ー
ク
)
が
泥
表

一
し
た
も
の
。

マ
イ
ル
ス
タ
ー

一
社

H

閉
鎖
。
の
ニ
ュ
ー
ス
は

一
ど
米
間
の
A
M
ゲ

l
ム
機
応

一
業
の
態
化
を
象
徴
す
る
も
の

は
な
い

、
と
世
界
中
で
こ
の

ニ
ュ
ー
ス
は
深
刻
に
交
け
と

め
ら
れ
て
い
る
。

コ
ロ
ム
ビ
ア
映
幽
社
に
よ

る
ニ

ュ
ー
ス
レ
リ
|
ズ
で
は

次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

「
コ
ロ
ム
ヒ
ア
映
画
社
は

九
月
二
十
州
日
、
側
代
作
動

式
A
M
ゲ

ー
ム
機
の
開
発
製

造
会
社、

マ
イ
ル
ス
タ
|
祉

の
閉
鎖
を
発
表
し
た
。
こ
の

決
定
は
九
月
三

l
日
付
て
尖

泌
さ
れ
、

マ
イ
ル
ス
タ

l
社

の
ん
ヒ
業
務
に
及
ぶ。

こ
の
決
定
に
附
し
、

コ
ロ

ム
ヒ
ア
映
画
社
の
フ
ラ
ン
シ

ス

・
ビ
ン
セ
ン
ト

・
ジ
ュ
ニ

ア
会
長
旅
C
E
O
は
こ
う
語

っ
て

い
る
。

『
総
合
的
絞
営

戦
略
に
合
わ
せ
て
、
利
払
た
ち

は
収
益
性
や
成
長
性
の
最
も

り
尚
い
と
こ
ろ
へ
以
た
ち
の
ビ

ジ
ネ
ス
エ
リ
ア
に
あ
る
財
源

を
、
絶
え
ず
集
中
す
る
よ
う

努
め
て
き
た
。
注
意
深
い
凋

代
分
析
の
結
果
、
似
た
ち
は

噸
代
作
動
式
A
M
ゲ
ー
ム
機

ビ
ジ
ネ
ス
は
も

っ
と
多
く
の

資
本
投
ド
リ
ス
ク
な
し
に
は

適
切
な
成
長
の
機
会
が
な
い

部c

r--
と
の
結
織
に
達
し
た
。

こ
れ

ま
で
マ
イ
ル
ス
タ

l
社
の
役

員
な
ら
び
に
従
裟
員
は
卜
分

な
努
力
を
米
し
た
と
思
う
。

同
社
経
台
を
続
行
し
な
い
と

い
う
私
た
ち
の
決
定
は
、
川

社
の
製
品
に
関
し
て
出
場
が

逆
行
し
て
い
る
状
汎
に
あ
る

こ
と
、
そ
し
て
市
場
思
化
が

と
ど
ま
ら
な
い
こ
と

i
!の

結
来
で
あ
る
』

同
氏
は
以
上
に
加
、
ぇ
、

ーフ

‘ 

イ
ル
ス
タ
|
祉
の
約
九
ザ
伯
仲
什

は
、

コ
カ

・
コ
l
ラ
祉
の
娯

山
本
産
業
部
門
の
利
低
に
な
ん

ら
惑
い

μ特
を
与
、
え
る
こ
と

に
な
ら
む
い
だ
ろ
う
、
と
一品

っ
て
い
る
」

こ
の
ニ
ヰ

|
ス
レ
リ
|
ズ

で
は
、

マ
イ
ル
ス
タ
|
H
刊
の

先
却
な
ど
に
つ

い
て
は

一
切

触
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
た
だ

引
に
市
場
の
強
化
に
よ
り
、

同
社
の
業
務
を
停
止
し
、
閉

鎖
し
た
、
}
と
を
明
ら
か
に
し

て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
今
後

同
社
の
お
日
比
一が
ど
う
処
分
さ

れ
る
か
は
明
ら
か
に
さ
れ
て

、•• 

、。

し

t
e
L

マ
イ
ル
ス
タ
|
れ
は
旧
名

，... 
~ 

D

-
プ
ッ
ト
リ
ー
ブ
社
で
、

川

社

は

ぷ

o
d

仇
以
米
川
卜
九

デ
ビ

ッ
ド

・
ゴ

ッ
ト
リ
|

ブ

年

問

、
ず
っ
と
ゴ
ッ

ト
リ
ー

氏
に
よ

っ
て
↑

九
二
七
午
に

ブ

一

家
の
同
朕
会
社
だ

っ
た

設
立
さ
れ
た
。
ゴ
ッ

ト
リ
ー

が
、
七
六
年
に
コ
ロ
ム
ビ
ア

ブ
社
は
ピ
ン
ボ
ー
ル
ゲ
!
ム
吹
い
州
社
に
売
却
し
た
。
そ
の

機
メ
ー
カ
ー
と
し
て
紋
む
山
後
八

一年
に
コ
ロ
ム
ビ
ア
映

い
、
と
さ
れ
て
い
る
。

同
村

州
れ
は
コ
カ
・
コ
|
ラ
付
(本

は
峨
後
ピ
ン
ボ
ー
ル
の
フ
リ
社
ア
ト
ラ
ン
タ
)
に
買
い
と

ツ
パ
|
開
党
に
成
功
、
こ
れ
ら
れ
、

コ
カ

・
コ
l
ラ

社

|

以
後
フ
リ

ッ
パ

i
・
ビ
ン
ポ
コ
ロ
ム
ビ
ア
映
州
付
|
ゴ

γ

l
ル
の
時
代
に
人
り
、
同

社

ト

リ

l
ブ
付
と
い
う
縦
、

f

は
つ
ね
に
そ
の
布
力
メ

i
カ

係

会

社

と

ら

っ
た
。
そ
し
て

ー
の
ひ
と
つ
で
あ
り
統
け

て

八

三

年
七
川
、
ゴ
ッ
ト
リ
ー

い
る
。
ま
た
近
年
の
T
V
ゲ
ブ
祉
は
?
イ
ル
ス
タ
|
社
と

|
ム
機
ブ
ー
ム
に
よ
り
、
T
れ
名
を
変
必
し
た
が
、
フ
リ

V
ゲ

i
ム
機
分
野
に
も
進
山
、
ツ
バ

|

・
ピ
ン
ボ
|
ル
製
品

八
三
年
に
は
ヒ

ッ
ト
作

「
Q

に
閲
し
て
は
ゴ
ッ

ト
リ
ー
ブ

パ
ー
ト
」
を
世
に
放

っ
た
。

め
名
を
山
攻
、し
て
き
で

い
る
。

T

V
ゲ

l
ム
機
の
コ
ピ

l
ヤ
l
を
長
期
捜
査

F
B
I
が
5 

す
べ
て
米
国
人
、

さ
ら
に

1
名、

米
国
の

メ
ー
カ
ー
協
会
、

A
G
M
A

(
ア
ミ
斗

|
ズ
メ

ン
卜

・
ゲ
ー
ム

・
マ
ニ
ュ
フ

ア
ク
チ
ュ
ア
ラ

i
ズ

・
ア
ソ

シ
エ

ー
シ
ョ
ン

、
本
部
パ
ー

ジ
ニ
ア
州
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ

ア
)
で
は
こ
の
ほ
ど
、
A

G

M
A
か
ら
の
耐
賀
補
に
広
づ
き

泌
邦
健
作
局

(F
8
1
)
が

つ
い
に
T

V
ゲ
|
ム
機
の
無

断
コ

ピ

l
ヤ

l
グ
ル
ー
プ
の

揃
発
に
成
功
し
た
、
と
発
表

し
た
。

こ
の
ニ

ュ
ー
ス
は
「
ワ
シ

ン
ト
ン
ポ
ス
ト
」
九
月
二
|

二
日
で
鍬
じ
ら
れ
た
も
の
。

川
紙
に
よ
る
と
、
F
B
I
は

九
月
二
十
一

日
、

「
パ
ッ

ク

マ
ン

」
、

「
ミ
ズ

・
パ
ッ
ク

マ
ン

」
、

「
ギ

ャ
ラ
ガ
」
、

「
タ
イ
ム

・
パ
イ
ロ
ッ
ト
」

を
含
む
T
V
ア

ー
ケ
ー
ド
ゲ

ー
ム
機
の
ニ

セ
物
を
、
少
な

く
と
も
丙
力
ド
ル
相
当
、
不

法
に
製
法
、
販
売
し
た
と
の

待
疑
で
五
人
法
捕
し
た
、

発
表
し
た
。

F
B
I
は

市

場

悪

化

を

理

由

に

コ

ロ

ム

ビ

ア

が

ス
タ
I
社
閉
山

と

こ
の
が
件
の

使
命
に
十
三
ヵ
月
間
も
当

っ

て
き
た
が
、
そ
の
尚
一
位
で
フ

ァ
ー
ス
ト

・
ス
ウ
ィ

ッ
チ

・

ア
ミ

ュ
ー
ズ
メ
ン

ト
祉
と
い

う
F
B
ー
に
よ
る
ブ
お
と
り

会
社
H

が
使
わ
れ
た
こ
と
も

明
ら
か
に
し
た
。
容
疑
者
ら

は
、
こ
の

ρ

お
と
り
会
社
H

に
無
断
コ
ピ
!
日
川
を
売

っ
た

こ
と
に
よ
り、

首
都
ワ
シ
ン

ト
ン
D
C
な
ど
で
次
々
と
逮

に
逮
捕
状

補
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

調
べ
に
よ
る
と
、
T
V
ゲ

ー
ム
機
の
無
断
コ
ピ
|
品
の

た
め
、
正
当
な
メ
ー
カ
ー
、

デ
ィ

ー
ラ
ー
は
年
間
二
十
倍

ド
ル

(
米
凶
内
の
み
で
)
も

知
再
を
象

っ
て
い
る
が
、
今

回
の
摘
発
で
“
万
ド

ル
分
加

古
を
回
復
し
た
こ
と
に
な
る
。

五
人
の
谷
疑
者
は
ニ

l
H
と

二

l
一
日
、
次
山
口
川
愉
送
の
疑

西
部
劇
を
テ
l
マ

エ
キ
シ
デ
ィ
社
か
ら

「
シ
ャ
イ
ア
ン
」

米
間
エ
キ
シ
デ
ィ
社

(本

む
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ニ

l
ベ
イ
ル
、
ビ
ー
ト

・
カ
ウ

フ
マ
ン
会
長
)
か
ら
八
月
末
、

新
ゲ

|
ム
「
シ
ャ
イ
ア
ン

」

が
発
必
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
T
V
J
H
ン
ゲ

l
ム

機
で
、
凶
部
制
を
テ
!
?
に

し
た
も
の
。
M
H
れ
で
は
先
に

T
V
ガ
ン
ゲ
ー
ム
機

「
ク
ロ

ス
ボ
ウ

(
わ
け
)
」
を
昨
年

秋
に
発
売
し
て
お
リ

そ
tL 

い
で
述
補
さ
れ
た
。

F
u
u
ー
に
よ
る
と
、
山
待
疑

お
た
ち
は
米
同
内
で
正
当
な

メ
ー
カ
ー
仏
を
買

っ
て
、
そ

の屯
f
泌
H
川

(y
C
ボ

l
ド
)

を
取
り
は
ず
じ
、
そ
れ
を
日

本
へ
送

っ
て
い
た
。

H
本
で

は
そ
れ
を
コ
ピ
ー
し
や
す
い

よ
う

一
部
分

(
代

O

M
等
)

大
量
に
コ
ピ
ー
し
、
こ
う
し

て
い
燃
断
コ
ピ
|
H聞
は

U
本
か

合
浴
か
台
湾
で
作
ら
れ
、
米

凶
や
カ
ナ
ダ
に
送
ら
れ
て
き

た
。
こ
れ
は
本
間
へ
の
衝
愉

入
で
も
あ
る
。
F
B
ー
に
よ

る
H

お
と
り
会
れ
H

の
中
は

な
に
も
な
く
、
た
だ
榔
便
受

と
こ
の
新
ゲ
|
ム
と
は
改
造

可
能
と
の
-
」
と
。

同
社
は
近
年
ヒ

y
ト
作
に

忠
ま
れ
て
い
な
い
が
、
改
造

可
能
の
悩
み
て
こ
の
新
ゲ
ー

ム
を
先
り
込
ん
で
い
る
。

，曲、
， 

け
が
あ

っ
た
だ
け
だ
っ
た
、

と
の
噌
}
と
。

逮
捕
さ
れ
た
五
名
は
い
ず

れ
も
米
川
人
だ
が
、
こ
の
他

に
も
う
一
名
逮
捕
状
が
出
て

お
り、

そ
れ
は
東
京
の
ス
ヤ

マ

・
イ
ク
オ

(
五
州
政
)
だ

と
さ
れ
て
い
る
。

F

B
ー
に

よ
る
と
ス
ヤ
?
は
T
V
ゲ
ー

ム
機
の
ニ
セ
物
ボ
ー
ド
の
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
の
こ
と
。

こ
れ
ら
の
谷
疑
者
は
布
加
と

な
る
と
、
十
年
以
ド
の
祭
鋼

と
一
万
ド
ル
以
下
の
罰
金
が

そ
れ
ぞ
れ
課
さ
れ
る
、
と
さ

れ
て
い
る
。

A

G
M
A
で
は
昨
年

一
月

に

F
B
ー
と
の
連
絡
会
公
を

開

い
て
お
り
、
岐
点
以
強
化
を

要
議
し
て
い
た
が
、
今
回
そ

れ
が
笑
り
、
大
き
な
成
来
を

挙
げ
た
と
し
て
い
る
。

A
O
E
シ
ョ

l
の
買
い
と
り
話

A
G
M
A
が
拒
否

9
月
引
日
の
交
渉
期
限
で
決
裂

Exidy's "Cheyenne" 

米
ぷ
シ
カ
ゴ
で
聞
か
れ
る

A

S
l

(
A

G
M
A
主
催
)

と
A
O
E

(
「
プ
レ
イ
メ
ー

タ
ー
」
主
催
)
と
の
電
阪
を

避
け
る
た
め
、
A
G
M
A
と

「
プ
レ

イ
メ
ー
タ
ー
」
と
の

問
で
交
渉
が
進
め
ら
れ
て
い

た
が
、
九
月
一一

BU---

一
一H
、
耐

お
の
交
渉
は
ま
た
も
や
決
裂

し
た
。

ほ
ぽ
同
じ
時
期
と
場
所
で

附
か
れ
る
こ
つ
の

ρ

森
の
シ

ョ
l
H
に
つ
い
て
は
、
出
展

社
も
米
場
者
む
泌
札
し
て
し

ま
う
こ
と
に
な
り
、
い
ず
れ

も
努
い
が
な
く
な
る
こ
と
は

今
必
の
実
績
が
ポ
し
て
い
る

(も
っ
と
も
米
間
の
市
場
悪

化
が
さ
ら
に
必
い
彩
特
を
及

ぼ
し
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な

ら
な

い
)
。
こ

の
た
め
、
向

私
自
問
で
は
訴
訟
を
含
め
た
争

い
が
絶
え
る
か
っ
た
が
、
今

必
A
O
E
側
が
，
円
分
た
ち
の

シ
ョ
ー

を

A

C
M
A
に
売
却

し
、
同
時
開
催
の
セ
ミ
ナ
ー

だ
け
は
手
応
に
銭
す
、
と
い

う
↑
刀
法
で
A
S
I
に
統
合
し

よ
う
と
す
る
徒
系
が
な
さ
れ

向
者
間
で
話
合
い
が
進
め
ら

れ
て
き
た
。

こ
の
交
渉
は

一
時
は
成
立

し
た
か
の
よ
う
に
見
え
た
。

し
か
し
、
結
局
話
合
い
は
決

裂
し
た
。

こ
の
間
「
プ

レ
イ

メ
ー
タ
ー
」
側
は
、
話
合
い

が
ま
と
ま
る
と
の
予
測
の
上

で
、
こ
の
件
に
つ
い
て
ニ
斗

|
ス
を
流
し
絞
け
た
が
、
A

G
M
A
側
は

「
ま
だ
決
ま
っ

た
わ
け
で
は
な
い

」
と
機
会

み
る
ご
と
に
説
明
し
て
き
た
。

も
と
よ
り
交
渉
ご
と
は
第
三

者
に
は
わ
か
ら
な
い
点
が
多

〈
、
と
く
に
「
A
O
E
シ
ヨ

〆R， 

ー
を
売
却
す
る
」
価
絡
に
つ

い
て
は
、
両
者
と
も
ま

っ
た

く
秘
・
衝
に
さ
れ
て
い
る
た
め

わ
か
る
は
ず
が
な
い
。
し
か

し
、
ど
う
も
こ
の
悩
絡
が

一

番
の
問
題
だ
っ
た
、
と
い
う

の
が
放
も
あ
り
う
る
即
日
由
だ

ろ
う
と
さ
れ
て
い
る
。

両
者
が
先
の
内
容
で
契
約

す
る
に
は
、
未
必
開
催
ま
で

の
ス
ケ
ジ
ュ

ー

ル
も
あ
り
、

タ
イ
ム
リ
ミ

ッ
ト
は
九
月
二

十

一
日
と
さ
れ
た
。

こ
の
目
、

A

C
M
A
側
が
契
約
に
応
じ

な
か

っ
た
た
め
、
事
実
上
交

渉
は
決
裂
し
た
、
と
さ
れ
て

い
る
。

な
お
A
S
I
の
正
式
な
主

催
者
は
メ
ー
カ
ー
協

会

の

A

G
M
A
と
テ
イ
ス
ト
リ
ビ

ュ

!
タ
!
協
会
の
A
V
M
D

A
の
二
協
会
。
米
容
の
A
S

ー
は
三
月

一
一H
か
ら
三

H
間

e

シ
カ
ゴ

市
内
の
エ
キ
ス
ポ
セ

ン
タ
ー
で
附
か
れ
る
予
定
て

出
展
申
込
み
締
切
り
は

l
刈

卜
ニ
H
と
な

っ
て
い
る
。

好
調
続
く
米
国
任
天
堂

初
の

D
B
会
合
で

今
後
の
予
定
な
ど
明
ら
か
に
す
る

米
間
の
ニ
ン
テ
ン

ド

l

-

オ
ブ

・
ア
メ
リ
カ
社

(本
社

ワ
シ
ン
ト

ン
州
レ

ッ
ド
モ
ン

ト
、
淀
川
実
社
長
)
は
、
日

本
の
任
天
堂
側
{本
社
京
都
、

山
内
ゆ
社
長
)
の
チ
会
社
で

あ
る
が
、
八
月
ニ
卜
凶
日
か

ら
三
日
問
、
シ
ア
ト
ル
知
外

の
レ

y
ド
ラ
イ
オ
ン
イ
ン
で

同
社
初
の
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ

ー
タ

l
会
人
口
を
聞
い

た
。

同
会
合
で
は
、
低
迷
し
て

い
る
米
凶
T

V
ゲ
ー
ム
機
市

場
で
阿
祉
の
「
パ
ン
チ
ア
ウ

ト
」
、
ア

y
プ
ラ
イ
ト

「
V

S
シ
ス
テ
ム
」
が
好
調
に
出

術
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
成
果
を
喜
び
合
う
こ
と

が
ま
ず
法
本
に
な

っ
て

い
る
。

と
く
に
「
パ
ン
チ
ア
ウ
ト
」

は
す
で
に
一
万
台
以
卜
売
れ

て
い
る
こ
と
、
ま
た
「
V
S

シ
ス
テ
ム
」
は

R

O
M
交
換

引
の
対
戦
ゲ
|
ム
の
上
、
異

な
る
こ
ゲ
ー

ム
を
収
納
で
き

る
こ
と
、
ま
た
ア

ッ。
フ
ラ
イ

f

ト

「
V
S
シ
ス
テ
ム
」
の
小

引
版
が
チ
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
な
ど
が
話
題
と
な
り
集

っ
た
ん
ア
イ
ス
ト
リ
ビ
ュ

ー
タ

ー
を
長
ば
せ
た
。

こ
れ
ら
は
ま
さ
に
そ
グ

ッ

ド
ニ
ュ

ー

ス
。
ば
か
り
で

市
場
悪
化
に
悩
む
デ
ィ
ス
卜

リ
ビ
ュ

ー
タ
ー
に
と
っ
て
も

脊
ぶ
べ
き
日
と
な
っ
た
。

、



(22) H1fJaE重1I1¥l!物SZ可ゲームマシン第247号1984年11月1日
ゲームマシン

金 (園|晴 也ザ届ム

第ア固ロ• 

，..-

』

-

~ 

ょ
の
写
真
は
十
八
愈
未
満
の
入
場
を
禁
止
す
る

でケ
l
今

ァ

ン

タ

ジ

ア

池

袋

(
イ
エ
ロ
ー
-

サ
ブ
マ
リ
ン
)
」

の
底
内
。
左
は
同
庖
の
庖
一
鎖

第三役郵{出物認可

十
台
、
フ
リ

y
パ
|
八
台
、

そ
の
他
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ

l
ム

一
機
数
台
、
メ
ダ
ル
ゲ
ー
ム
機

一
二
十
二
台
、
計
約
自
三
十
点

一
と
盟
高
に
揃
え
て
い
る
。
通

一
路
部
分
に
か
な
り
の
ス

ペ
l

一
ス
を
取
り
、
胞
内
の
山
々
ま

一
で
目
が
届
く
よ
う
に
レ
イ
ア

一
ウ
卜
さ
れ
て
い
る
。
同
広
の

一
通
常
に
当
た
る
タ
イ
ト

l
池

一
袋
事
業
所
の
ト〈
内
所
長
は
「サ

一
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
の
大
人
が

一
多
く
、
ほ
と
ん
ど
が
常
述
客

一
で
あ
る
。
ま
た
雑
肘
ビ
ル
に

一
あ
る
の
で

H
附

・
祭
日
な
ど

一
は
と
く
に
家
族
連
れ
の
姿
も

一
目
立
つ
。
当
山
的
か
ら
歩
い
て

一
数
分
の
と
こ
ろ
に
ぷ
教
大
学

一
が
あ
る
が
、
大
学
周
辺
に
も

一
い
く
つ
か
ロ
ケ
が
あ
り
、
し

日
一

か
も
ほ
と
ん
ど
五
十
円
一
プ

1
一
レ
イ
と
な
っ
て
い
る
た
め
こ

叶
一

の
界
隅
に
来
る
学
生
は
少
な

司
一

い
よ
う
だ
」
と
諦
る
。
ま
た

が
一

同
氏
は

「
今
の
ゲ
ー
ム
場
は

8
一
ど
こ
も
画

一
化
し
て
お
リ

9
一
脂
ご
と
の
特
徴
を
持
た
せ
る

こ
と
は
縦
し
い
が
、
当
防
で

は
新
製
品
の
早
期
導
入
や
し仏

い
フ
ロ
ア
を
生
か
し
て
ガ
ン

ゲ
ー
ム
な
ど
の
機
般
を
設
置

し
て
い
る
。
ま
た

メ
ダ

ル
ゲ

ー
ム
機
も
近
い
て
い
る
が
、

同
定
容
も
多
く
先
り

k
げ
も

安
定
し
て
い
る
」
と
述
べ
る
。

さ
ら
に
同
氏
は

「
現
代
-
一十

山
時
間
営
業
を
行
な

っ
て
い

る
が
、
一
和
風
営
法
が
ぬ
行
さ

れ
れ
ば
深
夜
の
営
業
が
で
き

な
く
な
り
一
時
的
に
売
り
上

げ
も
務
ち
る
だ
ろ
う
が
、
そ

れ
以
後
の
予
想
は
測
し
い
。

ま
た
池
袋
で
は
ν
麻
雀
道
場
H

的
な
ア
ン
グ
ラ
の
胞
が
か
な

り
あ
る
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て

は
普
祭
が
取
り
・
料
ま
ら
な
い

限
り
今
後
も
噌
え
続
け
る
だ

ろ
う
」
と
語
る
。

「
池
袋
カ
ー
ニ
バ
ル
プ
ラ

ザ
」
も
ロ
マ
ン
ス
通
り
に
出

し
た
一
角
で
巡
叫
す
れさ
れ
て
い

る
。
居
内
の
フ
ロ
ア
前
村
は

約
百
平
均
幻
で
、
こ

こ
に
テ

ー
ブ
ル

q
T
V
ゲ
ー
ム
機
を

中
心
に
約
四
ト
ム
n
の
ア
ー
ケ

ー
ド
ゲ
ー
ム
機
と
卜
三
台
の

メ
ダ

ル
ゲ

l
ム
機
、
計
五
十

数
台
の
機
械
を
設
置
。
応
内

の
按
に
は
各
階
ゲ
ー
ム
機
の

カ
タ
ロ
グ
や
ポ
ス
タ
ー
が
仰
向

示
さ
れ
て
い
る
は
か
、
ゲ
ー

ム
機
の
場
所
が

一
一回
で
わ
か

る
よ
う
に
機
械
の
ネ

i
ム
カ

ー
ド
を
天
井
か
ら
吊
り
下
げ

て
い
る
。
ま
た
ゲ

l
ム
坊
の

雰
凶
気
を
雌
り
上
げ
る
た
め

の
府
内
装
飾
も
地
さ
れ
て
い

る
。
同
町
の
古
川
町
長
は
「
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
、
大
宇
生
な
ど

の品川
山
速
さ
ん
が
多
く、

だ
い

た
い
ど
の
日
に
だ
れ
が
遊
び

に
来
る
か
わ
か
っ
て
い
る
。

常
連
さ
ん
ば
か
り
な
の
で
、

近
く
に
五
十
円

コ
ー
ナ
ー
を

設
罰
し
た
応
が
あ

っ
て
も
ほ

と
ん
ど
影
特
を
受
け
な
い
。

ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
l
ム
機
と
メ

ダ
ル
ゲ

l
ム
機
を
簿
い
て
い
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上の写真は質・.ともにゲーム機を絢えている 「ロサ・ゲームラン ド』 の庖内のようす

せ
て

い
る
糸

口
の
総
収
術
に

刈
し
、
州
け

の
繁
恨
ん
山
は
北

U
川
り
に
作
米
中
し
て
い

る

附

川
の
陥
造
と
し
て
は
、
東
武

.h
行
、
ぃ
川
村
川
か

いりい
米
州
に
トド此
る

パ
ス
辿
り

に
よ

っ
て
尚
北
に

分
け
ら
れ
て
い
る
u

北
側
は

件
付
の
飲
食
施
設
や
川
山
内
山
本
胞

設
な
ど
が
俗
ト八
に
川
品
別
し
て

い
る
倣
栄
似
と
な

っ
て
お
リ
、

む
う

一
む
の
市
側
に
つ

い
て

は
公
凶
な
ど
の
ぬ
設
と
し
て

利
川
さ
れ

て
い
る
。

州
川
の
ゲ

1
ム
坊
は
パ
ス

尚
一
り
の
北
側
の
歓
心山本
財
と
、

い仏
教
大
川
?
の
刷
辺
に
集
ま

っ

て
い
る
が
、
八F
川
は
北
側
の

欲。品市
川山
に
絞

っ
て
パ
ス
辿
リ
、

左
の
写
真
は
「
ゲ

l
ム
サ
ロ
ン
・
イ
ン
ベ

l
ダ
l
ハ
ウ
ス
」
の
底
頭
部
分

<< 

出

M
は
池
袋
点
け
に
あ
る
る
の

は
な
と
ん
ど
が
地
バ
の

ゲ

l
ム
坊
を
取
り
上
げ
た
が
、
人
た
ち
か
、
あ
る
い
は
近
く

今
何
は
池
袋
附
け

て
い
必
符
を

に
あ
る
い
仏
教
卜八
九ア
の
九
子
生
が

行
な
う
ゲ

1
ム
場
に
ス
ポ

ツ

グ
ル
ー
プ
で
飲
み
に
米
る
れ

ト
を
当
て
て
そ
れ
ら
の
実
態
伎
の
よ
う
だ
。

と
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
の
立
け
ん
な
政
射
線
状
に
広
が
リ
を
は

ど
を
机
介
し
て
い
く
ω

サ
ン
シ

ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
の

叫
叫
ん
壬
以
米
、
と
く
に
ル
れ
お
の

集
ま
る
耐
と
し
て
急
速
に
泥

炭
し
て
い
る
以
い
に
比
べ
る

と
、
川
門
什

の
ね
は
A
ー
も
ら
お

汁
な
が
ら
の
池
袋
の
州
山仰
を

残
し
た
男
性
の
街
と
・
・

4

川
、
え
る

だ
ろ
う
。

内
川
の
総
本
仇
の
阿
山
え
は

点
U
よ
り
も
卜
け
く
、
附
利
二

卜
年
代
の

H

ド
ブ
似
験
問
。

と
呼
ば
れ
た
悩
川
い
切
飲
代
品
川
を

皮
切
り
に
、
力
作
の
鉱
山
本
耐

と
し
て
栄
え
て
き
た
。

か
つ

て
は
池
袋
と
。
什
え
ゴ
両
日

の

こ
と
を
射
し
て

い
た
も
の
だ

勺
た
が
、
近
年
の
点
刊

の
党

以
に
は
け
円
を
み
は
る
も
の
が

あ
り
、
今
で
は
池
袋

へ
シ
ヨ

ソ
ピ

ン
グ
な
ど
に
米
る
人

の

ほ
と
ん
ど
は
米
日
へ
流
れ
る

傾
向
に
あ
る
。

そ
の
た
め
州

日
川
辺
の
鍛
駅
前
に
山
て
く

西口では唯一ビンゴゲーム機を設慣している fビンゴイン池袋J の庖内のようす

-， 

る
が
、
ど
う
し
て
も
テ
ー
ブ

ル
を
、
一十
体
と
し
た
巡
常
に
な

っ
て
し
ま
う
。

六
月
以
降
符

足
は
伸
び
て
き
て
お
り
、

当

分
の
問
は
こ
の
傾
向
が
絞
く

と
思
う
。
し
か
し
米
年
↓
-川

に
新
胤
常
法
が
他
行
さ
れ
る

と
と
う
な
る
か
心
配
だ
」
と

ぷ
る
。
ま
た
川
氏
は

「
一
・時

期
に
比
べ
る
と
ス
ナ

ッ
ク
な

ど
で
カ
ラ
オ
ケ
を
来
し
む
人

が
少
な
く
な

っ
た
よ
う

て、

か
つ
て
は
午
前
二
附
則
ま
で

飲
み
屋
帰
り
に
ゲ
|
ム
で
遊

ぶ
人
J
U
多
か

っ
た
が
、
今
で

は

一
時
半
を
過
ぎ
る
と
人
の 1・

あ
け
ぼ
の
泊
り
、
市
然
辿
リ
、

丈
化
泊
り
の
そ
れ
ぞ
れ
の
辿

リ
に
川
ま
れ
た

一
向

の
ロ
ケ

を
取
り
ト
げ
る
。

こ
の
.
向

に
は
川叫ト
作
ハ
山
刊
の
ゲ
ー
ム
坊

が
巡
山
一
刊
を
行
な

っ
て
い
る
。

側
々

の
ゲ

l
ム
ぬ
に
つ
い
て

こ
の

二
、
コ
年
の
般
向
怜
を
けん

る
と
ゲ

i
今

ロ

ア

を

紘

保

し
た
り
焔
少
し
た
い川
も
あ
る

が
、
ほ
と
ん
ど
変
化
し
て
お

ら
ず
、
附
け

の
散
策
術
に
つ

い
て
は
必
ち
ぷ
い
て
い
る
と

.白
川
え
る
。

「
ロ
サ

・
ゲ
ー
ム
ラ
ン
ド
」

は

ロ
マ
ン
ス
通
り
と
あ
け
は

の
泊
り
に
挟
ま
れ
た
角
地
に

あ
る
ロ
サ
会
館

一
階
で
泌
門
付

さ
れ
て

い
る
。
川
会
館
は
映

州
似
の
ほ
か
ハ
チ
ン
コ
山
、

飲
食
山
な
ど
が
人

っ
た
レ
ジ

ャ
ー
ビ
ル

で
あ
る
。
川
山
は

前
川
の
い
米
け
で
も
川
允
な
ロ

ケ
川駅
間
を
'行
な

っ
て
い
る
附

タ
イ
ト
ー

の
泌
背
て
、

M
H札

の
数
あ
る
ゲ
|
ム
坊
の
な
か

で
も
代
よ
的
な
山
で
あ
る
。

山
内
の
フ
ロ
ア
州
制
は
約
二

日付

h
l
J
r
u
γ
あ
り
、
こ

の

界
限

で
は
絞
ら
い
仏
い
ゲ
ー
ム

場
。
あ
け
ば
の
泊
り
か
ら
の

人
川
泌
分
に
テ
ー
ブ

ル
を
、七

体
と
し
た

r
v
ゲ
|
ム
コ
ー

ナ
ー
を
ぷ
け
、
フ
ロ
ア
中
央

部

に
T
V
ゲ
|
ム
機
を
含
む

作
付
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
ー
ム
機

と
メ
ダ
ル

ゲ
|
ム
機
を
ぷ
川
、

さ
ら

に
ロ
マ

ン
ス
辿
リ
か
ら

の
人
日
付
近
に
は

ワ
り

ツ
ハ

l
る
ど
を
中
心
と
し
た

コ
ー

ナ
ー
を
ぷ
け
て

い
る
品
川
山

機
械
は

T
V
ゲ
ー
ム
機
約
九

流
れ
も
少
な
く
な
り
す
骨
足
も

止
ま

っ
て
し
ま
う
」
と
語
る
。

ま
た
同
町
の
仲
野
従
業
員
は

「凶
の
他
令
性
を
考
慮
し
て
、

山
内
照
明
は
ゲ

l
ム
に
支
隊

の
な
い
よ
う
で
き
る
だ
け
明

る
く
し
て
い
る
」
と
舵
全
性

を
述
べ
る
。

グ
飽
和
状
態
d

の
ゲ
l
ム
場

州
U
てげ
小山
ペ
凡
な
ロ
ケ
巡
九
百

を
展
開
し
て
い
る
の
が
側
、
ン

グ
マ
で
あ
る
。
川
社
で
は
同

一
役
街
に
沿

っ
て
「
ゲ

l
ム

フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
池
袋

(
イ
エ

ロ
ー
サ
ブ
マ
リ
ン

)」
、

「ゲ

ー
今

ァ

ン

タ

ジ

ア

・
シ
ク

マ

|
1
」
、

「
ビ
ン
ゴ
イ
ン

池
袋
」

の
二
附
を
遥
常
し
て

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
黙
な

っ
た

客
層
を
対
象
に
独
特
の
営
業

を
行
な

っ
て
い
る
。

ま
ず

「
ゲ
l
今

ァ

ン

タ

ジ
ア
池
袋
」
だ
が
、
通
仏
竹
イ

エ
ロ
ー
サ
ブ
マ
リ
ン
H

と
呼

ば
れ
て

い
る
宿
。

こ
の
通
祢

は
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
川
曲
名
に

由
米
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

そ
の
た
め
府
組
を
は
じ
め
、

山
内
各
所
に
治
水
縦
の
内
部

を
あ
し
ら
っ
た
装
飾
が
装
さ

れ
て
い
る
。
府
内
の
フ
ロ
ア

岡
山
似
は
約
二
百
七
ト
ギ
方
れ

で
、
入
口
部
分
に
は

T
V
ゲ

ー
ム
機
を
放
出
し
た
レ
ギ
ュ

ラ
ー

コ
ー
ナ
ー
を
、
ま
た
'
奥

部
分
に
は
同
社
製
競
馬
ゲ
ー

ム
「
ザ

・
ダ
ー
ビ
ー

-
マ
ー

ク
川
」
を
メ
イ
ン
と
し
た
メ

ダ
ル
ゲ
|
ム
コ
ー
ナ
ー
を
そ

れ
ぞ
れ
設
け
て
い
る
。
設
問

機
械
は

T
V
ゲ
ー
ム
機
三
十

数
台
、
フ
リ

ッ
パ
|
数
台
、

ポ
ー
カ
ー
や
ス
ロ

ッ
ト
な
ど

の
メ
ダ
ル
ゲ

l
ム
機
五
十
数

台
、一
計
八
卜
数
台
と
な

っ
て

い
る
。
岡
山
の
上
村
倍
長
は

「
当
的
で
は

メ
ダ
ル

ゲ
|
ム

機
を
メ
イ
ン
に
ア
ダ
ル
ト
に

的
を
絞

っ
た
運
営
を
行
な

っ

て
い
る
。
そ
の
た
め
十
八
歳

米
備
の
ぷ
成
年
者
に
対
し
て

は
時
聞
を
問
わ
ず
入
場
祭
止

に
し
て
い
る
。
ム存
婦
は
サ
ラ

:芦ミ

' 

ょの写真は「池袋カ ーニパル プラザ』の仲

野恭寧従業員。下の写真は同庖の1苫内のよ

うす。庖内の量産に各種TVゲーム機のポス

ターなどを鮎りロケの雰囲気を盛りょげる

ayf 
.1“ 

コ. 
..J' 
、.... e 主、
... p.:' > 

り
!

?
ン
の
他
に
も
向
由
業

や
水
商
売
関
係
の
人
も
多
い
。

と
く
に
メ
ダ
ル
ゲ
ー
ム
の
常

池
谷
が
か
な
り
の
割
合
を
山

め
て
い
る
」
と
述
べ

、
メ
ダ

ル
ゲ
ー
ム
の
似
強
い
人
気
を

一泊
る
。
ま
た
同
氏
は

「
ロ
ケ

巡
併
に
際
し
て
は
し

っ
か
り

し
た
符
潟
体
制
で
臨
ん
で
い

る
が
、
歓
楽
術
と
い
、
7
州
場
所

な
の
で
不
良
容
や
品
川
作
な
ど

も
多
く
、
渋
谷
や
銀
山m
の
ロ

ケ
で
は
v
t
J

え
ら
れ
な
い
よ
う

な
出
来
事
が
起
き
る
」
と
西

日
の
特
徴
を
諦
る
。
ま
た
設

置
機
的
な
ど
に
つ
い
て
同
居
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揖価絡 ￥ 148，000 

世帯ナム コ

ス
t
パー

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

企

今
、
君
の
チ
l
ム
が
同
点

差
で
負
け
て
い
る
.
昨日り

時
間
は
あ
と
わ
ず
か
。
君

は
逆
点
で
き
る
か
け
・リ
ア

ル
な
画
像
で
コ
ー
ト
の
興

奮
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
再
現
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ル
し
て
い
る
。
ま
た
地
下
に

は
麻
雀
な
ど
の
テ
ー
ブ
ル
引

T
V
ゲ
ー
ム
機
を
設
院
し
て

ゆ
っ
く
り
遊
べ
る
よ
う
に
し

て
い
る
。
設中

u

問
機
械
は
す
べ

て
T
V
ゲ

l
ム
機
で
、

一フ

ロ
ア
合
わ
せ
て
約
問
十
台
を

置
き
、
遊
戯
料
令
は

一
律
五

十
円
に
設
定
し
て
い
る
。
そ

の
た
め
同
居
へ
の
存
屑
と
し

て
は
中
、
高
校
生
な
ど
が
多

い
よ
、
7
だ
。
岡
山
仙
の
従
業
員

は
「
か
つ
て
は
九
鎚
な
ど
を

使
っ
て
キ
ヤ

y
シ
ュ

ボ
y
ク

ス
を
聞
け
た
り
、
針
金
な
ど

て
機
械
に
イ
タ
ズ
ラ
を
す
る

よ
う
な
者
も
い
た
が
、
こ
の

ご
ろ
は
答
の
質
も
だ
ん
だ
ん

と
良
く
な
り
、
そ
の
よ
う
な

こ
と
も
ほ
と
ん
ど
起
'
」
ら
な

く
な

っ
た
」

と
語
る
。

「
ゲ

l
ム
サ
ロ
ン

・
イ
ン

ベ

i
ダ
|
ハ
ウ
ス
」
は
か
つ

て
は

一
階
と
ニ
附
の
二
つ
の

池袋西口

全国市街地ゲーム場

• 東京

て空re竺主f・
ム
機
を
設
置
し
て
い
る
。
問

的
の
深
水
従
業
員
は

「客
層

と
し
て
は
五
卜
円
機
械
を
訟

い
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
比

較
的
低
い
年
齢
層
か
ら
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
ま
て
と
幅
広
い
。

当
何
で
は
卜
八
ぷ
未
満
の
青

少
年
に
つ
い
て
は
午
後
六
時

か
ら
、
二
寸
歳
米
満
に
つ
い

て
は
午
後
寸
時
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
入
場
祭
止
に
し
て
い
る
。

よの写真は『ゲームファンタジア・シダマー 1J の1階フロアのようす

ま
た
半
日
の
畳
間
に
人
庖
す

る
中
、
高
校
生
に
対
し
て
は

学
校
名
、
学
年
な
ど
を
聞
い

て
、
学
校
を
さ
ぼ
っ
て
ゲ
ー

ム
坊
に
遊
び
に
来
て
い
な
い

か
ど
う
か
を
厳
し
く
チ
ェ
ッ

ク
し

τい
る
」
と
川
自
の
健

全
性
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
。

「
ビ
ン
ゴ
イ
ン
池
袋
」
は

池
袋
ピ

l
ス
座
の
二
階
で
運

営
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
岡
山

ー々
w・
，F
ヘ

!

j
-

¥ 

の
宇
野
沢
従
業
員
は
「
ア
ー

ケ
ー
ド
機
も
併
設
し
て
い
る

が
、
こ
れ
は
メ
ダ
ル
ゲ

1
ム

機
だ
け
で
は
フ
リ

l
容
に
と

っ
て
入
り
づ
ら

い
こ
と
を
考

慮
し
た
た
め
。

フ
リ
|
客
に

つ
い
て
は
ま
ず
ア
ー
ケ
ー
ド

ゲ

l
ム
で
府
内
に
呼
び
込
み
、

そ
れ
か
ら
メ
ダ
ル
ゲ

l
ム
へ

の
悶
定
化
を
目
指
し
て
い
る
。

ま
た
客
府
に
つ
い
て
は
向
か

い
側
に
あ
る
池
袋
ピ

i
ス
峰

の
上
映
作
品
に
よ
っ
て
か
な

り
変
わ
る
よ
う
だ
。
か
つ
て

は
ポ
ル
ノ
的
な
も
の
を
上
映

し
て
い
た
が
、

A
7
は
名
州
館

と
し
て
若
者
向
け
の
作
品
を

上
映
す
る
よ
う
に
な
り
、
当

脂
へ
来
る
容
の
一
抗
も
良
く
な

っ
て
き
た
」
と
誤
る
。

「ゲ
ー
今
ァ
ン
タ
ジ
ア
・

.

シ
グ
マ
|
1
」
は
同
社
所
布

、〆

の
第

一
シ
グ
マ
ピ
ル
の
一
階

〆

か
ら
三
階
ま
で
の
三
フ
ロ
ア

三

を
ゲ

l
ム
場
と
し
て
運
営
し

一ぜ

て
い
る
も
の
。
な
お
同
ビ
ル

λ

の
地
下
フ
ロ
ア
は
現
布
パ
ブ

J

に
な
っ
て
い
る
が
こ
れ
も
今

一

年
い

っ
ぱ

い
で
閉
庖
さ
れ
、

ζ

一来
年
か
ら
は
ゲ
ー
今
ロ
ア

メ
」

と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
に
な

一
っ
て
お
り
、
東
口
の

「
ゲ
|

一
今

ァ

ン

タ

ジ

ア

・
ス
ー
パ

一
ー

2
」
同
僚
に
ビ
ル
全
体
が

一
ゲ
l
ム
場
フ
ロ
ア
の

θ

ゲ

|

一
ム
ビ
ル
ク
に
な
る
と
の
こ
と
。

一
同
庖
の
フ
ロ
ア
而
績
は
そ
れ

一
ぞ
れ
約
三
百
平
万
灯
で
、

一

27
一階
は
メ
ダ
ル
ゲ
|
ム
機
と
ア

ヂ
一

|
ケ
|
ド
ゲ
ー
ム
機
、
二
階

4
一
は
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ

l
ム
機
の

児
一

ほ
か
卓
球
台
が
、
ま
た
三
階

i
一
は
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ

l
ム
機
中

日
一
心
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
設

引

一選
機
械
は
合
わ
せ
て

T
V
ゲ

1
一
l
ム
機
約
百
三
十
台
、
フ
リ

汁

一
ッ
パ

|
十
数
台
、
そ
の
他
ア

中
一

l
ケ
|
ド
機
数
台
、
メ
ダ
ル

8
一
ゲ

l
ム
機
約
六
十
台
、
計
約

一川一

二
百
台
。
一
階
の
ア
ー
ケ
ー

ド
機
の
料
金
は

一
律
宵
円
だ

が
、
二
、
三
階
に
は

一
プ
レ

イ
五
卜
円
の
名
純

T

V
ゲ

|

司.

G 

司，
F 

唱F
. の

上
に
は
落
語
の
定
席
を
中

心
に
投
レ
4

、
講
談
、
寄
術
な

ど
を
公
演
す
る
池
袋
演
芸
坊

が
あ
る
。
岡
山
柏
の
応
内
フ
ロ

ア
は
約
二
百
平
方
ぷ
と
他
の

二
円
に
比
べ
る
と
や
や
狭
い

が
、
ビ
ン
ゴ
ゲ

|
ム
を
売
り

物
に
独
特
の
運
営
を
行
な
っ

て
い
る
。
設
前
機
械
は
約
三

十
台
の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
機
の

ほ
か
、
ス
ロ
ッ
ト
マ
シ
ン
や

ポ
ー
カ
ー
式
の
メ
ダ
ル
ゲ

ー

ム
機
を
そ
れ
ぞ
れ

l
台
ず
つ

、

計
約
五
十
台
を
情
い
て
い
る
。

府
内
に
は
カ
ー
ペ
ッ
ト
を
敷

き
つ
め
、
照
明
も
や
や
附
く

し
て
都
ち
着
い
た
一存
問
気
を

出
し
て
い
る
。
二
階
で
の
営

業
と
い
う
こ
と
で
や
や
ハ
ン

デ
ィ
は
あ
る
も
の
の
、
ビ
ン

ゴ
の
魅
力
に
引
き
つ
け
ら
れ

た
常
連
容
が
多
い
よ
う
だ
。

固
定
客
主
体
の
口
ケ
運
営

寸
ス
ー
パ
ー
ゲ

l
ム

・
ラ

ス
ベ
ガ
ス
」
は
ロ
マ
ン
ス
通

り
に
耐
し
た
場
所
で
辺
川
町
曲
さ

れ
て
い
る
ロ
ヶ
。
か
つ
て
は

地
下
と

一
階
の
ニ
フ
ロ
ア
で

営
業
を
行
な
っ
て
い
た
が
、

現
花
は

一
階
フ
ロ
ア
だ
け
に

ゲ
ー
ム
機
を
設
近
し
て
い
る
。

庖
内
は
ほ
ぼ
正
方
形
で
フ
ロ

ア
而
附
は
約
丘
十
ギ
万
灯。

こ
こ
に
テ
ー
ブ
ル
引
を
中
心

に
二
十
八
れ
の

T
V
ゲ
ー
ム

機
を
設
慣
し
て
い
る
。
広
内

フ
ロ
ア
の
運
営
だ
っ
た
が
、

今
で
は

一
階
の
み
を
ゲ
ー
ム

坊
に
使

っ
て
い
る
。
庖
内
は

約
五
十
一
千

h
れ
の
細
長
い
フ

ロ
ア
で
、
テ
ー
ブ
ル
引

T
V

ゲ
ー
ム
機
を
中
心
に
ト
七
台

を
設
置
し
て
い
る
。
遊
戯
料

令
は
ジ
ャ
ン
ピ
ュ

l
タ
ー
な

ど
は
一
プ
レ
イ

a

ム
ト
問
で
、

そ
の
他
は
百
円
に
設
定
。
岡

市
附
の
従
業
以
は

「
大
同
了
生
一
や
一

新
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
多
い
。

中
宇
佐
な
ど
比
絞
的
低
い
年

臥
仰
の
ιJ
も
遊
び
に
米
る
が
、

ま
じ
め
な
チ
ば
か
り
で
喫
矧

な
ど
は
ま
っ
た
く
な
い
。
・当

山
山
は
池
袋
駅
の
す
ぐ
前
に
あ

る
が
場
所
的
に
は
良
い
と
は

苛
え
な
い
。
東
武
百
貨
市
川
が

問
問
す
る
と
付
近
の
照
明
が

ほ
と
ん
ど
消
え
て
し
ま
う
。

さ
ら
に
夜
間
に
な
る
と
・谷
足

が
通
り
を
一
つ
隔
て
た
北
側

の
歓
楽
街
に
流
れ
て
い
く
た

ri;ιロ
tニ吋ガ、つ

の
唱
は
内
系
統
の
色
で
統

一

さ
れ
て
い
る
L
L
、
照
明
J
U
明

る
く
清
潔
な
雰
問
気
が
採

っ

て
い
る
。
同
庖
は
附
ジ
ョ
イ

バ
y
ク
レ
ジ
ャ
ー
に
よ
る
泌

営
だ
が
、
同
社
で
は
ゲ

1
ム

坊
の
オ
ペ
レ

l
ト
の
ほ
か
に

も
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
、
映
画
館
、

バ
チ
ン
コ
広
な
ど
の
各
種
レ

ジ
ャ
ー
地
設
を
巡
営
し
て
い

る
。
同
市
川
の
横
列
従
業
員
は

「
客
層
は
学
生
や
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
な
ど
の
常
連
容
が
多
い

戸

，、

ょ
う
だ
。
官
業
時
聞
は
午
前

|

一
時
か
ら
午
後

l
一
時
ま

で
。
東
京
で
も
新
宿
な
ど
に

比
べ
る
と
か
な
り
巣
な

っ
て

お
り
、
持
体
伎
十
二
時
を
過
ぎ

る
と
人
通
り
が
な
く
な
っ
て

し
ま
う
。
ま
た
サ
ン
シ
ャ
イ

ン
な
ど
が
て
き
て
か
ら
は
、

人
の
流
れ
も
東
口
へ
修
動
し

て
お
り
、
こ
の
界
限
の
ゲ
ー

ム
坊
に
は
フ
リ
ー
の
。絡
が
な

か
な
か
人

っ
て
こ
ず
、
従
っ

て
新
川崎
に
ゲ
ー
ム
容
を
開
拓

也ぷn

右の写真は rシグ7ー 1J の庖頭
部分。下の写真は活況を呈する問

1苫の 3階フロアのようす

す
る
の
は
難
し
い
」
と
諮
る
。
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ

「
ゲ
ー
ム
イ
ン
池
袋
」
は
れ
の
フ
ロ
ー
州
制
は
約
二
十

阿
口
に
あ
る
地
下
街
へ
通
じ
.
キ
ん
幻
で
こ
の
界
限
で
は
や

る
出
入
口
の
付
近
に
あ
る
ロ
や
小
川
崎
院
の
応
。

一
階
の
入

ヶ
。
一

階
と
地
下
の
ニ
フ
ロ
口
部
分
に
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
明

ア
の
逆
説
で
、
地
下
へ
は
ら
な
ど
の

T
V
ゲ

l
ム
機
を
設

せ
ん
階
段
を
降
り
て
行
く
よ
越
し
て
道
行
く
人
に
ア
ピ
|

wc 

4 

• 
‘ . 
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円

ロサ・ゲームランド 量豊島区西泡袋1-37・11、

ロサ会館1階、 n984・5021、本社=附タイト

ー 〈まま264-8611) 副

ゲームファンタジフコ ・シクマ-1 西泡袋1-

33-8、第一シクマピル、 n985・3573、本字I=
側シクマ (no96・5221) 箇

ゲームフフフンタジ7フj也袋(イエロー・サブマ

リン) 箇泡袋1・24・4、いわだピル1階、 8

985-4113、本主1=同iニ。 図

ビンゴイン池袋 西池袋1-23・7、俗図ピlし2

階、 宮988・8717、本妊=岡上。 回

ゲームサロン ・インベーターハウス 西泡袋

1-27・1、1ft.まし、直営=筒山翠成。 固

スーI~ーゲーム・ラスペガス 西泡袋1・22・4、

n982・1817、本ネI=ジョイパックレジャー附

(1f208-8051) 図

池袋力一二Iiルプラザ窃泡袋小21・13、合9

85-1466、本位=側工スコ貿易 (fi455・6511)

園

ゲームイン池袋箇泡袋1・20-7、n983・3876、

本社=開ミリヌン・リーシンクシステム (fi

930-2330) 阻

データ (J同

め
、
こ
の
ブ
ロ
ッ
ク
は
お
容

の
通
過
点
に
な
っ
て
し
ま
う
。

そ
の
た
め
当
山
で
は
夜
十

一

時
で
析
を
閉
じ
て
い
る
」
と

弔問る
。

な
お
丙
口
で
は
こ
れ
ら
の

ほ
か
に
も
前
に
述
べ
た
よ
う

に
立
教
大
学
周
辺
に
も
ロ
ケ

が
あ
る
よ
う
だ
。
あ
る
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
の
訴
に
よ
る
と
大

国
鉄
把
一
位
取

三也
笹
長一

学
周
辺
に
は
現
ト
仕
凶
制
の
ロ

ケ
が
あ
り
、
今
後
も
柄
加
の

傾
向
を
比
せ
て
い
る
と
の
こ

。
・F』

以
卜
前
回
と
今
回
の

二
皮

に
わ
た

っ
て
池
袋
界
限
の
ゲ

ー
ム
坊
を
紛
介
し
て
き
た
が
、

東
U
と
西
口
で
は
か
な
り
呉

な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
来
日

で
は
新
名
を
中
心
に
か
な
り

13 
j千

あ
げ
ぽ
の
孟
リ

j込モ
ヱ?

ffioむ〉タ-tllι

データの見方(<):、きEから巴名、所在地、 m話

番号、経苦言雷、そしてl1Jl図主の位設を示<:J~

gの'JI良と依っている。

の
通
γ

刊
誌
が
あ
る
た
め
フ
リ

ー
存
も
か
な
り
の
訓
人
け
を
山

め
て
お
り
、
ゲ
ー
ム
場
数
に

つ
い
て
も
収
作

一
山
が
控
ぷ

を
進
め
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
、
今
後
も

m加
し
て

い
く

傾
向
に
あ
る
。

こ
れ
に
対
し

て
開
口
で
は
繁
恥
術
の
波
紋

も
小
さ
く
、
と
く
に
昼
間
の

通
行
民
が
少
な
い
た
め
ど
う

し
て
も
凶
定
第
を
中
心
と
し

た
巡
ゃ
い
に
な
っ
て
し
ま
う
よ

、7
だ。池

袋
凶
川
辺
に
は
二
寸
粁
近

く
の
ゲ
ー
ム
坊
が
あ
り
、
そ

の
多
く
は
独
山
の
巡
品
川
内
十
川
針

の
も
と
で
、
し
っ
か
り
し
た

行
型
休
制
を
隊
立
し
な
が
ら

ゲ
ー
ム
答
の
附
加
、
ん
必
ぷ
化

を
凶
ろ
う
と
し
て
い
る
よ
う

だ
が
、
わ
ず
か
な
が
ら
む
依

然
と
し
て
ア
ル
バ
イ
ト
的
な

従
業
員
に
管
鹿
を
委
ね
て
い

る
山
も
見
受
け
ら
れ
る
の
は

妓
念
だ
。
し
か
し
な
が
ら
ほ

と
ん
ど
の
ゲ

l
ム
坊
で
は
山

の
照
明
も
明
る
く
、
未
成
年

ぷ
に
対
し
て
も
配
慮
を
し
て

健
全
営
業
に
努
め
て
い
る
よ

、
つ
だ
。

14 _一ーーー圃園、証コ里 A 
ロマンスi畠リに面して運営されている「スーパーゲーム ・ラスベガスJ の庖内のようす

ン
ブ
3

ヨ
υ1
併

、ジ

門
川

、ン

イ
m
∞

。円

ラ

-M
ブ
格

凡

ジ
価

一

戸
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r、
a・h" 

ミ込

ドルアーガの塔

ふも

_，. 

進め0 .... 
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ジャンピングクロス

ゴールをめざL

モ トクロスの迫力をコミカルに表現した、バイクゲーム。

ライバルマシーンの攻撃や、点字コ ーナー・連続ジャン

プ・川等の障害物をクリアーすれば¥ゴールは、目前だグ

空からの攻撃にも注意グ

ライバルを倒し、

J ~ックランド
好評発売中/

PCBキ、ソト価格 148，000同128，000円

ドルアーガの熔
好評発売中/

PCBキ、ソト価格

ギャプラス
賂評発売中/

PCBキ、ソト価格

128，000円

r.tIO.. 

ザ ν司，

干564 吹田市鐙津町13-32号江坂伴野ビJ~ TE l (06) 338-7007((t) 
干160東京都新宿区四ツ谷1HI5番地佐奈ピル TE l (03) 356-9361(的
干578東大阪市告図7丁目 2番35号 本ワイトシャートー TEl (0729) 
干812福岡市博多区樽多駅東3丁目3-16 Jl I清ピJ~ TE しゅ92)471

大阪本 社

東京宣底
東大阪営業所

福岡営業所.:第間程〆'、

b 手塚商会
〒663兵1単県内1fff|J政i松111116-15 T E L 0798-66-0811(代)

私たちはギャンブル機やコピー機のない、

健全な AM業界をめざしています。
たゆまぬ努力で正しいコースを



(26) 第二純白.i挺物認可ゲームマシン

「悪戯天使」日本物産から

14 
型で「ラウンドテープ.ル」新キャビネット

日
休
座
を
ほ
用
し
た

T

V
ゲ

ー
ム
機

「
掛
川
枇
天
使
」
が
、

H
本
物
産
附

(本
社
大
阪
、

鳥
井
末
治
社
長
)
か
ら
十
一

月
ヒ
旬
発
売
と
な
る
。

こ
れ
は
キ
ュ
ー
ピ

ッ
ト
が

天
女
の
ハ
ー
ト
を
射
止
め
る

た
め
、・
伐
山
之
に
郷
く
川
いか
ら

爪
へ
と
品
川
び
修
り
な
が
ら

一

つ
の
け
生
路
を
形
成
し
て
い
く

と
い
う
ゲ
ー
ム
。
令
部
で

i

凹
M
m
M
M

の
以
座
が
あ
り、

一

ツ
イ
ン
モ
ニ
タ
ー
方
式
第
2
弾

法
が
多
彩
に

フ
ナ
イ
か
ら

ザつ銀行強盗
「
ス
ー
パ
ー
・
パ
ン
チ
ア
ウ
ト
」

ア
ニ
メ

V

D
採
用
の

T
V

ゲ

i
ム
機
「
エ
シ
斗
ズ

・
オ

ル
ン
ミ
ラ
」
が
、
側
フ
ナ
イ

(
本
社
大
阪
、
船
井
哲
良
社

長
)
か
ら
ト

一
月

一
日
発
売

と
な
る
。

こ
れ
は
同
行
V

D
ゲ
|
ム

機
第
三
仰
で
、
プ
レ
イ
ヤ
ー

が
ゲ
ー
ム
の
難
易
度

(三
段

階
)
を
選
択
で
さ
る
こ
と
が

最
大
の
特
徴
。
全
部
で
二
十

攻
r-

，..、

市民なら撃たずドアが開いた瞬間、

任
天
堂

銀
行
強
盗
を
銃
製
す
る

T

V
ゲ
ー
ム
機

「
パ
ン
ク

・
パ

基板- J〈ニ ック」r /，ンクセガネ土から

②
キ

ッ
ク
が
加
わ

っ
た
、
③

レ
パ
|
操
作
で
ダ
ツ
キ
ン
グ
、

ウ
イ
|
ビ
ン
グ
が
で
き
る
の

で
、
よ
り
効
果
的
な
攻
憎
が

可
能
と
な
っ
た
、
@
成
人
け
は
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第一村1劉i便物品Zul

用
座
一
で

一
パ
タ
ー
ン
と
な
っ

て
お
り
、
七
叫
州
知
削
の
H
紘
一加
を

形
成
す
る
ご
と
に
ボ
ー
ナ
ス

得
点
が
追
加
さ
れ
る
。

八
方
向
レ
バ
ー
で
、
キ
ュ

ー

ピ
ッ

ト
を
繰
作
し
、
主
か
ら

以
へ
修
動
さ
せ
る
ご
と
に
そ

の
以
座
の
絵
が
線
で
焔
か
れ

て
い
く
。
た
だ
し
途
中
で
忠

雌
や
魔
法
使
い

、
以
倣
な
ど

が
桃
川
悦
に
入
り
、
こ
れ
ら
に

つ
か
ま
る
と
ア
ウ
ト
に
な
る

前
に
日
本
一部
聞
の
リ
ン
グ
ア
ナ

ウ
ン
ス
が
流
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
な
ど
。
プ
レ
イ
い
刀

法
は
同
じ
。
連
打
で

K
O
マ

ー
ク
が
点
滅
す
る
と

K
O
バ

/
チ
ボ
タ
ン
で
相
手
を
倒
す
。

ス
タ
ミ
ナ
メ
ー
タ
ー
が
る
く

な
れ
ば
ダ
ウ
ン
し
て
ゲ

l
ム

終
了
。
定
価
八
卜
・
心
力
川
、

水
似
キ
y
ト
て

O
P
M係
十

二
万
八
千
円
。

難
易
度
を
選
択
し

ゲームマシン第247号1984年11月1日(27) 

六
ス
テ
ー
ジ
の
展
開
が
あ
り
、

そ
の
間
に
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー

に
よ
る
プ
レ
イ
ヤ
ー
へ
の
操

作
桁
示
が
約

μ
三
十
州
あ
る
。

初
め
に
登
場
人
物
の
紹
介

が
あ
り
、
ゅ
ド
ン
H

が
山
子
山
出

船
に
来
っ
て
恋
人
を
救
う
た

め
懇
の
惑
星
に
到
着
す
る
と

ゲ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
。
迩
中
で

進
む
べ
き
レ
パ

l
H向
と
倣

を
到
す
ボ
タ
ン
の
操
作
指
示

'‘ 
'‘ 

が
州
耐
に
んい衣
ぶ
さ
れ
る
と
同

時
に
、
レ
パ

!
と
ボ
タ
ン
が

点
灯
。
ボ
タ
ン
は
倣
の

一
部

あ
る
い
は
ド
ン
の
剣
が
光
っ

た
時
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を
合
わ

せ
て
仰
す
が
、
タ
イ
ミ
ン
グ

が
、
す
れ
る
と
相
手
に
倒
さ
れ 句、.句、

句、

悪戯天使

の
で
注
意
。
そ
れ
ら
を
や

っ

つ
け
る
に
は
、よ吹山吋
L

に
ラ
ン

ダ
ム
に
配
明
附
さ
れ
て
い
る
矢

を
取
り
、
ボ
タ
ン
に
て
矢
を

射
る
。

こ
の
ほ
か
流

μ
税、

U
F
O
な
ど
も
山
山
視
す
る
の

で
、
こ
れ
を
避
け
な
が
ら
尽

械
を
完
成
さ
せ
る
と
、
そ
の

川
会
座
が
画
耐
右
側
に
表
ぶ
さ

れ

一
パ

タ
ー
ン
ク
リ
ア
と
な

る
。
第
七
パ
タ
ー
ン
終
了
時

に
取

っ
た
抵
の
数
に
-L
じ
た

ボ
ー
ナ
ス
得
点
が
加
算
さ
れ
、

第

1
四
パ
タ
ー
ン
ク
リ
ア
で

画
而
七
側
の

t
下
に
い
る
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
が
ド
ッ
キ
ン
グ

2
人
が
そ
れ
ぞ
れ
レ
バ
1

2
本
同
時
操
作
し

25 

の
多
彩
な
技

デ
ー
タ
か
ら

スーパー・パンチアウ ト

デ
ー
タ
イ
ー
ス
ト
附

(本

社
東
京
、
一
悩
問
哲
夫
社
長
)

か
ら
、

同
社
T

V
ゲ
l
ム
機

「
計
千
道
」
の
第
二
川知

「
対

油判中山
1
4
γ

道
」
が
九
月
下
旬
発

売
と
な
っ
た
。

こ
れ
は
レ
パ

l
二
本
に
よ

り
技
を
町
駅
佼
し
て
空
手
を
行

な・
7
も
の
で
、
第
一
怖
が
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
の
対
峨
で

官
下
大
会
を
中
心
と
し
た

θ

起

人
隊
袋
測
が
で
あ
っ
た
が
、

第
二
仰
は
二
人
同
時
プ
レ
イ

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
内

容
も

一人
の
ぷ
お
が

一
人
の

女
作
を
め
く
っ
て
決
闘
を
す

る
と
い
う
。
青
森
美
少
女
制
ν

と
な

っ
て

い
る
。
二
人
川
叫

プ
レ
イ
の
場
合
は
二
人
が
任

列
し
て
プ
レ
イ
す
る
。

一
人

別
の
場
合
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
が
相
手
と
な
る
。

操
作
は
ら
の
攻
幣
レ
バ
!

と
左
の
彬
動
レ
パ

|

(そ
れ

ぞ
れ
問
万
向
と
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
)
め
紺
合
わ
せ
に
よ
り

、

前
後
の
キ
ッ
ク
、
川
し
げ
リ
、

ロ
|
キ
ソ
ク
、
足
払
い
、
市

泌
リ
、
ジ
ャ
ン
プ
な
ど
全
却

で
h
l
l
k

陀
阪
の
技
を
駆
使

で
き
る
。
タ
イ
ミ
ン
グ
を
は

て
ア
ウ
ト
、

二
十
六
ス
テ
ー

ジ

(約
二
l
.h
・
分
間
)
を
ク

リ
ア
す
る
と

，
パ
タ
ー
ン
終

了
と
な
る
。
ド
札
州
ア
ウ
ト
て

ゲ
|
ム
終
了
。
初
川d

ア
ソ
プ

ラ
イ
ト
引
で

O
P
州
地
刊
行

h
.

万
円
。

ニ
ツ
ク
」
が
、
側
セ
ガ

・
エ
そ
れ
ぞ
れ
に
近
づ
い
て
く
る

ン
タ

l
プ
ラ
イ
ゼ
ス
(
本
社

人

間

の

近
づ
き
の
度
合
が
.
小

東
京
、

小
山
年
総
社
長
)
か
さ
れ
て
い
る
の
で
、
左
右
方

ら
」
1

月

f
旬
発
売
と
な
っ
た
。
向
レ
バ
ー
で
す
ぐ
外
に
人
が

こ
れ
は
銀
行
の
内
部
か
ら
い
る
ド
ア
ま
で
移
動
さ
せ
る
。

入
口
の
ド
ア
を
見
た
阿
而
で
、
ド
ア
が
聞
い
た
瞬
間
、
銀
成
肌

ド
ア
を
聞
け
て
入
っ
て
き
た

よ
り
単
く
発
射
さ
せ
る
と
得

の
が
銀
行
娘
泌
か
市
民
か
を
点
、
強
慌
が
銃
を
抜
い
て
か

瞬
時
に
見
て
判
断

し

、

銀

行

ら

O
秒
で
惨
つ
と
い
品
得
点
。

強
慌
て
め
れ
ば
即
座
に
発
射
発
射
が
巡
い
と
強
盗
に
喰
た

(
ボ
タ
ン
)
し
て
や
っ
つ
け
れ
て
ア
ウ
ト
。
二
丁
準
鋭
の

る
と
い
う
ゲ

l
ム
。

ボ
ス
は
統
け
て
二
党
幣
た
な

ド
ア
は
全
部
で
ト
ニ
ヵ
所
い
と
倒
れ
な
い
。
市
民
を
幣

あ
る
が
、
回
日
間
に
は
常
に
三

っ

て
し
ま
う
と
ア
ウ
ト
。
ド

つ
の
ド
ア
が
表
示
さ
れ
て
い
ア
に
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
が
温
か

る
。
幽
閉
上
部
に
全
ド
ア
の
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
将
火
山
総

-
-
2
0
g
 

パンク.，fニック司、句、

エシュズ・ オルンミラ

を
般
市
た
な
い
と
危
険
。
市
民

が
以
け
に
き
た
ド
ル
袋
が
全

部
の
窓
口
に
入
る
と
一
パ
タ

「
対
戦
空
手
道
」

基
板

て
技
を
か
け
、
相
手
を
倒
す

と
画
耐
ト
却
に

ρ

技
あ
り
々

と
表
小
さ
れ
一
本
取
っ
た
こ

と
に
な
り
、

-

J

本
先
取
す
れ

ば

一
成
A
H

(
タ
イ
マ

ー
制

)

の
勝
街
と
な
る
。
二
4
A
A
円
に

勝
つ
と
、
段
位
が
卜
が
る
ボ

す
れ
ば
ボ
ー
ナ
ス
符
点
。

ュ
ー
ピ

y
ト
が
三
回
ア
ウ
ト

で
ゲ

l
ム
終
了
。
定
例
は
同

社
特
製
の
向
付
形
凶
勺

。
ラ

ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
H

州十
、キ
ャ

ビ
ネ

ッ
ト
て
六
十
二
万
円
、

凶
行
テ
ー
ブ
ル
川
上
凶
十
二
力

円
。
必
板
版
売
も
あ
る
。

ー
ナ
ス
ゲ
|
ム
に
な
る
い
か
、

敗
れ
る
と
ゲ
|
ム
終
了
。
二

人
川
の
州
場
合
は
、
ボ
ー
ナ
ス

ゲ
ー
ム
後
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー

と
の
対
戦
に
る
る
、
ぷ
ぃ
板
セ

ッ
ト
販
売
の
み
で

O
P
側
約

十
六
万
八
千
円
。

え

風
の
力
で
玉
入
れ

こ
ま
や
の
プ
ラ
イ
ズ
機

け
ん
ぶ
の
要
素
を
繰
り
入

れ
た
プ
ラ
イ
ズ
マ
シ
ン
「
ス

ペ
ー
ス
ケ
ン
ダ
マ
」
が
、
附

こ
ま
や
製
作
所

(本
社
神
戸

市
、
附
・
中
弘
社
長
)
か
ら
発

光
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
下
部
か
ら
吹
き
卜

が
る
胤
の
力
を
レ
バ
ー
で
コ

「
ス
ペ
ー
ス
ケ
ン
玉
」

ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
そ
の
風
力

で
ピ
ン
ポ
ン
王
を
ス
ペ
ー
ス

シ
ャ
ト
ル
に
付
い
た
四
つ
の

受
け
U
に
入
れ
て
い
く
も
の
。

一
ヵ
所
に
入
る
と
ス
ペ

ー
ス

シ
ャ
ト
ル
が
同
転
、
問
ヵ
所

令
部
に
入
る
と
景
品
が
払
出

さ
れ
る
。
定
悩
問
十
六
万
円
。

，.. ，.. 

ー
ン
ク
リ
ア
。

1111 

? 
勺

j，E ト

で
ゲ
|
ム
終

f
と
な
る
。

‘・

、-

八 似
千 l以
11152 
。で

0 

iilli 
絡

リ
ア
ル
タ
イ
プ
で

ト
i
ゴ
か
ら
定
置
型
乗
物

「
ダ
ン
プ
」

ん
疋
山
式
来
物
機
「
ダ
ン
プ」

が
、
側
ト
|
ゴ

(
本
打
点
京
、

山
制
政
男
社
長
)
か
ら
十
月

上
旬
発
売
と
な

っ
た
。

こ
れ
は
+
し
紗
を

渦
似
し
た
ダ
ン
プ

カ
ー
を
リ
ア
ル
に

モ
テ
ル
化
し
た
も

の
。

ロ
ー
リ

ン
グ

す
る
な
か
、

ト
ラ

y
ク
ホ
|
ン
(
二

例
)
が
叫
リ
シ
フ

ト
レ
バ
ー
で
エ
ン

装
甲
ジ

l
プ
が
司
令
部
か
ら
前
線
へ

コ
ー
ス
を
走
破

32 
ア
イ
レ
ム
か
ら

袋
巾
ジ

l
プ
に
よ
る
似
い

を
内
科
と
し
た

T

V
ゲ
l
ム

機

「
ザ

・
バ
ト
ル
ロ
ー
ド
」

が
、
ア
イ
レ
ム
側

(本
社
大

阪
的
松
原
市
、
尚
川
町
哲
社
長
)

か
ら
卜
月

l
八
日
発
売
と
な

っ
た
。

こ
れ
は
装
叩
ジ
ー
プ
が
司

令
部
か
ら
前
線
必
地
ま
で、

敵
と
戦
い
な
が
ら
い
ろ
い
ろ

な
ロ

l
ド
を
走
破
し
て
い
く

も
の
。
海
、
谷
、
森
、
町
、

荒
地
、
必
坊
の
六
械
の
北
円
以
爪

が
展
開
し
、
前
線
娘
一
地
ま
で

に
一九
ヵ
所
あ
る
分
岐
点
で
い

ず
れ
か
の
ロ

l
ド
を
巡
び
な

が
ら
進
む
。
そ
の
選
び
トル
に

よ
り
全
部
で
三
十
二
コ

ー
ス

句、

「
ザ
・
バ
ト
ル
ロ

l
ド」

が
あ
る
。

倣
装
中
市
中
や
サ
イ
ド
カ
ー

な
ど
を
的
万
と
ぶ
布
方
向
発

射
(
ボ
タ
ン
ニ
つ
)
で
熔
彼
。

た
だ
し

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
攻

惨
を
受
け
た
リ
地
中
山
を
踏
む
、

作
動
時

(
切
符
可
能
)。

(
ハ
ン
ド
ル
二
つ

左
側
・
ハ
|
万
円
。

付二川ジ
き人 )L ン
) 来 1-j¥"1・

。リ紗も

つ
な
る

、.'. ，・
敵
兵
に
釆
り
移
ら
れ
る
、
あ

る
い
は
タ
イ
ヤ
四
つ
を
火
、
っ

(
タ
イ
ヤ
に
被
仰
す
る
と
動

き
が
鈍
る
)
、
燃
料

(被
蝉

し
た
り
防
本
物
に
術
突
す
る

ご
と
に
減
っ
て

い
く
)
が
な

く
な
る
ー
ー

と
ゲ
ー
ム
終
了
。

た
だ
し
分
岐
点
の
べ

1
ス
で

一
定
の
燃
料
と
タ
イ
ヤ
が
補

給
さ
れ
る
。
同
勺
テ
ー
ブ
ル

引
で
定
制
問
十
八
万
円
。
な

お
け
市
.
械
販
売
も
あ
る
。

占千対戦空手道スペースケンダマダンプザ・バトルロード
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に
紙
く
な
り
こ
れ
も
い
照
組

を
せ
ず
に
眠
い
時
に
は
似
る

こ
と
に
す
る
。
な
に
し
ろ
片

道
二
時
間
も
か
か
る
の
だ
か

ら
川
似
り
も
た
っ
ぷ
り
山
米

ヲ匂
。心

地
よ
い
限
り
で
あ
っ
た

院
か
い
手
間
%
に
つ
つ
ま
れ

ポ
尚
の
崎
地
に
近
い
と
こ
ろ

へ
ま
で
ト
リ
ヌ
プ
山
米
た
。

級
介
と
二
人
で
桃
川
に
沿

う
た
辺
を
歩
い
て
い
る
。
浦

河
に
上
が
必
ち
な
い
よ
う
に

泌
河
の
俄
は
似
で
か
た
め
て

に
的
、え
る
よ
う
に
し
て
持
っ

て
い
る
。

「
あ
ら
お
に
い
さ
ん
人
I
け

は
す
し
と
今
川
焼
」

な
ん
て
公
聞
の
以
閃
か
ら

色
仰
の
久
が
戸
を
か
け
て
く

L
〉
。

，4
4

ι
4
6
 

山
は
か
に
厚
み
を
J
U

っ
て
微

に
も
広
い
い
仇
で
浴
ぷ
を
ば
ん

ば
ん
に
は
ち
さ
れ
そ
司
つ
に
つ

っ
ぱ
ら
せ
て
満
州
の
償
の
道

に
持
ち
山
し
た
問
の
前
に
し

ゃ
が
ん
で
沈
出
に
励
ん
で
い

る・
h
ノ
件
の
久
も
い
た
。

た
。
ま
だ
飢
え
に
た
い
す
る

恐
れ
か
ら
ぺ
必
令
に
脱
山
で
き

て
い
な
か
っ
た
か
ら
と
り
あ

え
ず
阪
が
ふ
く
れ
る
も
の
を

的
似
さ
え
す
れ
ば
リ
γ

チ
な

気
分
に
な
れ
た
。

-
一人
と
も
非
常
に
リ
ッ
チ

な
状
態
で
汁
一
の
ド
耐

へ
と

歩
を
選
ん
で
い
た
。

と
さ
お
り
艇
が
，

n
い
似
を

滑
川
に
す
る
よ
う
に
し
て
妙

い
よ
く

一人
の
す
ぐ
近
く
を

品
川
び
ぬ
け
て
い

っ
た
。

ま
だ
H
q
だ
か
ら
じ
ノ
件
の

汀

ZU4父
験
の
川
ト
川
ほ

ど
本
引
の
ト
ね
午
で
過
し
た
の

だ
が
、
こ
こ
で
は
卜
出
利
を

弓
取
っ
て
れ
え
ず
、
た
だ
と

い
う
の
は
似
し
い
も
の
だ
が

一
打
で
や
は
リ
勾
ぷ
り
な
感

じ
も
は
た
ら
さ
、
W
大
に
人

や
し
て
か
ら
は
お
与
に
山
人

り
し
て
い
た
人
の
初
介
で
川

川
恒
例
川
川
に
ト
耐
を
す
る

こ
と
に
し
た
。

と
こ
ろ
が
鳴
川
区
間
川
町

と
い
う
の
が
五
ノ
ル
の
ど
六

ん
中
で
あ
っ
た
。

は
じ
め
の
凶
は
ト
〈
ゃ
か
ら

の
い制
リ
迫
で
い
つ
も
色
術
の

久
の
タ
ソ

ク
ル
を
う
け
た
，

ド
ノ
ル
の
'久
た
%
は
，
別
総

果
敢
で
あ
っ
た
。

後
に
知
る

よ
う
に
な
っ
た
か
の
新
山
て

丁
目
の
似
の
久
た
ち
と
く
ら

べ
て
も
そ
の
比
て
は
な
か
っ

事-
。

J
J、

洋

一
の
予
を
浴
衣
の
胸
か

ら
礼
凶
へ
礼
以
へ
一
山
守
人
し
よ

う
と
し
た
り
、
川
く
し
っ
か

り
抱
き
つ
い
て
縦
れ
よ
、
7
と

し
ら
か
っ
た
り
。

「
と
に
か
く
|
れ
な
い
」

と
か

「
令
を
持
つ
て
な

い
の
だ

カ
ら

一

-
Y
」
.
ィ
叩
つ
介
、

「
あ
な
た
か
ら
令
を
代
お

う
な
ん
て
お
も
っ
て
は
い
な

い
の
ト
ご

と
な
か
な
か
雌
附
し
て
は
く

れ
な
か
っ
た
が
、

一
週
川
uw

ち
--
週
間
絞
っ
て
く
る
と
、

約
め
'
久
た
ち
も
流
.れ
に
下
山

が
分

っ
て
き
た
の
か
、
戸
だ

け
を
か
け
て
く
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
u

お
い
川
リ
な
さ
い
」

「
あ
ら
、
人
J
L
伐
の
お
か
ず

は
コ
ロ
ッ
ケ
、
拾
い
パ
味
し
そ
う

な
に
お
い
が
す
る
わ

』

「何
日
勉
強
大
変
で
し
ょ

時
代
に
つ
い
て

(
Q
)
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す
。平

素
は
格 喜重
別 目』

σ〉
お
号|

立
て
を
賜

B::. 
1=1 

「
総
介
か
ら
何
か
述
絡
が

な
か
っ
た
か
っ
て
き
」

「
い
っ
た
い
ど
、
7
し
た
の

で
し
ょ
う
」

「
さ
あ
」

「
変
な
「
で
す
ね
、
突
然

級
介
さ
ん
か
ら
連
絡
が
な
か

っ
た
か
な
ん
て
」

，.

「
ま

何
か
担
山
が
あ
る

一
の
に
は
迎
い
な
い
だ
ろ
う
が

一
後
て
こ
ち
ら
か
ら
そ
れ
を
き

一
こ
う
と
し
て
も
、
さ

っ
さ
と

一
さ
っ
て
し
ま
、
7
の
だ
か
ら
」

一

「
紅
糸
て
も
い
れ
ま
し
ょ

一7
カ」

一

「
い

や

も

う

時
間
が
な

一
い
よ
」

一

「
会
社
に
述
い
の
は
川
り

一
ま
す
ね
」

ン
一

「
そ
一
ナ
2
U
H

門
っ
ち
ゃ
お
れ

〆
一
な
い
よ
」

、ュ一

「
で
も
会
社
へ
の
泊
効
叫

マ
一
間
が
江
似
で
山
時
間
似
む
か

λ

一
か
る
ん
で
し
ょ
う
」

J
一

「
い
ち
お
う
釈
に
は
す
ぐ

一一
だ
か
ら
さ
。
資
い
も
の
は
似

v-一利
だ
し
必
の
方
は

一
H
判

arv
一時
間
の
次
々
時
川
が
倣
似
山

一米
た
こ
と
に
な
る
か
ら
。
こ

れ
は
こ
れ
で
い
い
ん
だ
よ
」

「
昼
間
も
あ
ま
り
的
か
で

一
人
て
家
に
い
る
と
淋
し
い

の
よ
」「・

ム
片
側
い
の
よ
り
は
ま

だ
ま
し
だ
ろ
う
」

「
十
。

、

.l
M
H

2T

I

L
-叫材
H
と

ヂ

「
お
や

Y
新
聞
は
ま
だ
米

4
て
な

い
の
か
い

一

見

「
こ
の
間
も
っ
と
け
i
く
配

i
遣
す
る
よ
う
に
は
云
っ
て
お

日

き
ま
し
た
け
ど
、
何
と
い
っ

引

て
も
あ
る
た
が
家
を
山
山
る
時

1
問
が
は
や
す
ν
さ
る
の
よ
」

ー

「
さ
あ

ト
京
す
る
と
し

4
ょ
う
か
」

8

「
ま
ん
L
L
京
な
ん
て・
火
災

9
裟
な
」

d
E
E
E
 

「屯
中
で
二
時
間
も
か
か

れ
ば
・
止
派
な
仁
京
だ
よ
」

「
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」

品
も
駅
へ
の
道
を
急
い
で

い
る
。

数
年
前
ま
て
林
洋
一
一
は
歩

い
て
い
る
川
に
他
人
に
ぬ
か

さ
れ
る
と
い
う
、
}
と
は
な
か

っ
た
の
だ
が
、
こ

の
と
こ
ろ

%
が
つ
く
と
他
人
が
後
か
ら

や
っ
て
き
て
汗
も
な
く
経
科

と
す
う
っ
と
洋

一
の
般
を
通

リ
沿
ぎ
光
へ
先
へ
と
行
っ
て

し
ま
う
。
そ
の
他
人
に
迫
い

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

二
の
た
び
弊
社
が
発
売
し
ま
し
た
「
ジ
ヤ
ン

-
H
」
は
弊
社

が
独
自
に
開
発
・
製
品
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
二
の
製
品
に
関

す
る
一

切
の
諸
権
利
は
弊
社
が
所
有
し
て
お
り
ま
す
。

従
っ
て
、
弊
社
に
無
断
で
複
製
、

販
売
、
輸
出
す
る
等
の
行

為
は
、
著
作
権
法
等
に
抵
触
し
、
弊
社
の
諸
権
利
を
侵
害
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
行
為
の
な
い

よ
う
十
分
な
ご
配
慮
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

名
古
屋
市
守
山
区
廿
軒
家
八
反
十
七
番

一
号

N
|
L
ビ

ル

三

階

ダ
イ
ナ
・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
有
限
会
社

代
表
取
締
役

早

川

永

一

;iIJ純街¥I!出物えZ可

Dyna Electronics CO.，LTD 

。

@1984 DYNA 

~ 

名古屋市守山区廿軒家八反lJ'I，NLビルlF

〒463TEL(052)79ト41111-仰，FAX79ト4168

健吉

届・E
71~ 

巴
巴

連載小説く43>

ζコ

和佐

蘇るジャンビューター市場

中日本リース株式会社

UNIT 

特徴

① 配パイのレイアウトを作りま す

② コンビューター側手配が見えます

① SCORE1000、ヤクマン32000

④ PAY-OUr管理されています

⑤ FEVERがかかります

⑥ エキストラプレーが出来ます

⑦ 連チャンボーナスが有ります

⑥ 連荘和了に対しギャルがハイ /ポーズ

① 花パイは い、ン

⑩ ヤクマンを上ったプレーヤーの名前が

うち込めます

あ
る
。
消
み
楽
の
匂
い
が

つ

ん
と
さ
し
て
く
る
。

ニ
の
併

に
は
柳
の
本
が
多
か
っ
た
。

同
じ
柳
で
も
銀
座
の
柳
と

じ
ノ
什
汀
の
柳
で
は
胤
村
が
ち

が
っ
て
い
た
。
ド
ド
の
川
の
柳

は
銀
山
内
の
柳
の
よ
う
に
さ
ら

つ
と
し
た
ら
の
で
は
な
く
で

れ
っ
と
し
て
い
つ
も
出
っ
ぽ

か
っ
た
。

仰
の
株
会
』
映
し
て
や
や
れ

什
な
組
色
で
は
あ
る
が
り
は
け伐

と
し
た
点
的
で
縦
介
は
す
し

の
折
と
今
川
品
川
の
包
み
を
胸

っ
き
追
い
越
そ
う
と
し
て
も

な
か
な
か
そ
う
出
米
な
い
よ

う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
れ
が
怠
い
な
の
か
し
ら

と
思
い
し
ら
さ
れ
ゐ
。

J
U
・7
誠
ら
め
の
峻
地
て
他

人
は
他
人
、
'H
分
は
，
H
分
で

急
い

で
歩
く
こ
と
は
や
め
に

し
た
。
無
均
を
す
る
と
心
臓

の
助
隊
が
つ
よ
く
な
り
会
社

に
行
っ
た
後
ま
で
ち
字
い
お

む
い
を
し
た
こ
と
が
あ
り
、

そ
れ
に
懲
り
て
し
ま
っ
た
。

A
新
聞
を
凡
て
い
る
う
ち

洋

一
一は
似
の
訓
れ
日
ま
で
次
郎
一民
の

.附
の
下
問
に
は

も
浴
衣
を
叫
ほ
し
て
も
比
え
て
浦
川
が
卜
し
て
あ
っ
た
。

い
る
よ
う
で
ぞ
く
っ
と
し
た
。

「

あ
れ
が
こ
こ
の
名
物
だ

洋
一
は
ビ
ー
ル
を
二
本
村

っ
て
い
た
。

洋

一
が
阿
川
か
ら
W
卜人へ

行
く
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
一

川
出
れ
て
雌
介
が

M
波
必
に

枕
峨
が
決
ま
り
仁
点
し
て
き

・
3
r
z

丈
グ
丈

ま
ず

J

人
と
も

f
供
だ
っ

た
か
ら
、
ビ
ー
ル
と
す
し
と

今
川
焼
の
と
り
あ
わ
せ
に
例

の
お
か
し
さ
ら
感
じ
な
か
っ

各種ジャンビューター

にワンタッチサブ基板

トC

トゆ
」と

作

-
は

泊

り

ぬ

け

ら
れ
ま
す

l
ー
と

い
う
石
似

を
指
さ
し
て
縦
介
に
説
明
し

た
リ
し
た
。

「M
W
庇
に
乙
次
、
乙
'K
と

川
に
で
も
乙
交
が
つ
い
て
る

な。

乙
'K
怖
か
」

湖
一
川
に
か
か

っ
て

い
る
本

怖
が
小
木
々
で
川口
い
山
l

で
そ
う

品川
い
て
あ
る
。

OVERSEAS VARIOUS 

h
J
」

と
い
っ
た
訓
「
で
、廿
九日
、え

よ
-つ
が
弘
い
場
ん
け
が
多
か
っ

た
が
、
%
の
よ
い
次
の
，
y
が

(
」
、
:
。

ーサ
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-販売本郡/大阪市北区西天満1丁目7-4 協和中之島ビル TEL. 06(312) 1300側
Kyowa Nakanoshima，自Idg.，ト7・4，N;sh;lenmo， K;la.ku， O.oka 530 Japon Phone 06(312) 1305 Telex 630741REM 

・東京販売事務所/東京銃千代田区猿楽町1丁目5・1 皇島屋本庖ビル TEし 03(295)5951附

・本社/大阪府松原市西大塚1丁目3-29 TEL. 0723(32)4754(総務)

・松原センター/大阪府松原市西大塚1丁目5・16 TEし 0723(33)5820(サービス)

OADには敵装甲車・サイドカー・ 敵兵 ・へ

T M  

臨場

ーンの組み合わせにより、32コースに分かれた

森・海・農場・谷・町 ・荒地の 6種類20パタ

(ROAD)。しかしこのR

従来のメカ式タイプのセレクター | 

-詳細は本社また

は、営業所宛に

カタログをニ'm
求下さい。

感溢れるバトルアドベンチャーゲームで す。

810-ES ￥100 

810・E ￥500 

810-EC US25中

810・EF ょせσ)f也コイン

810-Eシリーズ

リコプター・砲台・地雷などいっぱい。

IREM 

第三倣郵¥f!担物認、可

本社・本社営業部東京都港区南青山2・24-15青山タワービル2F干107合03(401)6181 

営業所/東京都台東区竜泉 3- 7 - 3〒110fr03(876)3405 

'‘トルアドベジチャーザ-6

B 

@ 1984 

旭精工様式会社

730-A/B 
(￥500，U問中)
他各種メタル用

ザ./{トルロード

FRONTへの道

理
必ずカウンターとキャッシュボックスのコ

イン枚数は一致します。

ロケーション

」

720・A/B
(￥ 100、￥50)

信頼と技術のふれあい

ゲームマシン

# 

臨E

， 

カ!エlスiA

戸イレムの自は遊びの進化を見つめ、戸イレムの手は喜びの空闘を甑げ、

戸イレムのlωはゆとりある未来を創る。

フリーシンカー

官，奏
。叫

加付
日*， 、町、崩事呑ζ
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mw 
也
弁悦。々今、

a内
t

閑
静

アイレム株式会社
CORPORATIO嗣

電子の目
(瞬時にして正伐を
5EH主に見分けます.

製油販売し、ま疋は、精入{密閉したきに苅しては、

主de出品自t..:係告発明書家JJtfj願公告されと際に込

に原づく将軍電金を績求し、まとおEif.こ単づき使用を

差しIJめられることlごも匂りJ:<:JのでJJ/Jる」ビ

ー婦の納入使用をはさらぬよう筆舌践しま写。

昭和57年/角

言電

スノfンスプリング

J〆J

部

、、
、、

代史殴締役安

• 

1・

e 

第247号

謹告
窃鹿野は徴li8をmo愛顧賜わり械にめりIJとうござ

いま可。電子ゼレクヲ-810-El革、全体および呂

部の健尚につき去、持民、実問新索、験佐官きを紛訪

しており、その 部1革、是正に登録および公開され、

工業所向燥によってa謝されておりま可。

これと悶じ防湿のコピー舗を正当獄権利もはし1こ

子の時代

， 

1984年 11月1日

戸~.-'<-I"-t 

一

810・E

返却レバー

メカ+

投入口

返却口

ヲロヴ
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ゲームマシン (30) SRニ純郵;W1物SZ可ゲームマシン第 247号1984年 11月1日弘1:利l郵i世物泌可第 247号1984年 11月1日(31 ) 

;I新風営法:でゲームセシターはどう変るか仁「新風営畝同議島三重]
F・、

洲町、

自|

項
と
届
出

項

設
備
構
造
な
ど
の
変
更
で
生
じ
る
義
務

問

風
俗
営
業
の
許
可
に

際
し
て
公
安
委
員
会
か
ら
、

許
可
と
い

っ
し
ょ
に
「
許
可

の
条
件
」
が
与
え
ら
れ
る
、

と
い
う
仕
絹
み
に
つ
い
て
は

わ
か
り
ま
し
た
が
、
そ
の
内

容
が
具
体
的
に
ど
う
い
う
も

の
に
な
る
の
か
、
わ
か
り
に

く
い
の
で
す
が
、
新
法
で
は

こ
の
点
を
ど
う
規
定
し
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。

答

新
法
第
三
条
第
二
項

に

「
公
安
委
民
会
は
、
善
良

の
風
俗
も
し
く
は
清
浄
な
風

俗
殴
境
を
害
す
る
行
為

X
は

少
年
の
健
全
な
育
成
に
障
害

を
及
ぼ
す
行
為
を
防
止
す
る

た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る

と
き
は
、
そ
の
必
裂
の
限
度

に
お
い
て
、
前
市
引
の
許
可
に

条
件
を
付
し
、
及
び
こ
れ
を

変
更
で
き
る
。
」

と
あ
り
、

具
体
的
に
許
可
条
件
の
内
容

を
示
し
て

い
ま
せ
ん
。
だ
か

ら
わ
か
ら
な
い
の
は
当
然
で

す
。
こ
れ
は
ど
う
い
う
場
合

が
「
必
要
が
あ
る
と
認
め
る

と
き
」
な
の
か
、
を
含
め
て

わ
か
り
に
く
い
点
で
す
。
で

も
、新
法
第
四
十
八
条
で
「
こ

の
法
律
の
実
施
の
た
め
の
手

続
そ
の
他
、
}
の
法
律
の
施
行

に
関
し
必
要
な
事
項
」
が
国

家
公
安
委
員
会
規
則
に
委
任

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ

で
処
理
す
る
の
か
も
知
れ
ま

せ
ん
ね
。

問

現
行
法
で
は
第
三
条

で
、
条
例
に
「
善
良
の
風
俗

を
答
す
る
行
為
を
防
汁
す
る

た
め
に
必
要
な
制
限
を
定
め

る
こ
と
が
で
き
る
」
と
委
任

し
て
い
る
わ
け
で
し
ょ
う
。

現
行
法
下
の
条
例
で
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

rne ~ne司

NOVEMBER 

• 

答

都
道
府
県
の
施
行
条

例
の
モ
デ
ル
と
さ
れ
て

い
る

「風
俗
営
業
等
取
締
法
地
行

条
例
基
準
」

(
昭
三
九

・
鵬首

察
庁
保
安
局
防
犯
少
年
課
)

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
る

と

「前
内
条
件
」
は
次
の
よ

う
に
規
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

第
十
七
条

公
安
委
員
会

は
、
許
可
を
す
る
場
合
に
お

い
て
、
議
中
肢
の
風
俗
を
害
す

る
行
為
を
防
止
す
る
た
め
特

に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と

き
は
、
営
業
を
営
む
者
の
行

為
、
営
業
所
の
柿
造
設
備
等

に
つ
い
て
、
条
件
を
付
す
こ

と
が
で
き
る
。

実
際
の
地
行
条
例
は
、
こ

の
条
例
法
準
に
な
ら
っ
て
、

別
に

「
営
業
の
基
準
」
「
営

業
行
為
の
本
準
」

「
構
造
設

備
の
基
準
」
な
ど
を
定
め
て

お
り
、
結
局
こ
れ
ら
が
「
許

可
粂
件
」
に
述
な

っ
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
ね
。
前
岡

崎
げ
た
事
項
が
そ
れ
に
当
た

る
わ
け
で
す

(な
お
前
一凶
示

し
た
。
進
守
事
項
。

ν
特
別

遊
山寸
弱
点
。
と
い
う
世
間
業
は

江川
叩
な
表
現
で
な
い
の
で
削

除
さ
せ
て
下
さ
い

)。

聞

な
る
ほ
ど
、
現
行
法

で
は
条
例
と
組
み
合
わ
さ
れ

て
い
る
た
め
、
わ
か
り
に
く

い
わ
け
で
す
ね
。
で
は

一
応

「リ
許
可
条
件
」
が
営
業
時
間
、

丘
一川
誠
の
尚

一小
、
許
可
読
と

従
業
只
名
簿
の
用
意
、
禁
止

事
項
、
み
認
事
項
、
届
出
事

項
、
そ
の
他
風
俗
営
業
の
般

紙
に
よ
り
守
ら
ね
ば
な
ら
な

い
や
項
な
ど
、
で
あ
る
と
し

て
こ
の
う
ち
「
承
認
事
項
」

「
届
出
事
項
」
と
は
何
で
し

ょ
、
7
か
。

評価(RATING)

アップライト 、コックピット型TVゲーム機
(UPRIGHT /COCKPIT VIDEOS) 

機種名(メーカー名) ‘ 
MODEL (MANUFACTURER) 

IJ1J 
Inl 

評価
(RATING) 

テーブル型TVゲーム機(TABLEVIDEOS) 

機種名(メーカー名)
MODEL (MANUFACTURER) 

II'J 
1111 

，.、... ‘ 
TX-l V8  (辰巳屯子)
TXー1V8 (Tatsumi) ・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7.671 雀王(新日本企画)

Jang同 oh‘(SNK)・・・・・・・・・ー・・..................................738 4 。
答

「日
感
認
ぃ
事
項
」
は
光

の
施
行
条
例
基
準
第
十
条
で

規
定
さ
れ
て
お
り、

風
俗
常

業
者
が
営
業
所
の
構
造
設
備

ま
た
は
改
築
そ
の
他
公
安
委

員
会
指
定
事
項
に
つ
い
て
変

更
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
ま

た
営
業
者
た
る
法
人
の
役
員

や
管
混
入
に
つ
い
て
変
更
し

よ
う
と
す
る
場
合
は
、
あ
ら

か
じ
め
公
安
委
員
会
に
象
認

申
請
し
、
泳
認
を
受
け
た
後

で
な
け
れ
ば
変
更
で
き
な
い

と
す
る
も
の
で
、
こ
れ
に
違

反
す
る
と
制
則
が
適
用
さ
れ

ま
す
。
東
京
都
の
施
行
条
例

で
は
「遊
技
場
に
あ
っ
て
は
遊

技
機
の
入
れ
綜
え
を
含
む
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。

新
法
で
は
第
九
条
で

「
梢

造
及
び
設
備
の
変
史
仙
寺
」
と

し
て
、
構
造
設
備
の
変
史
は

か
併
微
な
変
更
を
除
い
て
u

，麻認
一事
項
と
し
、
風
俗
営
業

者
の
相
続

(第
七
条
)
に
つ

い
て
も
承
認
事
碩
と
し
ま
し

た
。
な
お
、
菅
波
者
に
つ
い

て
は
選
任
を
義
務
づ
け
る

に

と
ど
め
て
い
ま
す
が
、
脳
出

事
項
へ
修
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
届
出
事
項
」
は
先
の
施

行
条
例
基
準
第
十

一
条
に
規

定
さ
れ
て
お
り
、

①
営
業
者

も
し
く
は
背
唆
お
の
本
籍
、

住
所
も
し
く
は
氏
名

(法
人

の
場
合
は
名
称
、
所
作
地、

代
表
名
も
し
く
は
業
務
を
行

な
う
役
員
の
本
絡
、
住
所
も

し
く
は
氏
名
ま
た
は
定
款
)

ま
た
は
営
業
所
の
名
林
の
変

史
、
②
遊
技
の
方
法
ま
た
は

賞
品
の
金
額
、
品
目
も
し
く

は
そ
の
提
供
方
法
の
変
史
な

ど
、
凶
項
目
あ
り
ま
す
。

新
法
で
こ
れ
に
相
当
す
る

T X -1 (辰巳屯子)
TX-l (Tatsumi) ・・・・・・・・・ ・・ ・・・・・・・・・・・・・・・ ・・"，，，，，，，，，，，，，7.33 2 2 ノ〈ンク ・ノぞニック (セカ付J

Bank Panic (Sega) ....................................... ・・・・・7.33@ 

パ ッ ドランズ (コナミ)
Badlands (1くonami)・・・・・・・・・・・・・・・・・・ . . . . . . . . . . . . . . . . .・"''''''6.67

ノ〈ギーチャレンジ (タイ トー)
Buggy Challenge (Taito)・.• • • • • • . . • . • • . • . . . • • . • • • . • • . • • . • . • • . • 6 . 00 

r 
d 

4 

@ 

4 

ナイト ギャル (日本物産)
Nlght Gal‘(N ichibutsu) .......................................7.00 

ニ斗Lクイテス (アルフア屯子/セカか、
Equites (AIゆph可a/Segaω).........，................................7.00

3 3 

@ 

サンダーストーム (データイ ースト)
Thunder Storm (Data East) ............，....................... 5.81 3 5 パックランド(ナムコ )

Pac-Land (Namco)..."'''''''''''''''''''''''''''''''''''''''' 6.29 
7 @ 

の
は
第
九
条
第
三
回
明
で
、
要

す
る
に
風
俗
品
目
業
行
の
①
氏

名
ま
た
は
名
称
お
よ
び
住
所

(法
人
の
場
合
は
代
表
者
の

氏
名
)
、
②
営
業
所
の
名
称

お
よ
び
掛
布
地
、
③
管
即
一忠利

の
氏
名
お
よ
び
仏
所
、
④
法

人
の
場
合
は
そ
の
役
員
の
氏

名
お
よ
び
住
所
、
そ
し
て
⑤

水
認
事
項
に
当
た
ら
な
い
構

造
設
備
の
変
.史
と
な
り
、
か

な
り
終
備
さ
れ
た
と
一言
え
ま

す
。
な
お
、
泊
中
認
が
唄
と
同

級
、
こ
れ
ら
の
変
史
を
同
け

な
け
れ
ば
消
則
が
適
用
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ー

、

J
l
i
b
-
-
:
フ

問

カ
会
り
M
阿
舗
に
会
〆

て
き
た
感
じ
が
す
る
の
で
す

が
、
今
一一首
わ
れ
た
う
ち

「経

微
な
変
更
」
と
い
う
の
が
気

に
な
り
ま
す
ね
。

答

そ
う
で
す
ね
。

で
も

こ
れ
は
法
案
作
成
者
に
し
て

み
れ
ば
、
ず
い
ぶ
ん
工
夫
し

た
箇
所
だ
と

い
う
こ
と
に
な

る
で
し
ょ
う
。

「
軽
微
な
変

更
」
は
、
衆
参
向
院
に
鈴
察

庁
が
拠
出
し
た

「
下
位
法
令

の
規
定
見
込
み
手
順
」
で
は

「構
造
設
備
の
的
築
、
改
築

に
至
ら
な
い
仰
何
度
の
部
分
的

な
腐
桁
、
般
加
筒
一
附
の
修
制
也

な
ど
を
チ
定
し
て
い
る
」
と

な
っ
て
い
ま
す
。

問

八
号
併
由
業
の
場
合
、

遊
技
機
の
入
れ
替
え
な
ど
は

象
認
事
項
な
の
か
届
出
堺
市
引

な
の
か
、
と
い
う
問
題
が
山

て
き
ま
す
ね
。

答

こ
れ
は
凶
会
で
の
瞥

察
庁
答
弁
に
触
れ
さ
る
を
え

な
く
な
る
部
分
で
す
が
、
そ

れ
に
よ
る
と

「
遊
牧
設
備
の

変
更
は
、
通
常
の
場
合
、
届

山
で
足
り
る
」
と
し
、
レ
イ

ア
ウ
ト
に
係
る
よ
う
な
変
更

は
ホ
認
事
項
、
単
な
る
入
れ

替
え
は
胤
出
事
凶
引
な
ど
と
の

々
、
え
が
披
・
諒
さ
れ
て
い
ま
す

A

結
局
は
総
別
府
A
H

の
内
容
に

よ
る
わ
け
で
す
。

新
風
営
法
を
勉
強
す
る
会

ポールポジシ ョンII (ナムコ )
Pole Position Il (Namco) ・・・・・・・・・パ・・・.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . • . 5 . 63 6 6 対戦空手道 (デー タイース ト)

VS. Karate Champ (Data East) ・・・・・・・・・・.. . .. . . • . . . . . . . . . . . 6 . 00 。
ポールポジシ ョン (ナムコ )
Pole Position (Namco) ...... .. ..，...………・・・・・・・・-…""4.677 7 スーノマーパスケッ トボール (コナミ )

Super Basket Ball (1くonaml) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・ ・・・・・・・・5.942 7 
モナコグランプ リ (セガ社)
Monaco G. P (Sega) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ー・・.. . . . . . . . . . . . . . . . 4 . 50 17 。ロードランナー (アイレム)

Lode Runner (1 rem)........ ...................，.......一""""5.796 8 

，.‘ ... ‘ 
Etiの体操 (ユニエンター)
Atama No Taisou (Unienter) ・・・・・ ・・・........................433 16 。ブルファイター(アルファ屯子/セか社)

Bull Fighter (Alpha/Sega) ...........，......................" 5.75 。
インターステラー(フナイ )
Inter Stellar (Funai)・・・・・・ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . • . . . . . . . . . . . . . 4 . 25 14 ⑪ クラウンズゴルフ (エスコ貿易)

Crowns Golf (Esco)・・・・・・・・・・・・.. . . . . . . • . . . . . . . . . . .. . . . . . . . ・・・・・5.4510 10 
ウル トラクイズ (タイ トー)
U Itla Qu iz (Talto) .................・..・.. . . . . . . . . . . ・・ ・・ ・・・・・・・・4.258 10 ドルアーか、の塔 (ナムコ)

The Tower of Druaga (Namco) ・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・'5.44 16 ⑪ 
'1-;.. 
t=I 

ニヨ~ ... 

員里マ ッハスリ ー(:タイト ー)
MAC.H.3. (Taito) ...............…. • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 4 . 08 11 12 VSシステム テニス (任天堂)

VS. System Tennis (Nintendo) ・・・・・・・・・・・・..................5.4217 @ 

グローリー製品には
EiLロR~の紙幣識別機をご使用くださし、。

パ ンチアウト (任天主)
Punch-Out (Nintendo) ・・ ・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・.. . . . . . . . . . . . . . . 3 . 82 10 13 ソンゾ ン(カプコン)

Son Son (Capcom)・・・・・・・・・ー・・・一.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . ・・・ ・・・・5.2219 @ 

スターウォーズ (アタリ )
Star Wars (Atari) ....................... ・・・・・・・・・・・・・・・ -・一一3.5712 14 オセロ (フジワラ )

Othello (Fujiwara) ............................................. 5.14 14 14 
レーザーグランプ リ (タイト ー)
Laser Grand Prix (Taito) ...................・.. • • • • • • • • • • • • • • • • 3 . 25 13 15 主手j位 (データイ ースト )

Karate Champ (Data East) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・ ・・・・・・・・・・・5.009 15 

平素は、弊社製品に格別のお引立てを賜わり、心より厚く御礼申し上げますLグレー ト・ソードマン (タイトー)
Great Swordman (Taito)・・・・・ー・一 一一.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . • . 5 00 16 

きて、今秋の新紙幣発行に伴ない、弊社ではすで、に新紙幣識別機を開発し、交換のご案内を申し上
(FLlPPERS) フリッパー

VSシステム ベースボール (任天'な)
VS. System Baseball (Nintendo) ・・ ・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・""4.94

11 

18 @ 
げておりますL

ところカミ最近、弊社製品と互換性があると称し、紙幣識別機のみを製造・販売する企業がいくつか現'‘! ，..、ザ ・ゲームズ (ゴッ トリーブ)
The Games (Gottlieb)一........................................725 

ジャンゴウナイト (日本物産)
Jangou Night発 (Nichibutsu) .................................4.93 24 @ 

われていますL弊社の新紙幣識別機は、識別性能はもちろん、本体の性能・機能を最大限に発締できファイアーノfワーII (ウィリアム ズ)
Fire Power II (Williams)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5.3'3

3 @ 
チャイニーズヒーロー(タイ トー)
Chinese Heroe (Taito) .............一.. . • • • • • . • . • • . • • . .一... . .. 4 . 90 l 19 

るよう設計され、総合試験を経て製造いたしております二万一、心臓部である紙幣識別機を弊社の品質ブラ ックピラミ ッ ド (ノ〈リー)
Black Pyramid (Bally) ・・・・.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4 83 

ピンボ (ジャレコ)
Pinbo (Jaleco)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・4.8620 2 3 13 

基準を満たしていない他社品と交換されますと誠に心苦しい事ではございます以製品全体の品質(事
ローヤルフラ ッシュDX (ゴットリーブ)
Royal Flash DX (Go口lieb) ....................................4.50 4 4 

ギャプラス (ナムコ )
Gaplus (Namco) ................................................4.85 23 @ 

故・故障・性能等)の保証ができなくなりますL

末永く安心してお使いいただく為にも、よろしくご理解賜わり、弊社の新紙幣識別機をご装着いただきまストライカー (ゴット リーブ)
Striker (Gottlieb) ・・・・・・・・・・・・・・・・….. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4 . 33 8 @ 

ハイノマーオ リンピック '84(コナミ )
Hyper Sports (1くonami) ・.• • . • . . • • • • • • . . • . . • . . • . • • . • • . . • . • • . • • . 4 83 8 22 

すよう、ご案内かたがたお願い申し上げます二ピンボール (任天堂)
Pinball (Nintendo) ............，................................ 4.67 30 @ 

昭和59年8月1日

一一一

製造元グローリー工業株式会社
本社/兵庫県姫路市下手野35番地

合0792(97)3131紛

発売元グローリー商事株式会社
本社/大阪市北区西実満4丁目8帯げ号(宇治電ピル)

nu6(364)Z151<<tJ 
，園、... 、

調査ご協力庖(順不同)
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セガセンター ・ ニュー光{大|以 ・ 心t古紙) 、 モンテカル口、，Ï.~ (京高11北区)=(的セカ'・五ンター7ライ
ゼス ; ゲームスペース ・ミライヤ (JltJ;( 五1i1日) . 7レインティキ守口>1. jJ1UiJ，lj ( ボボ ・ 新li~)、ビ
yグキャロッ トfJiI，品'.';(!-It J;'~ ・ 剥1t品) 、 なん l工シティビ γ グキャ ロ y ト( 大阪 ・官官彼 ) =(附ナムコ i ゲ
ームスポット ・チェスター{大阪 ・悔fH)、ア〆ニティ ハ-7・リ/T. A liijJ.lj (大阪・下LIHij) = WIlアホ
ロ; カーニパルヲラサ (氷点 i約十f)=時前エスコtthb; ワールドゲーム ミヤコ{点点.#im) (附
duf;キャピオート . ゲームブラザ ・ シルビア(似1 ・ ~Jí'((1) (ttH( Jj( '?ルサン; 名鉄レジ守 y タ(名
，J; h{・期Iliij)=It柿水'l'fil1i st ; ピデ才イノ ・キベ.'._，スル(小合・思J(，jij)=((j)木、Ji会館， ピテオイン マ

Yヤ(，1¥ r.r. .今H'，11() =(附 I~，j111尚会， liiii ゲームセノター(人-Eli-li立) =本明、~~(í九

ギャラが (ナムコ )
Galaga (Namco) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・4.6531 @ 

ジャイロダイン(タイトー)
Gyrodine (Taito) .・・・・・・・・・・・….. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4 . 58 

調塗口ゥ-/:1/の~;;:滋機砂~~上けと人気ro;IJ‘'> IV二ランク付(1て、各オヘレーターの判断
にJ.，"，テー?を集計、寸の4'-"J1直告示したむの a宇のQ'.，fdJ10 ニれ以上ない4滋発的な人気
と売上け、9 すはりしい人為と売上け、 8 大変いい人気と先より、 7 ぃt、人気と売上け、
6 :よあ札、い人為と公上川、ー:~. J司自守なむの、 4 平均以下(以下省略}

• The Trad山onalJapanese Games 

26 @ 
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大地震がおきてピJしは大火災。炎の中|こ取り残された「ナ

オちゃんJ を「ダミちゃん」ガ、紋々の障害を乗り越え

て聞け出すゲームです。ピルの中にはガレキ人間「ラス

カルくんJ。きの長いオバケ「カス.ヤくんJ。大なまずのべ

戸「力7&昧平J。ダイナミッつな走りを見せる「ヒ口く

んJ主主どガ住んでいてfダミちゃんJのじゃぎをするなど、

ハチャメチャコメディ勲m感動巨編。

漢の申に取り
か働抄出す

されたrナ"'8ゃんJJをrタミ吉ゃんJ

11 

シグナルロボットのサインでスタート/各コース(e!:、ワ

ープトンネルによって二つ|こ別れていて、どちらをi墾ぶ

かはプレイヤー次第。プレイヤーは前方!こいる畝患や、

後方の献もモ=ターでキャッチして突しなガら、モンス

ターをミサイルで務駁すると高得点につなガります。

四つの惑星で展開されるスペース ・ドライピンクゲーム

は、 CGの映像と締まって、幻想的怠レースガ体験出来

ます。

収益性の高いカラー写真|時間仕上一・…・・・

キスカラープリントでお屈の活性化
カラーDPは庖頭仕上の時代です。

フランス生まれのキスカラーラボシステム .ハイスヒL ド
高さ198cm、幅200cm、奥行73cm
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本
』
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日汁

ロァ・

分(320枚/時}

3分(420枚/持)

tI; 
システム価 格で422万円、原材料もローコスト.

-省スペース
設置床面積1.5m' (フィルムドライヤーを含(;.)

-省エネルギー
水、電力の使用置を最低におさえる省エネZ宣告十.

・シンプルな操作
操作は簡単で、専門の筏術は必婆なし。

京社烹京綿'f代国区早河町 2丁目S書 3骨

タイト -1:::-'レ 宮 03(264)8611(大代理問)干102

TAITO CORPORATION 

株式会社9-r'ト-Pd e F R A N C E 

戸ミューズメント・マシンの製造・販売・賃貸・輸出入/屋内外レジャー施設の企画・設計・施工・運営サービス/キス
カラー・ラボシステムの販売・リース・サービス/サービスロボットのレンタル・販売・ロボットのイベント企画
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ide 。“Operation 01 Unauthorized 
Game (opies Should Be Illigal" 

Audiovisual Copyright Of Videos Is Established 

-.、

On Septembcr 28， lhe Tokyo Dis-
trict Court delivcred a jlldgement that 
damages be paid 10 Namco， owner of 
copyright， on the grollnd that video 
gameHpac.wtallH be recognized as 

"alldiovisual works such as motion 
pictures" as stipulaled in the Copy-
right Law， and thc opcrator who 
operated its unauthorized copies 
"violated thc right of cinematographic 
representation" ofthc owncr. This was 

'‘ 

、 Namco's "Puck-Man" table type and 
4・‘ its display image. (Namco's “Puck. 

Man" was renamed to "Pac・Man"
for overseas market and frolT、 2nd
version) 

、

Japan's first judgcmcnt ~hat not mere-
Iy recogn i/cd vidco games as audio-
visual works、butalso recognized the 
illegality 01' opcration 01' unalllhorized 
copics. giving a powcrflll impellls 10 
the lInallthorized copies elimination 
call1palgn. 

Concerning Icgal protection of 
video games againsl 1I naut horizcd 
copies， a judgemcnt based on the Un-
fai r Compct it iOI1 Prevent ion Laws was 
passed in Scptcll1ber J 982 by the To-
kyo DiSlricl Courl， followed by a 
sill1ilar judgel1lent passed in March 
1983 by lhe Osaka Dis( rict Court. 
Addilionally， in Dccember 1982， a 
judgemenl was passecl by lhe Tokyo 
Districl Courl bascd on lhe Copy-
righl じIW，followed by a similar judge-
ll1ent in March 1983 by lhe Yoko・

ham3 Districl Court， and lhat in Janu-
ary 1984 by lhc Osaka Dislrict COllrl. 
In a)) cases， the original video game 
manu faclurcrs won the sllit. In the 
Cases based on thc Copyright Law， 
compllter programs in video games 
have been recognized as "works" as 
“works 10 be protected lInder the 
Copyright Law". These jlldgements 
causcd calling tO criminal rcsponsibili-
lies those who l11anUfactllre lInautho-
rized copies by pull ing t he same COI11-

puler program into ROM， or sell such 
copics. (Against lhosc concerned with 

畑、
F、

、

Edilor: Masumi Akagl 

Amusement Press， Inc. 
9・t6，Kamlyamacho. Kita.ku， 

Osaka， 530 Japan 

⑤ 1984 Amuscmcnt Prcss， Inc. 
I'rlllt ~d 111 Japan 

，、

Falcon and Dream who were arrested 
in January and February， 1983， a case 
was b ro ught ancl has been on li ral 
since May， 1983). 

However. the conventional jlldge-
ll1ents have remained indefjnilc con-
cerning manu facturing 01' lInall tho-
rized copies of virtllally same vidco 
games by incorporating differenl pro-
grams. and operation of lInauthorizcd 
copies to earn a profjt. The cllrrent 
judgement offers definite answcrs tO 
those qllestions. That is‘if thc audio-
visual effect as a video game is thc 
same， such game is rccognizcd as a 
copy prodllct， and operation of an 
lInauthorized copy video game vio-
lates the right of cincmatographic prc-
sentation of lhe copyrighl's owncr 
Thus， the Cllrrel1t jlldgemenl recog-
nized these deeds 10 be illegaJ. 

On July 21， 1981， 011 lhe ground 
of operalion of ul1au 1 hりrizedcopies 
of Namco's video garne "Pac-Man，" 
Namco Ltd. 0 f ‘Tokyo broughl a C1白ISC
before the Tokyo DiSlricl Courパt， 
against Sui路shinG ユroupwhiωch iぬsopcn川1札t-
l川ngthe cof行feeshop ‘“‘ Mi，創1羽川1吋ir，、chain， 
demanding payment of damagcs. 
amco alleged thal Ihe vidco gamc 

“Pac-Man門 is"audiovisual works" 
and the defendant SlIishin Grollp 
violated thc 叫 right01' cinematographic 
presentat ion" owned by lhe plaint iff 
amco by operating the lInauthorizcd 

copy prodllct. 
In the Japanese Copyright Law、

“movies" are Iisted as Iiterary works， 
and ")iterary works of movics" are 
menlioned expressly in the tex l.八ddト
tionally， there are the following des-
criptions.“Works of movies as referred 
t 0 in this law shall i nclude works 

which are expressed in such a ll1anner 
that visual or audiovisual effects 
similar to lhosc produced by movies 
3rc prodllced， and which are fixed on 
a thing". The law recognizes the spe-
cial“righl of cinematographic repre・
sentation" and the right of dislribll-
tion" for movies alone. The right of 
cincmatographic rep陀senlationis the 
right 10 Pllblicly represent the works 
of movie cinematograpltically. and 
according to the descriptions， einema-
tographic representation is to project 
them on the screen， video display unit， 
Ctc. Namco asserted that， as mention-
cd cxprcssly in the law， its video game 
.. Pac-Man" is expressed in such a 

manner as 10 produce audiovisual 
effects similar to those produced by 
movies， and its contents are fixed on 
ROM. The defendant， on Ihe other 
hand， refuted downright that video 
games arc nol works of movies. 
ThllS， the casc has bCCll fOllght at 
the Tokyo Dislricl Court for more 
lhan 3 years. 

On Scplcmbcr 28， the judge 
Toshiaki Maki 110， Tokyo District 
Court， delivcrcd a jlldgernent tota))y 
cmployi ng Na IllCO'S assert ion. The 
reasons 01' lhc judgement exactly fol-
lowed Nall1co's asscrtion. In content， 
lhe judgcmcnl was similar to“Midway 
Mfg. Co. v. Drikschncider" and "Alari 
Inc. v， Norlh Amcrican Philips Con-
sumer Elcctronics Corp." in the U.S. 
Following the U.S.， the copyrights 
of audiovisual works for video games 
were establishcd in Japan. This judge-
ment will obviollsly give an impelUs 
to the driving away of unaul horized 
copies of vidco games. From now on. 
civil prosccut ion of manllfacturcrs， 
distriblltors and operators of un-
authorized copics will be sped up， as 
well as criminal proscculion. 

Konami's Stocks Are Listed 
On Osaka Securities Exchange 

On October 1， Konami Industry 
Co.， Ltd. of Osaka offered its stocks 
on Osaka Secllrities Exchange， bcing 
transacted at the highest public sllb. 
scription price in Japan's securities 
trade h istory. 

Founded in 1968 and incorporaled 
in 1973‘Konami is a video game devel-
opingJmanufacwring company. In 
Junc Ihis year. Konami filed an appli-
cation for listing of its stocks with the 
Osaka Securities Exchange. and the 
sccurilics cxchangc. in lurn， asked the 
Ministry of Finance for acceptance， 
leading to the cllrrent Iisting of stocks. 
On October J上， Kona叩m討i'snewly Iisted 
stock (50 yen川fstock)was t削
the beginning at 5，280 yen of public 

subscrip( ion pricc， al1 al1-1 ime high in 
Japan's hislory 01' secllrities exchange， 
with the closing price al 8，300 yen. 

Commenling on the record-break-
ing high stock price， Konami's presi-
denl Kagemasa Kozuki stated that 
"Though we feel very honored， we 
also feel very rcsponsible， and feel a 
pressu re for such a high rat ing". 

In Japan. thc only game manllfac・
turer whose stocks are Iisted， is 
intendo Co.， Ltd. of Kyoto. Thus， 

Konami was t hc sccond t 0 Iist its 
stocks. Addilionally、NamcoLtd. is 
preparing for Iisting ils s!ocks， while 
Sega Enterprises Ltd. is rumored 10 be 
preparing for il， 100. 

Sigma Moved 
Its Head Office 
On October 6， Sigm<l Enterpriscs 

lnc. of Tokyo moved its head office 
tothe following new address: Mitake-
Nomura BJdg.， 17・1， Sh ibu ya I-chome， 
Shibllya・kll，Tokyo 144， phone (03) 
486・2891，2841.

SNK Corporation 
Moved Offices 

Shin Nihon Kikaku Jnc. and SNK 
Corp. of Osaka 1l10ved lheir hcad 
offices in the beginning 01' Octobcr. 
Their new address is as follows: Shin 
Nihon Kikaku， Esaka・sannosldg.， 13・
32， Toyotsucho， Suita， Osaka 564 
phone (06) 338・7007; SNK Corp. 
Ishida-Daini Bldg.， 1 J・13，Toyotsllcho， 
Suita， Osaka 564 phone (06) 338-8188 

クJ
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げし<1よ下~èへお問い合わぜ下さ い

1.1:Y3，500m向flJií~ 

ンn?トl~uりる

a・..... ・・

ASAHI ENGINEERING CO.. Ltd. 
Misoki・cho Sennan-gun 
TEL 07249.4-3063・0783

1387-2 Tonnowa 
OSAKA JAPAN 
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